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プロローグ０―１　シャーリー・マダガスカウェル・ブラッド







　惑わく星せいエスタシオン政府直属の研究機関で働く学者シャーリーは、一日の作業を終えて自室へと戻もどってきた。

「ふぅ……疲つかれたー」

　ベッドの上に倒たおれながら、シャーリーは一日分の疲れを取るようにうんと伸のびをする。

　とある事情があって子供の頃ころからずっと政府の中ちゆう枢すうで働き続けている彼かの女じよにとっても、最近動かし続けているプロジェクトは大変な仕事だった。

「でも、あれが完成すれば『理想の世界』が実現できるって室長も言ってたし頑がん張ばらないと……なんだけどな～」

　気合いを入れ直そうとした独り言も、途と中ちゆうでダレてしまう。

　リフレッシュするためにどこかへ行こうか――そうシャーリーが思うと、かけているメガネのレンズに都市近きん郊こうで遊べる場所や施し設せつの映像情報が映し出だされる。

　と言っても、それはレンズに直接映っているわけではない。彼女の脳に埋うめ込まれた〝チップ〟が、エスタシオン政府広報から配信されている映像情報を受信しているのだ。レンズに映っているように見えるのは、その方が見やすいからそういう設定に彼女がしているからである。

「……」

　いくつかのレジャースポットを眺ながめたあと、シャーリーはその受信情報を遮しや断だんした。行こうかと思ってはみたものの、結局外出する気になれなかったからだ。

　外に出たくないなら室内で何かするしかないが、彼女の住む部屋には家具以外何もない。

　無む趣しゆ味みな人間と言えば無趣味な人間なのだろう。そのように躾しつけられてきたという点を考こう慮りよすれば、少しは同情の余地もあるかもしれない。

　まぁ、その同情してくれる人間が周りにいればの話だが。

「はぁ……ん？」

　無意識にベッドの下へ伸ばした手にやわらかい物が触ふれた。

　取り出してみると、それは古い人形だった。

「あ……懐なつかしい」

　それはまだシャーリーが幼い頃、唯ゆい一いつ持つことを許ゆるされた遊具だった――




　――今と同じ白い部屋の中で、シャーリーは人形とごっこ遊びをしていた。

「さぁ、ガーネット。指輪を交こう換かんしましょ」

『ハイ……シャーリー』

　シャーリーの声に、人形――ガーネットがたどたどしく答える。

　彼女は人形の手の平におもちゃの指輪を置くと、ガーネットが持っていた方の指輪を自分が受け取った。

「うふふ、それじゃあ誓ちかいのキスをしましょ」

『ハイ……シャーリー』

「……チュ」

　シャーリーはガーネットの頬ほおにキスをして、永遠の愛を誓う――




　――そんな古い記き憶おくを呼び起こしながら、シャーリーは人形の手をイジくる。

「ガーネットはなかなかお喋しやべりが上手にならなかったわね……」

　この人形の頭には、当時の彼女が開発した記き憶おく蓄ちく積せき型がたＡＩが搭とう載さいされていた。経験を積むことで様々な思考パターンを獲かく得とくしていくＡＩで、その学習のためにおままごとなどをして遊んでいた……というか、人形が欲ほしかったからこそ、それを持つ口実として新型ＡＩを造ったというのが真相なのだが。

　もっとも、早熟な子供であったシャーリーはすぐにおままごと遊びなど卒業してしまったのだが……。

（あの頃はひとりでいるのが寂さびしかったのね……）

　だから友達が欲しくて、ガーネットを造った。

　今ではもうシャーリーも成長して――と言ってもまだ十六歳さいだが――大人たちとの身長差もなくなり、普ふ通つうに接することができるようになっていた。

　研究室には多くの同どう僚りようがいる。彼かれら彼女らと今では毎日のように例のプロジェクトについて議論と研究を重ねて……。

「ああ……」

　友達がいないのは今もか……とシャーリーは口の中で呟つぶやいた。

「……あら？」

　その時ふと人形のポケットが小さく膨ふくらんでいることに気づき、シャーリーはその中にそっと指を入れる。

　入っていたのはペアのおもちゃの指輪だった。

「永遠の愛かぁ……」

　そんな物が本当にあるかどうかなんて、今ではまるで想像できない。

　ましてや……普通の人とは違う自分が。

　だが、それでもせめて。

「『理想の世界』が実現したら、私にも友達くらい……できないかなぁ……」

　枕まくらに顔を押おしつけて呟いた彼女の声は誰だれにも聞こえず、無機質な白い部屋に残ざん響きようすらしなかった。







プロローグ０―２　ファム







　宇宙海かい賊ぞくシーガイストの船員見習いファムは艦かん内ないの掃そう除じをしていた。

　それも洗せん剤ざいを溶とかした水の入ったバケツにモップを突っ込み、そのあとゴシゴシと床ゆかを擦こするといった前時代的なスタイルだ。海賊とはいえ大銀河連れん邦ぽうで流通している掃除ロボットくらい手に入る。床も壁かべも天てん井じようも関係なしに動き回るロボットの方が人間の手なんかよりよっぽど艦内を綺き麗れいにできる以上、ファムがわざわざモップがけをするのは非効率的だ。

　つまるところ、これはバカなことをした少女に対する罰ばつだった。

「クソッ！」

　バケツに突っ込んだモップにもたれかかりながら、ファムは肩かたで何度か息をする。

　彼女が掃除しろと言われたのは海かい賊ぞく艦かんの居住ブロックだけだが、一時間以上手を動かしていてもいっこう終わる気配がない。

「何でっ、たって、あたしが、こんなっ、こと！」

　悪態をついてモップを前後に動かしつつ、ファムの目には怒いかりの炎ほのおがメラメラと燃え上がっていた。

（叔お父じ貴きのバカ野や郎ろう！　いったいどうしちまったんだ！）

　ファムの脳のう裏りに浮うかぶのは、シーガイストの船長スクアーロ・ロウの顔だ。

　顔と言ってもスクアーロは普ふ段だん頭部をマスクで覆おおっている。昔大ケガをした時、スクアーロは全身をサイボーグ化したからだ。それによって何十時間でも戦い続けられる体を手に入れたが、同時に機械の助けを借りなければ日常生活も送れない。マスクも視覚や聴ちよう覚かくを補うために必要で、そのためファムはスクアーロの素す顔がおを見たことがなかった。

　それでも彼女は、無愛想で強こわ面もてで、けどきっと目の奥おくには強さとやさしさを宿したスクアーロの表情を、いつもマスクの奥に感じ取っていた。

　そんなファムだからこそ余計に感じるのかもしれない――最近のスクアーロはどこかおかしい。

「……」

　ファムは宇宙の片かた隅すみにあるとある星で、かつて浮ふ浪ろう児をしていた。

　盗ぬすみに暴力、飢き餓がに差別。彼女が生きていたのはそういうクソったれな現実の中だった。彼女を助けてくれる正義の味方なんてものはいやしなかった。

　だがある日、彼女をそこから救い出してくれた人たちがいた。彼らは決して正義などと呼べるようなものではなく、むしろ悪と呼ぶべき海賊たちだった。

　船長のスクアーロは彼女に言った――今日からお前はウチの家族だと。

　その日から彼女の人生に光が差した。

（叔父貴のためなら、あたしは何だってする。でも、何であんな星を、しかも〝お宝〟なんかのために襲おそうなんて……）

　数時間前、スクアーロはいつものように手下を集め、次の襲しゆう撃げき作戦について話した。

　とある星を襲い、その星に眠ねむる宝を奪うばう――普通の海賊であれば至し極ごく当たり前のような作戦だ。宝を奪い、命を奪い、享きよう楽らくを得る。無法者とはそういうものだ。

　けれど、シーガイストは違う。少なくともファムはそう思っていたし、事実これまではずっとその通りだった。

　だからこそファムはその襲撃作戦に反対した。

　で、その結果がこの罰ばつ掃そう除じだ。船の上では絶対の権力を持つ船長に逆らったにしては極きわめて軽い処置と言うべきだが、彼女は根本的なところで納なつ得とくができていなかった。

（幹部のみんなもほとんどが叔父貴を止めなかった）

　船長命令が下された時の、幹部メンバーの不自然なほどの沈ちん黙もくをファムは思い出す。

　何かがシーガイストの中でおかしくなっている。

　ファムはそれが怖こわかった。

「――ファムさん」

「わっ！」

　考えごとをしているところへ突とつ然ぜん声をかけられ、ファムはビックリしてバケツをひっくり返してしまった。汚よごれた水が床に広がる……またあとで磨みがき直さなければならない。

「誰だよ急にって……げ」

　眉まゆを吊つり上あげながらファムが振ふり返かえった先にいたのは、海賊艦に似つかわしくないスーツを着た女性だった。

　彼女は一年ほど前にスクアーロが雇やとった〝秘書〟……のようなものだ。海賊に秘書というのもまた変な話だが、彼が行うのは海かい賊ぞく行こう為いの指揮だけではない。集めた孤こ児じたちへの教育や、略りやく奪だつ品ひんの分配に、船員の家族たちから上がってきた陳ちん情じよう・揉もめ事ごとの処理など、ほかにも多種多様の仕事がある。

　それらの仕事の手伝いとして、彼が見つけてきたのが目の前の女――正確には女性型アンドロイド――だが……なんとなくファムは彼女のことが気に入らなかった。

「……何か用かよ？」

「船長からの言こと伝づてです。『掃除はもういい。それより仕事の準備をしておけ』だそうです」

　仕事というのは、もちろん海賊行為のことだ。その準備とは、武器の手入れなどを意味する。

「分かった」

「確かにお伝えしました」

　秘書は用だけ済ますとさっさといなくなってしまう。

　彼女の背を睨にらんで見送ったあと、ファムは掃除道具の後片付けを始めた。

（相変わらず何考えてんのか分かんない目ェしやがって）

　それは彼女がアンドロイドである以上、ある程度仕方のないことだったが、こういった感情にそういう言い訳は通じない。

（……気に入らない！）

　ファムは空っぽのバケツを思いっきり蹴けっ飛とばした。汚お水すいの飛沫しぶきが辺りに飛び散ったが、中身のほとんどはとっくにブチまけてしまっていたので、今いま更さらどうでもよかった。







プロローグ０―３　レイン・ウォーターチャイルド







　大銀河連邦に惑星ベラノが登録されたのは今からほんの五十年ほど前だ。

　惑星ベラノは表面積の九割が海に囲まれた星。常とこ夏なつの平へい穏おんな星だったが、外宇宙から異星人がやってきたことによって状じよう況きようは一変する。

　文化的にもそこまで大きく発展していなかったベラノは、はるかに先進的な技術を持った他ほかの星々によって危あやうく食い物にされかけた。これといった資源があったわけではないが、この星には非常に美しい外見を持つ人魚族が住んでおり、それだけで狙ねらわれる対象となったのだ。

　だから、ベラノが生き残るには非情な決断をするしかなかった……。




　ベラノの海の底にある竜りゆう宮ぐう城じよう。

　その最上階に住む人魚族の王女レイン・ウォーターチャイルドは、ボロボロの絵本をめくっていた。

「――仲のよかった赤いお魚さんと青いお魚さんは、そうして離はなれ離ばなれになってしまうのでした」

　この絵本は、子供の頃に彼女が母であり女王であるミューズから何度も読んでもらったものだ。

「赤いお魚の王子様と青いお魚の王女様はいつかまた会う約束をしました。王子様はその約束を胸に一族を引き連れて別の場所へ。王女様はその約束を胸に王子様を見送りました。またいつの日か会えることを強く願って……」

　そこで物語は終わる。悲しい結末だった。

「……こんな終わり方で、本当にいいの？」

　パタンッと絵本を閉じ、レインはその長いまつげを伏ふせ……ふと、城下の街を見下ろす。

　竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街と呼ばれ、リゾート観光地として発展した街は彼女にとって慣れ親しんだ物だが、ベラノがこんな風になったのは大銀河連邦に登録されたあとだ。

　ただ海の中で住んでいただけの人魚たちは、今や耐たい水すい圧あつドームに囲まれた海底都市で外からやってくる観光客相手に様々な商売をしている。人魚たちの舞まい踊おどりは、中でも人気の娯ご楽らく施し設せつだ。

　レインの住む竜宮城も王族の住む最上階を除き、下の階はリゾート地に相応ふさわしい高級旅館として機能している。彼女はまだ働く歳ではないが、いずれ母を手伝うことになるだろう。

　これが、変わったベラノの姿。

　変わることが悪いことだとはレインも思わない。

　けれど変わるためにベラノが……彼女の母が下した決断は、とても非情だと思った。

「レイン。ここにいたの」

「お母様……」

　部屋の入口に、今まさに思おもい浮かべていた母の姿があった。

　人魚族の女王であるミューズは人魚の中でも際きわ立だって美しい外見をしている。それは当然レインにも受うけ継つがれていた。

　しかし……今の彼女には、その美しい姿がとても穢けがれた物に見える。

「どうしたの……とは聞きません」

　ミューズはレインの手元にある絵本を見て表情を引ひき締しめた。

　今日は勉強の日だった。科目は、歴史。レインが、彼女が生まれる前に惑星ベラノに何があったのかを今日知ることになるのは、当然のことながら母も知っていた。

「お母様、なぜ……なぜ、あんなヒドい決断をなさったのですか？」

「それ以外にこの星が生き残る方法がなかったからです」

　キッパリとした口調で、ミューズは断言した。

　けれど、やはりレインには納得がいかない。

「でも……でも、もっとほかに、何かなかったのですか？」

「あったかもしれません」

「でしたら……！」

「どんな選せん択たく肢しも、可能性はゼロではありません。ですが、何を選せん択たくするか、何を決断するかはまた別の話です」

　ミューズはレインの目の前まで歩いてきて、立ち止まり、正面からまっすぐと彼女を見つめた。

「あの時、私たちは一番正解だと思える選択肢を取り、決断しました。ですが、私たちにとって最善であった選択肢が、あなたにとって最善でないように思えるのなら、違う答えを見つけなさい」

「違う答えを？」

「私たちは〝守る〟選択を取りました。全すべてを、ではないにしても、できるだけ多くを守れる選択肢を。そして、あの時選び取った道を、今も全力で歩き続けています」

「……っ」

　母の揺ゆるぎない視線に気け圧おされ、レインは心の中で数歩後退した。現実には、足の裏が床に縫ぬいとめられたように動かすことができず、母の目をただ見つめ返すことしかできなかった。

「レイン。あなたは私の娘むすめです。あなたの決断はこの星と、そこで生きる民たみに大きな影えい響きようを与あたえる。それだけは必ず胸に留とどめておきなさい。その上で、私が選んだ道を受け継ぐのか、それとも別の道を探すのか、しっかり考えるのです」

「……」

　レインはゆっくりと去っていく母の背を見送ることしかできず、しばらくの間その場に立たち尽つくしていた。

（考える……）

　母に告げられた言葉を、心の中で復唱する。

　……そう…………たとえ非情ではあっても、母は確かにこの星を守るために決断した。それに異を唱えるのは簡単だが、ただの否定は選択でも決断でも何でもない。

　ベラノには悲しい過去があった。その歴史は母が刻んだ。

　なら、娘である自分はどうするのか？

　大事なのはそれをどう考え、選び、決めるかだ。

「……」

　レインはもう一度手元の絵本に目を落とす。

　母にこの絵本を読んでもらったあと、子供の頃の彼女は何と言ったか――




　――『大だい丈じよう夫ぶよ、お母さん』

『え？』

『王子様と王女様がもし会えなくても……その時は、私が王子様を探してきて、王女様に会わせてあげるもの』

『……そう。じゃあ、その時はお願いね』

『うん！』







プロローグ１







「常夏の星？」

「そう。ベラノっていう星なんだけど、スッゴい海が綺麗なのよ」

　週末そこへ海水浴に行きましょ――なんて話をイリスが持ってきたのは、学校でプール開きがあった翌週のことだった。

「何でまた？　今日もプールで泳いだばっかりだろ」

「だって学校のプール狭せまいんだもん」

「そうか？」

　ちなみにウチの高校のプールは平均的な二十五メートルプールが七レーン。特に狭いわけじゃないと思うが。

「アタシが泳ぐと端はしまで三秒くらいで着いちゃうし」

「ああ、そういうことか」

　フィネリタ星人のイリスは身体能力が高いから、フツーの地球人仕様のプールじゃ物足りないらしい。

「そういうことだから、週末は海で思いっきり泳ぎましょ！」

「海かぁ」

　まだ六月半ばを過ぎたくらいだが、確かにここ数日はやたらムシムシした天気が続いていて、こんな時期に海で泳げたら最高に気持ちいいだろう。

　行くのは常夏の星らしいが、まぁ少し早めに夏を満まん喫きつしてみるってのも楽しそうだ。

「ん。そうだな、俺おれも連れてってくれよ、海」

「やったぁ！」

　イリスは嬉うれしそうにピョンピョンッと飛び跳はねる。

　そしてクルッと俺の隣となりの席に顔を向けた。

「で、皐さ月つきは来る？」

「……どうしたんですか急に？　イリスさんの方から誘さそってくるなんて」

　皐月は少し驚おどろいた顔でイリスのことを見上げる。

「別に誘わなくたって烈れつ火かについてきたでしょ？　さっきから体がこっちにズレてるし」

「！」

　途と端たんに皐月は顔を赤くして、俺たちの方へ傾かたむいていた姿勢を正して咳せき払ばらいをした。

　その様子を見てイリスは肩を竦すくめる。

「まぁ来たいって言うなら来てもいいわよ。もっとも、海でアタシに勝てる自信があるならだけど」

「……どういう意味ですか？」

「フフン」

　イリスは挑ちよう発はつ的てきな笑えみを浮かべる。

「ところで皐月は自分の水着姿に自信ある？」

「……ッ!?」

　皐月の視線が一いつ瞬しゆんイリスの制服のある部分に釘くぎづけになる……どことは言わない。俺も釘づけになったなんて事実もない。いや、本当に。

「くっ！　そういうことですか……いえ、いいわ。受けて立ちます！」と皐月。

「そうこなくちゃ。アタシたちの中で誰が一番か見せつけてあげる」とイリス。

「これは満を持しての水着回ですね。本官もデバッグを行って脳内メモリを空けておかなければなりません」とアール。

　なんかアールも含ふくめて女子陣じんの盛り上がりが凄すごいな。

「えーと、要するにほかのみんなも誘うってことでいいのか？」

　そんなこんなで、今週末の土日にみんなで海へ行くことになった、地球外の。

「……んん？」

　土日って。

「ちょっと待った……泊とまり、なのか？」

「うん。そうよ。ベラノは観光地だから宿しゆく泊はく施し設せつもあるし」

「そういうことじゃなくて……」

　高校生の男女が外がい泊はくっていろいろとヤバくないか？

「烈火さん烈火さん。夏休みって高校生が大人になる季節らしいですよ」

「いや、夏休みじゃねぇし」

　アールはホントいつも通りだった。
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　土曜日の朝。

　俺の家の前に集まったのは、皐月・イリス・つみき・響ひびき・ロザリンドの学生組に、ハリッサ・テトラ・スズランと俺を加えた九人だった。

　とりあえずイリスが宇宙人というのを知ってる面子には全員声をかけようとしたのだが、チェルシーは外国だったしリアとは連れん絡らくがつかなかった。

「つーかリアって普段は何してるんだ？」

「『のぞみや』にいない時は、あちこち旅行してるって言ってたわよ。ね？」

「はい。テトラはこの前おみやげに木刀をもらったです」

　小さなカバンを持ったつみきとテトラは交こう互ごに答える。

　リアって旅行好きだったのか。

「リアさんも携けい帯たい電話持っててくれれば誘えたんだけどね～。残念」

「だな」

　つみきのセリフに俺が頷うなずくと、アールがそっと耳元に口を寄せてきた。

「残念でしたね烈火さん。あのダイナマイトボディの水着姿が見られなくて」

　そういう意味で言ったんじゃねぇよ！

　俺はジェスチャーでしっしとアールを追おい払はらい、ロザリンドの方を振り向むく。

「そういやウラウラはどうしたんだ？　てっきり三人で来るのかと思ってたけど」

「あやつは留守番じゃ」

　ロザリンドはそっけなく答える。

　ちなみに彼かの女じよは手荷物をひとつも持っていない。彼女の分は全部後ろに控ひかえるスズランがリュックに入れていた。

　にしてもスズランのメイド姿もだいぶ板についてきたなぁ。けど。

「スズラン」

「はい。何でしょうか波なみ乱だれ様」

「遊びに行く時くらいメイド服じゃなくてもいいんじゃないか？」

「そう言われましても、ご主人様の趣しゆ味みですから」

「ロザリンド？」

「メイド服はメイドの魂たましいじゃからのう」

　相変わらず妙みようなところで偏かたよった吸きゆう血けつ鬼きだな。

　まぁ、聞くまでもなくスズランが常時メイド服着用なのは知ってたんだが。だってクラスでも噂うわさになってるし、「商店街に出る銀ぎん髪ぱつメイドさん」って。

「みんな集まったわねー？」

　今回の発ほつ起き人にんであるイリスが声をかけ、全員が揃そろっているのを確かく認にんすると宇宙船を呼び出だすスイッチを押おした。間もなく彼女の宇宙船が俺たちの上空に現れる。

「それじゃあ、一泊ぱく二日宇宙の旅にご招待！」
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　約五時間後、ワープ空間を抜ぬけた俺たちの目の前に真っ青な星が現れた。

「あれが惑わく星せいベラノか？」

「そうよ。地表面の九割が海の常夏の星。大銀河連れん邦ぽうにも登録されてるわ」

「大銀河連邦っていうとフィネリタ星とかも所属してる奴やつだっけ？」

　俺は記き憶おくの糸をたぐってどうにか情報を引っ張り出す。

「そうそう。まぁフィネリタとかサタモニアみたいな七十二議席に連なる星ってわけじゃないけどね。所属としては、惑星エスタシオンの属星ってことになるかしら」

「属星って？」

「んー、地球風に言うと何だろ？　植民地……とはちょっと違ちがうかな。今言ったエスタシオンは大銀河連邦七十二議席の一席なんだけど、そこに保護してもらってる星って言えばいいのかしら」

「ふーん」

　イリスの説明に相あい槌づちを打っていると、俺たちの脇わきを別の宇宙船が通りすぎていった。

「あれもベラノに用があるのかな？」

「大銀河連邦でも結構有名なリゾート観光地だからね。ベラノの主要産業もそれだし、海も綺き麗れいだけどサービスにも力入れてるわよ」

「あのぉ、まだ降りないんですか？」

　俺の後ろから、おずおずとハリッサがイリスに尋たずねた。

「降りようと思えばいつでも降りられるけど、ワープで酔よっちゃった？」

「いえ、そういうわけではないんですが、未いまだにこのウチュウセンという乗り物に慣れなくって」

「まぁハリッサの元いた世界じゃ飛行機もなかったしなぁ」と俺。

「分かったわ。じゃあもう降りましょうか」

　そう言うとイリスは操そう縦じゆう桿かんをグイと前へと倒たおした。

　惑星ベラノの周囲を半周して陸地を見つけ急降下し、一気に大たい気き圏けんを抜けて惑星内へ。どうもこの星には「大陸」みたいな大きな陸地はなく、砕くだけたビスケットみたいな島がたくさんあるようだ。

　どの島も整備された林と砂すな浜はまに宇宙船が停てい泊はくする駐船場があり、俺たちはその内のひとつへ降り立った。

「んん～、さすがに少し疲つかれたな」

　荷物を持って外に出ると、俺は肩かたを回してから異星の空気を思いっきり吸う。

「潮の香かおりがここまでするな」

　隣で同じく伸のびをしていた響が感想を漏もらす。

「まさしく海の星って感じだな。けど思ったより人が少ない、か？」

　まだ駐船場も出ていないが、意外と閑かん散さんとしている気がする。

「だが停泊している宇宙船の数は相当あるぞ？」

「そうだよなぁ？」

　俺と響は首をひねる。

「どうしたのー？　ふたりとも海行くわよー」

　荷物を持ったイリスたちが俺たちを手招きする。

「っと、行くか」

「そうだな」

　ひとまず小さな疑問はあと回しにし、俺と響を待っているイリスたちの許もとへ急ぐ。

「そういえば海にはどうやって行くんだ？　島の中心に降りたし、歩きだと結構遠い気がするけど」

「安心して。そこからショートワープできるから」

　イリスが指差した場所には機械でできた丸い台座があり、そこに人が乗るとヒュンッと音を立てていなくなる。あれで一気に浜はま辺べまで移動できるらしい。

『目的地はどの海岸になさいますか？』

　少し列に並んで俺たちの番が来ると、台座から流れてきた機械音声にそう尋ねられる。

「これってこの島以外の海岸にも飛べるのか？」

「飛べるわよ」

「へぇー、便利なもんだ」

「何か希望がある人いる？」

「波が静かなところがいいのう」

　ロザリンドの希望をイリスが台座に告げると、『Ｄ―４海岸』というところがオススメされたので、そこにする。

　俺たちは順々に台座の上に乗り、件くだんの波の静かな海岸へとやってきた。

　ここもちらほらと人はいるものの、やっぱり観光地的な賑にぎわいはなかった。

「空いてていいわね。たくさん泳げそう」

　麦わら帽ぼう子しを手で押さえながら皐月が呟つぶやく。

「まぁそれもそっか」

　日本の夏の海なんて人ひと混ごみの中を泳いでるようなもんだしな。ちゃんと更こう衣い室しつも海の家的な建物もあるみたいだし、人が少なくて困ることなんてないか。

「それじゃ、更衣室で着き替がえたら集合ね」
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　着替えを終えた俺はひとり、先に準備したパラソルの下で待っていた。

「みんな遅おそいなー」

「女子の着替えというのはそういうものですよ」

　そう言うアールは首から上だけを砂に埋うめた妙ちくりんな格好をしていた。フツー逆じゃね？　顔が埋まっているのに声がちゃんと聞こえるのは、彼女が半実体存在とかいう奴だからだろうか。

「つーか何でお前スクール水着なんだ？」

「ニーズに応こたえてみました」

「何のニーズだよ。それよりアールって着替えとかできたんだな」

「女の子に向かって失礼ですね。烈火さんは気づいてないでしょうが、軍服も毎日ちゃんと替かえてるんですから。全部同じデザインですけど」

　それでどうやって気づけと？

　アールは砂から顔を出すと、地面に寝ねそべるようなポーズで俺を見上げる。スクール水着なのでいつもの軍ぐん帽ぼうも脱ぬいでおり、頭のサイドからちょこんと尻しつ尾ぽを出していた。

「それにしても楽しみですねー」

「何が？」

「決まってるじゃないですか。みなさんの水着姿ですよ。烈火さんのムッツリ」

「その不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを今すぐ取り消せ」

　俺とアールがそんなやり取りをしていると、砂を踏ふむ音がして水着の上にカーディガンを羽織った皐月が現れた。

「お待たせ、烈火」

「おう。ほかのみんなは？」

「まだ着替えてる。私が一番乗りね」

　そう言ってはにかむと、皐月はレジャーシートの俺の隣に腰こしを下ろす……が、なぜか妙にそわそわしている。

「？　どうかしたのか？」

「はいっ!?　う、ううん、何でもないから」

「でもなんか妙にそわそわしてるし……早く泳ぎたいのか？」

「そうじゃないわよ！」

　なぜか大声で否定する皐月。どうしたんだ？

「ほかにもっと聞くべきことがあるでしょう、烈火さん……」

　アールにも呆あきれ気ぎ味みにため息をつかれた。何なんだ？

「……ううん、ここでくじけちゃダメよ私」

　小声でブツブツと呟いていた皐月が不意に立ち上がり、俺の正面に回ると、カーディガンのボタンをはずし始めた。そして、

「こっ、この水着どうかしりゃ！」

　噛かんだ。

「……お、おう」

　多少呆あつ気けに取られつつも、俺の目は半自動的に皐月の水着を上から下まで凝ぎよう視しする。おとなしい彼女にしては珍めずらしい白のビキニだった。胸むな元もとと腰の脇のリボンがかわいらしい……な。というか、動いたら解けそうで変にドキドキする。

「かわいいと思うぜ……何て言うか新しん鮮せんで」

「……本当？」

「ああ、いつもワンピースだったし」

　なんて、俺と彼女が互たがいに照れていると――唐とう突とつに後ろから目め隠かくしをされ、同時にとてもやわらかいふたつの感かん触しよくが背中に当たる。

「だーれだ？」

「ちょっとイリスさんいきなり何してるんですか!?」

　俺が答える前に皐月が犯人の名前を大声で叫さけぶ。

　やっぱりこんなことをするのはイリスか！　そしてやっぱりこの背中で潰つぶれる小山は……彼女の胸の膨ふくらみなのか!?

「うわっわっ！」

　慌あわてて俺は後ろから抱だきついてくるイリスから離はなれようとして、勢いあまりレジャーシートに足を取られて転んだ。

「あんっ。もう、逃にげなくてもいいのに」

　いや、一刻も早くあの状じよう況きようから逃げなきゃ心臓がやられてたと思う。なんかいつもより感触がダイレクトだったような……。
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「イリ……グフッ！」

「どうしたの？」

　ひと言で言うと……イリスが水着を着ると凄かった。イリス「の」水着「が」凄いんじゃなくて、イリス「が」水着「を」着ると凄い、だ。布地の薄うすさが普ふ段だんの数倍の弾だん力りよくを産んだのか、恐おそろしい。

「ん～？　アタシ何か変？」

　口を金魚のようにパクパクさせている俺を見て、イリスは自分の水着のゴムを引っ張っては離してパシンパシンと音を鳴らす。ついでに胸も揺ゆれる。

「イ、イリス。それやめて……」

「何で？」

「いろいろヤバい」

　いかん……鼻血出そう。

　その時、幸せな感触の余よ韻いんが残っていたはずの背中に突とつ然ぜん悪お寒かんが突つき抜ける。




「「「「「「「烈火・レッカ・レッカ様・烈火さん・波乱様」」」」」」」




　いつの間にか皐月たちがと～っても怖こわい表情で俺たちを取り囲んでいた。ハリッサやスズランですらジトッとした目でこちらを睨にらんでいる。

　ちょっと待った。これ、俺が悪いのか？

「随ずい分ぶんとイリスさんの水着に見み惚とれてたみたいね」

　皐月は怒おこってるというより悔くやしそうな表情で俺を見ながら、一瞬チラリとイリスの方へ視線を移した。

　すると、イリスはフフンッといった感じで胸をそらす。

「くっ……！」

　皐月の拳こぶしが怒いかりを押し殺ころすようにプルプルと震ふるえていた。

　なぜだろう、魔ま王おうや悪あく魔まの拳より、今の彼女の拳の方が怖い。

「……とりあえず、許してくれ」

　命の危険を感じた俺はその場で土下座した。
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　てな感じで、いきなり開幕土下座をする羽目になった海水浴だったが、惑星ベラノの天気はカラッと晴れた海日和びよりで、遊んでいる内に最初の怖～い空気などどこかへ飛んで行ってしまった。

　今はロザリンドとスズランを除いた七人でビーチバレーをしている。

「おっととと、オーライ！」

　俺は頭を追い越こしたビーチボールを追い駆かけ、トスをつなげた。

「わっ、こっち来ました」

　わたわたと浜辺の砂を蹴けりながら、ハリッサがボールを追いかけて右に左に揺れる。

「んー、ハリッサさんは胸がまだ発展途と上じようですけど、ピンクの水着が大変よく似合ってますね。胸のフリルもかわいらしいです」

　確かに。皐月が子供の頃ころのを譲ゆずってもらったのだが、ハリッサにピンク色はよく似合っている。しかし、アールが言うとなぜか邪よこしまな物を感じるな。普段の行いのせいか。

「えいっ！」

「ん！　よっと！」

　ハリッサが危なっかしく上げたボールを、響が垂直跳とびして触さわる。さすが今遊んでるメンバーの中ではイリスの次に運動神経が高い。

「響さんは引ひき締しまった体とおへそがキュートですねー。それにジャンプすると弾はずむくらい胸もありますし」

「…………」

「ん？　って、烈火！　どこ見てるんだ！」

　不意に響と目が合って、慌てて彼女は自分の胸とおへそを腕うでで隠かくす。

「わ、悪い！」

　思わず〝弾むところ〟をガン見してしまった……！

「アンタは何やってんのよーッ！」

「ぐはっ！」

　その時つみきが放った強きよう烈れつなスパイクが俺おれの顔面に直ちよく撃げきした。

　気のせいかもしれないけれど、俺が仰あお向むけにブッ倒れた瞬しゆん間かん、誰だれかがグッとサムズアップしていた気がする。

「まったく！　海に来て早さつ速そくセクハラばっかりしてんじゃないわよ」

「いや、その……申し訳ありません」

　わりとアールの発言に釣つられてしまった部分はあるのだが、自分が響の胸を凝視していた事実は消えないので素す直なおに謝あやまった。

　それでもまだつみきは眉まゆを吊つり上あげていたが……急にぷいっと俺から視線を逸そらす。

「んっんん！　で、私には何かないの？」

「えっと、何が？」

「だから私を見て何かないわけ!?」

　私を見てって、もしかして水着のことか？　……えーと。

「よく似合ってるんじゃないか。オレンジもかわいいし」

「……そうね！　オレンジってかわいいわよね！　私もそう思ったから買ったんだし！」

「お、おう」

　なぜか余計に怒らせたような気がする。な、なぜ……？

「烈火さん。水着の色だけじゃなくてほかにも褒ほめるところあるでしょう。健康的な足がセクシーとかちょっと覗のぞく胸元がたまらないとか」

　いや、たった今響のことで怒られたばっかりなのに、胸とか褒めたらダメだろ。

　それにしてもアールは俺以上にみんなの水着を凝視してるな……たまにアールの中身はおっさんなんじゃないかと錯さつ覚かくする時がある。

「烈火さん。テトラはどうですか？」

「テトラも似合ってるよ。ていうか、テトラって地下暮らしだったんだし水着って持ってなかったよな？　買ってきたのか？」

「はいです。木曜日につみきさんと一いつ緒しよに買いに行ったです」

「そうなのか。うん、かわいいぜ」

「あ、ありがとうございますです」

　テトラはちょっと恥はずかしそうに頬ほおに手を当てた。

「ワンピースタイプの水着ですか。ちょっとおとなしめですけど、あれはあれで幼さが強調されてロリ度がもごご」

　なんかアールが危険なことを言いそうだったので口をふさいでおいた。

「じゃ、じゃあ続けるかー」

　気を取り直して、俺は再びビーチボールをトスする。

　そこから五、六回トスをつないだところで不意に風が吹ふいて、隣となりの皐月に向かっていたはずのボールが俺の方へ進路を変えた。

「おっと」

　俺が少し横に移動してボールを上げようとすると、

「えっ？」

　皐月の驚おどろく声がして、

「あっ」

　俺のすぐ隣に彼女がいた。

　お互いボールにばかり目が行っていて気づくのが遅おくれたらしい。

「きゃっ！」

「あぶねっ！」

　皐月はぶつかりそうになった俺の体を避よけようとしてバランスを崩くずす。転びそうになった彼女を俺は抱き寄よせて踏ん張ばり……ダメだった。

　彼女を抱いたまま盛大に仰向けに倒れる。下が砂浜で助かった。

「うっ、皐月は大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ……」

　あんまり大丈夫そうじゃない声で返事をされた。ちゃんと庇かばったつもりなんだが。

「どうした？　足とかひねったか？」

「ううん、大丈夫……」

「？」

　俺の腕の中で小さくなりながら、やっぱり小声で返してくる皐月。何でそんな表情を隠すみたいに顔を埋めて……。

「烈火ぁーッ！」

　その時、イリスの怒ど声せいが聞こえて、

「いつまで抱き合あってんのよぉー！」

「どぐはっ！」

　本日二度目の顔面レシーブを上げる羽目になった。
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「痛てて……」

　じんじんする顔を押おさえながら、俺は一度休きゆう憩けいするためパラソルの方へと戻もどってきた。

　にしてもイリスの打ったスパイクは凄すごかった……ビーチボールとは思えないような音が頭ん中でしたもんなぁ。

「お帰りなさいませ波乱様」

　パラソルのところで俺を出で迎むかえてくれたスズランは、クーラーボックスから冷えた缶かんジュースを手て渡わたしてくれる。

「ありがとスズラン」

「どういたしまして」

　俺は冷えた缶で額を冷やしながらレジャーシートに座すわる。

「むぅ……戻ったのかレッカ」

　レジャーシートの上で寝そべっていたロザリンドがむくりと体を起こす。

「ああ、ちょっと疲れたから」

「その額を見る限り、それだけが理由ではなさそうじゃがのう」

「むぐっ」

　やっぱりボールの跡あとがついてたか。ホントに強烈だったもんなぁ。

「ふむ。ところでレッカ、ワシの背中に日焼け止めを塗ぬってくれぬかのう？」

「は？」

　いきなり何を言ってるんだこの吸きゆう血けつ鬼きは？

「ワシにとって陽ひ射ざしは弱点ではないが、肌はだは陽ひに焼けるからのう」

　そう言いながらロザリンドは日焼け止めが入った瓶びんを俺に手渡してくる。

　え？　これを俺に塗れと？　つまり触れと？

「いやいやいや、そんなのスズランに頼たのめばいいだろ！　つーか日焼けするのが嫌いやならテトラみたいに背中を隠せる水着をだな……！」

　しどろもどろになりつつ俺は座ったままあとずさりする。
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「むぅ、なんじゃ？　ほかの女には触れられても、ワシには触れられぬと言うのか？」

「いや、そういうことじゃなくてだな」

「ほいっ」

　俺がしどろもどろになっている間に、あろうことかロザリンドは人の伸ばした脚あしの太ももにお腹なかと胸を載のせてきた。

　イリスみたいに分かりやすい凹おう凸とつはないけれど、その分密着具合が凄い。

「ほれ、これで観念するがいい」

　そう言ってロザリンドはビキニの紐ひもをほどいて背中を差し出だしてくる。

　これ……俺が動いたら水着がずり落ちちゃうよなぁ……。

　進退窮きわまったかに見えたその時、スズランが俺の手から瓶をそっと取り上げた。

「ご主人様はおふざけが過ぎます。波乱様、ここは私に任せてください」

「おお」

　スズラン。なんて頼もしいんだ。

　だが、そこでロザリンドは急にわざとらしく咳せき払ばらいをして。

「そういえばスズラン。お主もだいぶ色白じゃのう。それでは陽に当たると赤くなってしまうぞ。お主もあとでレッカに日焼け止めを塗ってもらったらどうじゃ？」

　瓶のフタを開けようとしていたスズランの手がピタリと止まる。

「……スズラン？」

「申し訳ありません波乱様。急に両手の握あく力りよくがなくなってしまいました」

　棒読みで言い訳っぽいセリフを喋しやべりながらスズランは瓶のフタをキュッと閉める。

「というわけで日焼け止めはやはり波乱様が塗ってください。ついでに私の分もお願いします」

「おいィ!?　今フタ閉めてたよな？　何その突とつ然ぜんの裏切り!?」

　こちらの絶ぜつ叫きようを明らかにスルーして、スズランはあろうことか俺の脛の上に寝そべる。何これ、脚を押さえられてもう完全に逃げられないぞ!?

「ほれ、はよう頼むぞ」

「お願いします」

　脚の上にはロザリンドとスズラン。手には日焼け止め。逃げ場ばはなかった。




　　　　　▽




　その後みんなで皐月とテトラが作ってきてくれた昼食を食べたのだが、なぜか俺だけはつみきの創作料理（と言い張るナニカ）を食べさせられ、生死の境を彷徨さまよった。

「どう見ても以前より呪毒の濃こさが上がってる……」とおののく皐月。

「テトラと一緒に作った分は何とか大丈夫だったみたいですが……」とテトラ。

「うぅぅ、一品くらい自分で作りたかったのよぉ……」と半泣きのつみき。

　わりとヤバい痙けい攣れんをくり返していたらしい俺は、皐月とハリッサの必死の解呪魔ま法ほうと治ち癒ゆ魔ま法ほうで何とか回復した。

「あああ……なぜかさっきまで空中から自分の体を見下ろしてたな」

「完全に昇しよう天てん一歩手前でしたね」

　アールのツッコミが地味にシャレにならない。霊れい魂こんとか出てたのか……。

「……その、悪かったわね」

　つみきは目を伏ふせながら、それでも申し訳なさそうに謝ってくる。

　まぁいい加減慣れっこなことだったので、俺は笑って手を振ふった。

「そんな気にすんなよ。幸い俺の分にしか入ってなかったみたいだし。でも次からはこっそりと忍しのばせるなんてしないでくれよ、不意打ちは心臓に悪いから」

「分かってるわよ……まだお弁当作ってあげるには早いか……」

　そんなぼやきを漏もらしながら、つみきはやけ食いするように皐月とテトラの料理を口に詰つめ込む。「おいしいなぁ、いいなぁ」とやたら悲しそうな声がした。

　まぁそんなこんなで昼食を終えると、少しダラッとした空気になる。

　俺もすぐに海に入って泳ぐ気にはなれなかったが、腹ごなしに体を動かしたかったので軽く海岸沿いを散歩することにした。

　砂を踏みしめる音と波の音。冷たい潮風。カラッとした天気。うん、こういう心休まるひと時ってしばらくなかったからなー。気持ちよくて、つい口元が緩ゆるむ。人気もなくて静かだし……。

「烈火さん何をニヤニヤしてるんですか。こんなところにひとりでいないで、さっさとみなさんのところに戻ってポロリイベントでも回収してください」

　訂てい正せい。やかましい奴やつが傍そばにいた。

「ニヤニヤなんてしてねーよ。つーか何だよポロリイベントって」

「まさかご存じないのですか？　波にさらわれたり転んだり木の枝に引っかけたりして水着がポロリしてしまう海の定番イベントを」

「……最近の水着はそう簡単に取れないらしいぞ」

「では着き替がえイベントにしますか。今から女子更こう衣い室しつにうっかり侵しん入にゆうしに行きましょう」

「そんな意図的なうっかりがあるか！」

「本日のメンバーでしたら、烈火さんにわざと覗かれても半数くらいは許ゆるしてくれそうですよ？」

「そんなわけが……」

　あるはずないよな……いや、けど、いくら何でも……。

「烈火～」

「はい！　ごめんなさい！」

「？　何に謝ってるの？」

「えっ、あ、イリスか。いやぁ、別に何でもないから」

　つい不ふ埒らちなことを考えていたなんて言えるわけがない。

「と、ところでどうしたんだイリス？　ほかのみんなは？」

「まだパラソルのところにいるわよ」

「ふーん、そうなのか」

「うん。みんなで牽けん制せいし合ってたから、アタシは泳ぐフリして潜せん水すいで烈火のあと追いかけてきたの」

「？　なぜわざわざ潜水で？」

　しかもみんなは何をお互いに牽制し合ってたんだ？

　いや、それよりも……潜水でここまで来たと言うだけあって、イリスは頭からつま先まで全身ぐっしょり濡ぬれている。水着が肌に張りついてただでさえ凄いスタイルがさらに強調されて……。

「実にエロティックですね～」

　そうだな！　けどハッキリ言わないでくれ！　俺が大変なことになっちゃうから！

「ねぇ！　あっちの岩場に行きましょうよ」

「あ～、うん」

　物もの凄すごく目のやり場に困っていた俺は生返事をして、イリスに促うながされるがままに岩場の方へと足を向けた。

　海岸も随分と人気がなかったが、ここはさらに人気がない。浜はま辺べからは大きな岩の陰かげになっている。

　そんな場所でふたりきりになると、イリスはくるりと俺の方を振り向むいた。

「烈火。海、楽しい？」

「ああ。ほかの人より早めに夏を楽しめて得した気分だよ」

「そっか。よかったぁ」

　ほっとしたようにイリスは笑え顔がおになる。

「……」

　いつも元気印の彼かの女じよの、そのなんだかちょっとしおらしい表情に思わずドキリとする。

「烈火に喜んでもらえて、嬉うれしいわ」

「み、みんなだって喜んでると思うぜ？　こんないい星連れてきてもらえて」

「むぅー、今はほかの人のことはいいのっ！」

　片方の頬を膨ふくらませ、イリスはちょっと俺との距きよ離りを詰めてくる。

　大きな銀の瞳ひとみに見つめられて、急に俺は彼女とふたりきりであることを意識してしまう。

「そ、そろそろ戻るか」

「ヘタレ」

　何とでも言え、と俺が心の中でアールに毒づいていると――後ろからイリスに手を掴つかまれた。

「……待って」

　イリスのか細い切実な声に、俺は振り向かざるを得なくなる。

「……何？」

　我ながら声が強こわ張ばってる。

「……烈火がよければ、ご褒ほう美び……くれない？」

「ご褒、美？」

「うん……」

　どうしよう、イリスが凄くかわいい。

　いつもの天てん真しん爛らん漫まんな彼女とのギャップが激しくて、なんだか特別な物を見せてもらっているような気がする。

　いや、ていうかご褒美っていったい……？

「……」

　イリスは頬をほんのり朱しゆに染めたまま、俺の顔をジッと見つめている。

　そのまましばらくお互たがいに硬こう直ちよくしていた。

　でも……段々とイリスがつま先立ちになってきて、顔と顔の距離が近づいて……。

　このままじゃ、当た――




「……して――」




　――ん？

「イリス。今何か聞こえなかったか？」

「え？」

　ぱちくりとまばたきをして、イリスは首を左右に巡めぐらす。

「誰もいないよ？」

「けどなんか女の人の悲鳴みたいのが……」

　俺とイリスは足音を忍ばせながら岩場の奥おくへと移動し、ふたりのガラの悪い男と女の人が小こ競ぜり合いをしている現場を目もく撃げきした。

「痴ち話わ喧げん嘩か……にも見えないよな」

「もしかしたら人ひと攫さらいかも。ここはベラノだし」

「……？」

　ちょっとイリスの言い方が気になったが、目の前の状じよう況きようを放っておくわけにはいかない。

「あいつら武器とか持ってるかな？」

「見た感じ厄やつ介かいそうな物は持ってないわね。持ってたとしても、この距離ならふたりくらい楽勝よ」

「じゃあ、俺が気を引くからその隙すきに」

「オッケー」

　俺はイリスと別れ、岩場を回り込んで海に飛び込む。

　岩伝いに移動して先さき程ほどの現場まで戻ると、俺は思いっきり水音を立てた。

「おい！　そこで何してんだ！」

「「「！」」」

　突とつ然ぜん横よこ槍やりを入れられた男女三人はいっせいに俺の方に視線を奪うばわれる。

「トォリャー！」

　その瞬間に岩場の陰から躍おどり出でたイリスが、またたく間に暴漢ふたりを叩たたきのめした。

「クソッ、おい！」

「テメェ！　覚えてろよ！」

「お生あい憎にく様さま。すぐに忘れてやるわよ」

　捨てゼリフを残して去る男たちにイリスは舌を出す。

　俺は泳いで岸に上がると彼女と合流し、襲おそわれていた女性の安否を確かめた。

「腕を掴まれてたみたいですけど、ケガとかしてないですか？」

「え、ええ、大丈夫です」

　女性の名前はマーレといった。たぶんさっきの声は「手を離はなして」とか彼女が叫さけんだ声だったんだろう。

　まぁともかく無事でよかった。

「マーレ！　そんなところで何をしているの？」

　その時ふと海の方から女性の名前を呼ぶ声がする。

　俺おれたちが振り返かえると、ピンク色の髪かみをした少女が海から陸の方へと泳いでくるところだった。どうやら彼女の連れか知り合いのよ、う、だ、が……。

「イ、イリス。俺の目がおかしいのかな……あの娘この下半身が魚に見えるんだけど？」

「別におかしくないわよ。人魚だし」

「人魚？」

「うん。だってここ惑わく星せいベラノは、人魚の星だもん」

　聞いてねぇ。

　驚きのあまり口をポカンと開けた俺は、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。







第一章　竜りゆう宮ぐう城じようへご招待







「烈れつ火かさん。イリスさん。マーレを助けていただき、ありがとうございました」

　そう丁てい寧ねいに俺たちにお礼を言って深々と頭を下げたのは、何とこの星の王女――つまり人魚のお姫ひめ様さま――レインだった。俺たちが助けたマーレは彼女の侍じ女じよらしい。助けた時はフツーの人間の足をしていたので分からなかったが、彼女も人魚なのだそうだ。人魚ってのは尾おひれをいつでも足に変えることができるらしい。

「もう。突然いなくなったから心配したのですよ」

「申し訳ありません、レインお嬢じよう様さま」

「ともあれ無事でよかったわ」

　レインはやさしく微ほほ笑えみ、マーレを抱だき寄せる。

　目の前のふたりもそうだが、人魚というのは総じて美しい外見をしているため、人攫いの被ひ害がいに遭あいやすい種族なのだそうだ。さっきのイリスのセリフも合が点てんがいった。

「おふたりにはぜひお礼をしなければいけません。もしよろしければ、お連れ様も一緒に〝竜宮城〟へご招待したいのですが構いませんでしょうか？」

「えっ！　竜宮城って、ホントにいいの？」

　レインがそう申し出ると途と端たんにイリスが食いついた。

「はい。もちろんです」

「やったー！　一度泊とまってみたかったのよね！」

「なぁイリス。竜宮城って何なんだ？」

　ひとり蚊か帳やの外の俺は尋たずねる。

「えっとね、来る時ベラノはリゾート観光地だって言ったでしょ。綺き麗れいな海ももちろん素す敵てきだけど、ここが有名リゾートって呼ばれる本当の理由は海の底にあるの」

「海の底ぉ？」

　俺は素すっ頓とん狂きような声を上げて、思わず海の方を見やる。静かな波が寄せては返しているが、当然海の底に何があるかなんて見えない。

「海の底にはね、キレーな人魚たちがお客さんをもてなしてくれる宿しゆく泊はく施し設せつと娯ご楽らく街があるの。その中でも一番有名なのが竜宮城。娯楽街もお城の名前を取って、竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街って呼ばれているわ」

「へぇ～」
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　要するにリゾート地につき物の高級ホテルってことか。

　それにしても海の底で人魚のもてなしが受けられるとは……宇宙は広い。

「三十分ごとに竜宮御殿街行きのカメバスが『Ｄ―１海岸』から出るはずですから、そちらをご利用ください。私たちは先に行ってお部屋の準備をしておきます。案内の者を関門の方へ寄よ越こしますので、ごゆるりといらっしゃってくださいませ」

　レインとマーレは俺たちにもう一度頭を下げてから、とぷんと海へ潜もぐっていった。

　俺たちはパラソルのところへ戻り――ふたりでどこへ行っていたのかと問とい詰められ――みんなに事情を説明して、着き替がえて『Ｄ―１海岸』へショートワープを使って移動した。

「これがカメバスなの？」

「生きてるな」

　皐さ月つきと響ひびきが思わず呟つぶやいた通り、件くだんのカメバスというのは巨きよ大だいな生きたカメの乗り物だった。外付けの階段を上って乗り込むと、なんと甲こう羅らの中が空くう洞どうとなっており、そこに乗客が座れるイスなどが設置してあって、おまけに窓までついている。

　ベラノの海はかなり透すき通とおっているので、窓からは見たこともないような綺麗な魚たちが泳ぐ姿が観賞できた。

「見てテトラ。あの赤い魚かわいい」

「ホントです。そっちの透とう明めいなのは……クラゲです？」

「クリオネじゃない？　デッカいけど。うわっ！　あのタコみたいなの足が五十本くらいある。タコ焼き作り放題ね」

「手に入ったら作ってもいいですけど、つみきさんはソースを塗るだけにして欲ほしいです」

「……たまに厳しいよね、テトラって」

「これも教える側の愛の鞭むちです」

　つみきとテトラの『のぞみや』ペアはカメバスの窓を覗のぞきながらはしゃいでいる。ほかの面子もだいたい同じなのだが、ひとりロザリンドだけは浮うかない顔をしていた。

「ううう……海に沈しずめられていた時の記き憶おくが」

「ご主人様。酔よい止どめの薬ならありますが」

「そんな物で治るかっ」

　うーむ、ロザリンドは海にトラウマがあるのか。

　というか強い日差しも嫌きらいだったみたいだし、それなのに何で常とこ夏なつの海の星についてきたんだ？　「ほかと差をつけられるわけにはいかぬし、やむを得まい」とか言ってたが。

「ロザリンドさんもなかなか涙なみだぐましいですねぇ」

　スク水からいつもの軍服に着替えたアールがそんな感想を呟く。水着でいるのはほかのみんなも水着の時だけらしい。

　そうこうしている内に海底に着き、俺たちは竜宮御殿街の入り口にあたる関門とやらに到とう着ちやくした。

「つーか今いま更さらだけど海底って酸素とか大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「もちろん。水圧にも負けない半はん透とう明めいのドームに囲まれてるし、酸素を供給する装置もあるから陸地と同じように呼吸できるわ。でないと観光客が安心して遊べないもの」

「そりゃそうか。にしてもそんな設備を造れるなんて、宇宙の技術は進んでるんだなー」

「まぁね。ベラノの主星の惑星エスタシオンはフィネリタと同じ技術大国だから。いろいろと指導したり技術援えん助じよしたりしてベラノの観光地化を進めたみたい」

「ふーん、そんなに援助してくれるなんて、いい国なんだなエスタシオンって」

　そう俺が言うと、

「完全な善意ってわけでもないでしょうけどね」

　イリスは微び妙みような顔をして曖あい昧まいに頷うなずいた。

「そういや、イリスだって何気にお嬢様なのに、どうして今まで竜宮城に泊とまったことがなかったんだ？」

「アタシは何度も泊まりたいってねだったんだけど、パパは無む駄だに高い宿に泊まる必要ないって」

「まぁ、あの議長なら言いそうだな」

「頭固いわよね～」

　俺はイリスの口調に合わせて困ったような笑えみを浮かべて肩かたを竦すくめる。

『お忘れ物のなきようお降りください。関門では荷物のチェックや身体検査がありますので、あらかじめご準備ください』

　アナウンスに促され、俺たちはカメバスを降りて関門の施し設せつへと進む。

　関門というのは要するに空港の出入国検査をするような場所らしかった。

　検査自体はあっという間に終わり、外に出てしばらく待っていると、竜宮城の迎むかえと思おぼしき女性がしずしずと近づいてきた。

「波なみ乱だれ烈火様とイリス・フィネリタス・サイファーコール様に、その御ご一いつ行こう様ですか？」

「あ、はい」

「レイン様からお話は伺っております。どうぞこちらへ」

　女性のあとをついて、俺たちはぞろぞろと移動する。

　海底の娯楽街――竜宮御殿街は水路の多い、華はなやかな街だった。水路は人魚たちの移動用のほか、人魚の水先案内人が操あやつる小こ舟ぶねに乗って観光客が街見物を楽しむこともできるようだ。観光客向けと思しきお店や屋台も、陸だけでなく水路の上にもある。

　海底のリゾート地の名に相応ふさわしい水の都といったところだろうか。

　そして、そんな街並みの中心に、ひと際きわ壮そう麗れいな美しさを誇ほこるお城が立っていた。

「こちらが竜宮城になります」

「ほえ～～～」

　見上げる首の角度が大きくなるにつれ、感かん嘆たんのため息もまた長くなる。名前の通り、まさしく城だった。大おお阪さか城じようとか名古屋城をもっと明るいカラーで絢けん爛らん豪ごう華かにした感じ。立派な正門もあり、水堀ぼりに囲まれている。これがベラノで一番の宿泊施設か……日本円だと一泊ぱく何十万とか何百万とかしそうだな。

「お待ちしておりました。烈火さん、イリスさん」

　入り口で待っていたレインは丁寧なお辞じ儀ぎで俺たちを出で迎むかえてくれた。

「こちらへどうぞ」

「ああ、ありがと。ていうか、ホントにいいのか？　こんなとこにタダで泊めてもらって」

「大丈夫ですから安心してください。ただ申し訳ないんですが大部屋ひとつしか空いていなかったので、みなさん同じ部屋になってしまうのですが」

「え？」

「大丈夫よそれくらい」

「問題ないのう」

　硬直する俺を尻しり目めにイリスとロザリンドがサラッと返事をしてしまう。

「ありがとうございます。その代わりたっぷりおもてなししますね」

　レインはふんわりと微笑み、長いスカートを揺ゆらしながら階段を上っていく。

　うーん、まぁみんな知らない仲じゃないし、いいか。男の俺が気をつければ済むことだ。

　そして実際に俺たちが通されたのは、二十畳じよう以上はあるんじゃないかってくらい広い部屋だった。床ゆかの材質は木のようにも見えるが、足裏に感じる感かん触しよくはわずかに弾だん力りよくがあって硬かたくない上に温かかった。

「烈火さん。こっち来て欲しいです、凄すごい景色です」

「ん？」

　部屋の隅すみにみんなの荷物をまとめた俺は、テトラの声に応じて窓まど際ぎわへと移動する。

「おお、なんだスゲーな」

　そこからは竜宮御殿街の街並みを上から一望できた。

「ここ三階だろ？　その割には結構高いんだな」

「竜宮城は周りより高い場所に建ってますから。それに各階の天てん井じようが高いのです」

　俺たちの会話を聞いていたレインが説明してくれる。

「こりゃ上の階はもっと眺ながめよさそうだな」

「私やお母様が暮らす最上階は竜宮御殿街の端はしから端まで見み渡わたせますわ」とレイン。

「烈火。ちょっと街の方を見学しに行かない？」

　イリスがふと提案する。

「テトラも行きたいです」

「私も」

「ボクも」

「では私が街を案内しますわ」

　みんな元気だなあ……。

「あー……ワシはよい。少し疲つかれたのじゃ。スズランも行きたければ行ってきてもよいぞ」

「大丈夫ですか？」

「つき添そってもらっても治るものではないしのう。まぁほんの少し気分が優すぐれぬだけじゃ。気にせず行ってこい」

　というわけでロザリンドだけ部屋に残し、レインの案内で俺たちは街の見物に出かけた。




　　　　　▽




「普ふ通つうに歩いていくのと小舟に乗って案内するのと、どちらがよろしいですか？」

「どーするみんな？」

「せっかくだし小舟の方がおもしろそうじゃない？」

　つみきの意見にみんな賛同し、俺たちは小舟を貸し出だしてくれるレンタルショップへ向かった。そこではじめて知ったのだが、どうやらこの小舟は丸っこいエイみたいな魚が引っ張っているらしい。

「この方たちの案内は私がしますから大丈夫ですわ」

「分かりました姫様。お気をつけて」

　水先案内人の人魚に見送られ、俺たちは二艘そうの小舟に分かれて出発する。

「あちらは水中劇場になっております。水すい槽そうの中で踊おどり子こたちが舞まいや劇を披ひ露ろうしますわ」

　レインは船が建物の傍を横切る度に、それが何の施設でどんなことをするのか分かりやすく説明してくれた。

　竜宮御殿街は物もの珍めずらしい様々な催もよおしがあったり名所があったりして、道は陸路も水路も観光客でいっぱいだった。海岸があんなに空いていたのは、惑星ベラノのリゾート地としての本命はこっちだからだったようだ。

「スゲーなぁ、一日じゃとても回りきれないぜ」

「烈火さんたちさえよろしければ、もう数日くらいお泊とまりになられても結構ですのよ？」

　レインはそっと流し目を俺に送ってくる。

「私、普ふ段だんはあまり烈火さんたちのように歳としの近い方と話す機会がないものですから、できたらもっとお話しさせていただきたいですわ」

　おおう……浦うら島しま太た郎ろうが竜宮城から帰れなかった理由が分かるなぁ。こんな綺麗な美少女に切なくお願いなんかされたら、つい言うことを聞いてしまいそうに……。

「「「「「「「……」」」」」」」

「も、申し出はありがたいけど遠えん慮りよしとく。浦島太郎じゃねーけど、長居したらまた学校で無断欠席扱あつかいになっちまうから」

　俺が誘ゆう惑わくに負けないでいられるのはみんなの視線のおかげ。うん、俺の自制心を助けてくれてありがとう。だからその殺気を早く引っ込めて！

「そうですか……」

　しかし、今度はレインが寂さびしそうに顔をそっと着物の袖そでで隠かくしてしまう。

「い、いやぁしかしアレだな！　ホントいいところだなぁベラノは」

　慌あわてて俺はフォローの言葉を口にする。

「海は綺麗だし空いてるし、街もいろんな物があるし。こんな星ならまた来たいな」

「本当ですの？」

「ああ。今日一日じゃ回りきれないところにも行ってみたいし。学校が夏休みになったらまた来るよ」

「お待ちしておりますわ」

「「「「「「「………………」」」」」」」

　あれ？　さっきよりみんなの視線がキツくなってないか？　当社比三倍くらい。

　あっちを立てればこっちが立たず。どうすりゃいいんだよ！

「えっと、レ、レイン！　あのお店は何だ？」

「ベラノのおみやげ屋さんですわ」

「へぇー、ちょうどいいや、入ろうぜ」

　ついでに留守番してるロザリンドにも何か買っていってやるか。といっても宇宙の通貨を持ってないから、いったんイリスに立たて替かえてもらうことになるけど。

　俺たちは小舟を降りて土産みやげ物もの屋やに入る。

　おみやげのノリは水族館と京都を足して二で割った感じだろうか。ラインナップとしては極ごくフツーなんだろうけど、さすが宇宙と言うかただのキーホルダーでも「何この変な生き物!?」ってのが多い。

　女子集団は結構固まってキーホルダーやぬいぐるみのコーナーを見ている。特にスズランはイルカっぽいぬいぐるみをジッと見ながら微び動どうだにしない。

「……」

　少し離れているのは皐月か、あれは……なんだ、パワーストーンみたいな奴やつか？　ああいうのは日本だろうが宇宙だろうがどこでもあるんだな。恋れん愛あい成じよう就じゆとか安全祈き願がんとかいろいろあるようだ。

「ん？」

　響だけやけに離れたところにいるな。ただ店内をぶらついてるだけみたいだ。

「よっ、響」

　気になった俺は彼かの女じよに声をかけた。

「烈火か。何だ？」

「いや別に。おもしろい物でもあったかと思って」

「変な物ならたくさんあったぞ」

「そりゃそうだろうな」

　少し笑いが漏もれる。

「みんなと一いつ緒しよにぬいぐるみとか見ないのか？」

「……あんまりこういう物には興味がないんだ。部屋に飾かざっておく物より、実用的に使える物の方が好きだから」

　響は苦く笑しようし、クリーム色の半はん袖そでを少し引っ張る。

「最近は少しだけこういう服も着るようになったんだが……やっぱり、いまいちボクには似合わないなあ」

「そんなことないだろ？　水着もかわいかったし」

「ンっ、なっ!?」

　急に響は二、三歩よろめき、片方の手で口元を隠してもう片方の手で俺を指差す。

「何をいきなり言ってるんだキミは！」

「？　えっと、そんな変なこと言ったか？」

　素す直なおな感想のつもりだったが何かマズかったのだろうか……？

　……ハッ！　そういえば海で俺は響の胸を見すぎて怒おこられたんだったっけ。そのせいで「水着もかわいかったし」が別の意味で捉とらえられてしまったのか!?

「いや、決していやらしい意味じゃなくてな!?」

「ますます何を言ってるんだキミは!?」

　――とまぁそんなこともありつつ、イリスに会計をしてもらって買い物を終えた俺たちは店を出たのだけれど。

「あれ？　小舟は？」

　水路の脇わきに泊めておいた小舟が二艘ともなくなっていた。

「あっ！　小舟をロープで係留しておくのを忘れていましたわ」

　ハッとなった表情でレインは言った。

「いつもは水先案内人の方が泊めておいてくださるので……」

「う～ん、たぶん小舟を引っ張ってたエイっぽい奴が一緒に持ってっちゃったんだろうなぁ。レンタルショップの人に怒られるかな？」

「それは大丈夫だと思いますわ。よく躾しつけられてますから、自分でお店の方に帰るかと」

「そっか。なら安心だ」

「申し訳ありません皆みな様さま。私の不注意のせいで……」

　レインは恐きよう縮しゆくしていたが、特に文句は出なかった。

　まぁ竜宮城も見える距きよ離りだし、帰りは歩きながら竜宮御殿街を見物していけばいい。それはそれで水路とは違ちがった楽しみがありそうだ。

「……ていうか、宇宙人って言っても結構地球人と変わらないのが多いんだな。もっとタコとかグレイとかいるのかと思ってた。前に見たサタモニア大王もいちおう人型だったし」

　俺おれは通りですれ違う人たちを見ながらイリスに話しかける。

「そこは不思議と似るみたいなのよね。宇宙のあらゆる生命の起源は全すべて同じだからとかいろいろ言われてるけど、実際のところは学者にも分かんないみたい」

「ふーん。皐月の森羅の大魔ま法ほうなら、その辺分かるんじゃないか？」

「分かると思うけど、調べるのに物もの凄すごい時間かかると思うわ」

　調べようと思えば調べられるのか……改めて考えると、皐月ってその気になればノーベル賞でも何でも取り放題なんじゃないのか？

　そんなことをつらつらと考えていると、突とつ然ぜんバンッと何かを思いっきり叩たたきつけるような音が前方から響ひびいてきた。

「食くい逃にげよー！」

　続けて女性の声がしたかと思うと、派手な格好をした男が通りに飛び出してきた。

「って、こっち来るわよ」

　イリスの言う通り、食い逃げの男は俺たちの方角へと逃げてくる。

　道には人が溢あふれているというのに、それをスルスルと避よけて走るのが上う手まい。

「……っ！」

　俺はみんながケガをしないように道の脇に避けるよう促うながしながら前へ出る。

　その動きに男の方も気づいたのか、一いつ瞬しゆん目と目が合う。

「キャッ！」

「おっと！」

　こちらに気を取られたせいか、男は青い髪かみの少女を避け損そこない、俺の目の前でよろめいてたたらを踏ふんだ。

　食い逃げってんなら捕つかまえた方がいいよな……！

「どっせい！」

　ラリアーット！

「ぐぼっ！」

　いい具合に入ったらしく、男はのけぞるようにブッ飛んで目を回した。

　ヒュンッ

「ん!?　――ごくっ」

　うわっ、何か飛んできて思わず飲み込んじまった！

　少し暴れたし、小石でも飛んだのかな？

「烈火すごーい！　カッコよかったよ！」

「ってイリス！　そんな引っついたら胸が……！」

「はいはい、ふたりとも離はなれて」

　皐月が俺からイリスを引ひき剥はがしてくれていると、そこへ先さき程ほど「食い逃げよー！」と声を上げたと思しき女性がやってきた。

「あなたたちが捕まえてくれたのね。どうもありがとう」

　食堂の店主らしき女性もやはり人魚らしく、えらい美人だった。彼女は俺たちにお礼を言い、目を回している男を立たせる。

「ほら、お金がないならたっぷりコキ使ってやるから。覚かく悟ごしなさいよ」

「痛てて。お姉さんそんな怒らないでって。美人が台無しだぜ？」

「だまらっしゃい」

「イダァーアー！」

　店主が腕うでをひねり上げると男は情けない悲鳴を上げた。

　男がまた暴れて逃げたらマズいし、お店もすぐそこだったので、俺たちはそこまで店主と男のあとをついていくことにした。

「あっととと、お姉さんちょーぉっと待って。お願い、ちょっと止まってってば」

「そんなこと言って、また逃げる気じゃないの？」

「違う違う。おっかない兄さんもいるし、もう逃げないってぇー。あと片手だけ離してくんない？」

　男があまりに必死だったので店主は片方の腕を放してやった。

　すると男は自由になった手からポンッとマジックのように花を出し、先程自分がぶつかって転ばせてしまった少女に差し出した。

「さっきはぶつかって悪かったね、お嬢じようちゃん。これはせめてものお詫わびさ」

「えっ、ええ、ありがとうございます？」

　青い髪を三つ編みにしてメガネをかけた少女は戸と惑まどいながら花を受け取る。

「どこか怪け我がはしてないかい？　もししてたら僕ぼくがつきっきりで献けん身しん的てきな看護をイデデデ！」

「アンタは今からウチで皿洗い」

　謝罪に見せかけたナンパを始めた男の腕を店主は再度締しめ上あげる。

「はぁ、えっとケガはないですけど、指輪を落としてしまって……」

　困ったような笑い方をしながら少女は言う。

「指輪って、大切な物なのかい？」と店主。
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「ええ、ぶつかった拍ひよう子しに指からすっぽ抜ぬけてしまったみたいで……」

　ん？　指輪ってまさか……。

「えーっと、もしかしたらだけど、その指輪俺が飲み込んだかもしれない」

「「「えぇー！」」」

　俺の発言に何人かが悲鳴を上げる。

「いや、さっき暴れた時に何か口の中に入ってさ。反射的に飲んじゃったみたいで……」

「あっ、それなら違うと思う。指輪が地面に跳はね返かえるところまでは見たから」

「じゃあ、その下とかじゃないか？」

　そう言って響が指差したのは、地球の自動販はん売ばい機きみたいな機械の下の隙すき間まだった。

「私もそう思って見たんだけど、暗くて見えなくて……」

「それならテトラに任せてです」

「そっか、テトラは暗いところでも見えるもんな」

「はいです」

　テトラは自じ販はん機きと地面の間を覗のぞき込み、「あったです」と言うと手を突っ込んだ。

「これでいいです？　おもちゃ？　みたいですけど」

「よかったぁ。子供の頃ころから大切にしてた物なの。ありがとう。えっと、テトラさん？」

「はい。テトラはテトラです」

「私はシャーリー。シャーリー・マダガスカウェル・ブラッド」

　シャーリーはテトラから指輪を受け取ると、ニコリと微ほほ笑えんだ。




　　　　　▽




　シャーリーはエスタシオン出身の宇宙遺伝子学と宇宙機械工学の技術者兼けん学士で、遺伝子改良の研究やクローン、ロボット開発やサイボーグ技術など幅はば広ひろく手がけているらしい。ベラノに来たのは休きゆう暇かが目的だそうだ。

　ところがひとりで歩いていたら道が分からなくなってしまい、おろおろしている内に先程の騒そう動どうに巻き込まれてしまったらしい。災難なことだ。

「竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街は水路が多いので道が行き止まりになっているところも多いのです。ツアーなどではなく個人で来られた方は、水先案内人のいる水路をご利用なさるのがよろしいですわ」とレインはアドバイスする。

「あー……あんまり旅行したことがないので、その辺り慣れてませんでした」

「よかったら、俺たちと一緒に回るか？」

　俺がそう提案すると、シャーリーは少し驚おどろいた顔をする。

「いいんですか？」

「ああ。これも何かの縁えんだし。ひとりでまた変なトラブルに巻き込まれたら、せっかくの旅行が台無しだろ？」

「……それじゃあ、お言葉に甘えよっかな」

　というわけで、そこからの竜宮御殿街見物にはシャーリーも加わった。

　お互い初対面だったので、最初はシャーリーも少し身構えた感じで俺たちのあとについてきた。だが、幸いなことにここは観光地だ。一緒に楽しめる物はたくさんある。魚のショーを観たりベラノ名物のデザートを食べたりしている内に、彼女も自然と俺たちの輪に入るようになってきた。

　特にテトラはシャーリーの隣に並んで、彼女によく話しかけた。

「じゃあ、シャーリーさんってその研究所の主任さんだったですか。凄いです」

「けどテトラも村人たちに率先して村の開発をしてるんでしょ？　そっちの方がよっぽど凄いと思うよ」

　先程の指輪の件もあって、シャーリーの方もテトラに対して一番心を開いているようだった。

「――皆様そろそろ竜宮城の方へ戻もどりますか？　もうすぐ夕食の時間ですわ」

「ん。じゃあもう戻るか。っと、シャーリーの宿はどこなんだ？」

「えっと、私も竜宮城」

「あらま」

　なんという偶ぐう然ぜん。つくづく縁がある。

　ていうか、あの宿に泊とまれるって、シャーリー結構お金持ち？

「それならいっそのことテトラたちと一緒の部屋で食べないです？」

　テトラの提案には誰だれも反対しなかった。元々広い部屋だし、ひとりくらい増えても大差ない。

　そのまま俺たちは別れずに大部屋の方へ戻ると、留守番していたロザリンドが不ふ機き嫌げんな顔で出で迎むかえた。

「……はぁ。また女がひとり増えておる」

「おいおい、何もため息つくことないだろ」

　俺はロザリンドを小声で注意する。

「お主はワシのため息の意味を分かっておらん」

「？」

　とりあえず、ロザリンドは食しよく卓たくにシャーリーが加わるのに反対というわけではないようだった。ならせっかくだしということでレインも誘さそい、全員で浴衣ゆかた的な部屋着に着き替がえてから、計十一名の大人数で竜宮城の豪ごう勢せいな夕食に舌した鼓つづみを打った。

「宇宙にもお刺さし身みってあるのねー」

「つみきさん。これ、さっきカメバスで見たタコじゃないです？」

　特につみきとテトラの食堂コンビは料理が出てくる度たびに、あれこれと話し合い、時にレインに質問までしていた。

　まさか今度の『のぞみや』の新メニューは宇宙食材を使った料理になるのだろうか？　段々とフツーの定食屋からかけ離れていくなぁ。今のメインメニューも神代の食物だし。

　まぁ、旨うまいならそれに越こしたことはないけど……俺に出される料理もいつかおいしい物になって欲ほしい。

「ごちそうさまでした」

　そうして最高級旅館の夕食を堪たん能のうした俺たちは、満足して手を合わせた。地球の文化を知らないレインとシャーリーは俺たちの動作に首を傾かしげていたけれど。

　食事を終えたあとは自由時間。旅館で自由時間といえばみんなでゲームと相場は決まってる。

　ところが。

「烈火。トランプやらない？」

　皐月がトランプ。

「えーみんなで占うらないしようよ」

　つみきが占い本。

「チェスはできるか、レッカ？」

　ロザリンドがチェス盤ばん。

「ちょちょちょっと待った。そんな一気に持ってこられても」

　見事にみんな持ち寄った物がバラバラだ。

「まぁ。私もご一緒してよろしいですか？」

「ほら、シャーリーさんも一緒にやるです」

「えっ？　えっ？　私もいいの？」

　さらにレインとシャーリーも加わり、地球組でないふたりにルールの説明をしたり、人数が多いのでトーナメント制にしたりと、みんなでわいわい盛り上がった。
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　そうこうしてる内に時間は過ぎ、途と中ちゆうで風ふ呂ろなんかにも入ったりして、現在夜の十一時。

「あー、頭いてぇー」

　さすがに疲つかれてきた俺はいったん休きゆう憩けいを入れ、部屋の窓まど際ぎわに移動した。

「うぉ！　やわらかいなこの椅い子す」

　人魚を象かたどった椅子は見た目こそ大理石のようだが座すわり心ごこ地ちは低反発素材のようだった。

　夜景を見てみたくて窓を開けると、人工の光に包まれた竜宮御殿街が見下ろせる。いわゆる夜も眠ねむらない街だろうが、高台にある竜宮城までは街の喧けん騒そうも届かない。夜らしい落ち着いた雰ふん囲い気きが流れている。

「夜風でも欲しいな……って無理か」

　忘れそうになるけどここって海底ドームの中だしなぁ。

　ふわっ……

「おっ」

　不意にそよ風が頬ほおを撫なでた。

　ドームの中に酸素を取り入れてるって話だし、それ関係の空調から吹ふいてきたのかな？

「ここ、いい？」

「おっ、シャーリー。もちろんいいけど」

「ありがとう」

　そう言ってシャーリーは俺の向かいの椅子に座る。

「シャーリーも休憩か？」

「うん。こんなに遊んだのはじめてかも」

「そっか。シャーリーはもう働いてるんだもんなぁ。遊ぶ暇ひまもないのか？」

「んー、まぁ遊ぶ暇もないんだけど……」

　苦笑を浮うかべ、シャーリーは目を泳がせる。

「旅行慣れしてないなんて言ったけど、実は旅行自体はじめてなの。だからこんな観光地来ても遊び方とかよく分からなくて」

「そうなのか」

「こういうところに一緒に来られる友達とかがいればよかったんだけどね。そんな相手もいないから……あっ、だから烈火たちに会えてラッキーだったかも。おかげで凄すごく楽しかったし」

　シャーリーは俺とひとつしか違わないのに、もうずっと前から働いているらしいし。そんな生活環かん境きよう、ただの学生には想像できねーや。

「やっぱり働くのって大変なんだな……」

「うん、まぁね。でも私は別に今の仕事に不満があるわけじゃないんだよ？　今やっているのは、素す敵てきな世界を創つくるお仕事だから」

「へぇ～」

「あらあら」

　……ん？　アール……何でそんな「大変そうですね～」みたいに頷うなずいてるんだ？

　まさか……と思って、俺は彼女に視線を送る。

「ん？　ああ、そうですね。シャーリーさんは『ヒロイン』みたいですよ」

　マジか。

　そりゃ前回は響に「何か身近で変化が起こったら警けい戒かいしろ」って言われたし、確かに旅先で出会った少女ってのも特別なイベントには違いないけど……マジか？

「ちなみに、その素敵な世界ってどんな世界なんだ？」

「ん……？　そうね、いつでも春みたいな陽気でぽかぽか暖かくて、こんな風に友達といつも一緒で、誰も傷つけ合わない、そんな『理想の世界』よ」

「そうか……」

「ええ。それを創るために私は今頑がん張ばってるの」

　えーと……二番目くらいは力になれそうだけど、「いつでも春みたいで」「誰も傷つけ合わない」世界って、ほとんど夢物語じゃないか？　まぁ、このベラノも常とこ夏なつの星みたいだし、探せば常とこ春はるの星もあるかもしれねーけど……。

　これはまた途と方ほうに暮れる『物語』だなぁ……本当に俺みたいなただの学生に力になれんのか？　けど、俺が巻き込まれたってことはつまり、『そう』なんだろう。

　それなら。

「じゃあ、まずはこれが『理想の世界』への一歩目かな？」

　俺は向かいのシャーリーに向かって手を差し出だす。

「えっと……何？」

「握あく手しゆだよ。宇宙には握手って習慣ないのか？　お互いの手を握にぎって軽く振ふるんだ。信しん頼らいの証あかしさ」

「信頼？」

「ああ、あとは友情の証かな。一緒に飯食って、一緒に遊んで、一緒に笑って――俺たちもう友達だろ？　その『理想の世界』の住人第一号さ。あれ？　シャーリーがいるから二番目かな？」

　軽く照れ笑いしながら俺が言うと、シャーリーは目を丸くした。それから、恐おそる恐るといった感じで、俺の手を握る。

　それを軽く振って、もう一度笑った。

「シャーリーの夢ってのはホントデケェけど、俺に力になれることがあったら言ってくれ。必ず力を貸すから」

「……ありがとう、烈火」

　しばしきょとんとしたあと、シャーリーはメガネの位置を直して微笑んだ。

　にしても、毎日ぽかぽか陽気の平和な世界か。そこでなら俺ものんびり生活でき……いや、なぜだろう、無理な気がする。それはたぶん俺の隣となりにいる未来人のせい。

　ははは、と俺の口から力ない笑いが漏もれ、シャーリーが首を傾げた。

　……ん？　そういえば。

「ちなみにレインも『ヒロイン』なのか？」

　彼かの女じよもここで出会った少女のひとりだ。もしかしたらと思い、俺はひそひそ声でアールに尋たずねる。

「いいえ。レインさんは違うみたいですね」

「そうなのか？」

　そりゃまぁ出会う少女が誰も彼かれも『ヒロイン』だったら俺も困るが……。

　その時、パタパタと空飛ぶ何かが窓から部屋に入ってきた。

「きゅーくるっくー」

「……カメ？」

　それは空飛ぶカメだった。宇宙のカメだろうか？　意外と鳴き声がかわいい。

「カッ、カ……」

「？　シャーリー？」

「イヤアアアアアアァカメエェェ！」

　突然悲鳴を上げたシャーリーは、部屋着のポケットから小型の銃じゆうを取り出す。その銃は前にバハムートを倒す時に使った治療銃メデイカルガンの小型版のような形状で、彼女はその銃じゆう口こう――つまり注射針の先せん端たんを床ゆかに着地したカメの眉み間けんに当てた。

「きゅる？」

　ブシュンッ！

　トリガーが引かれ、治療銃メデイカルガンのシリンジに入った薬液が一気にカメに注入される。

「きゅ……」

　途と端たんにカメは氷の彫ちよう像ぞうにでもなったかのように動きを止めてしまった。

「シャ、シャーリー!?　いきなり何してんだよ!?」

「うううああああ、ダ、ダメなのよ。カメだけは、カメだけは～」

　部屋の隅すみにうずくまってガタガタ震ふるえながら、シャーリーは半泣き声でそう言った。

「まぁ！　カメさんが固まってしまっていますわ！」

　レインがこちらの騒さわぎに気づき、完全に硬こう直ちよくしたカメを見て驚く。

　怯おびえるシャーリーを説得して聞き出したところ、彼女が治療銃メデイカルガンで撃うったのは『完全停止薬タイムストツプ』という物で、生き物の動きを細さい胞ぼうレベルで強制停止させる薬らしい。

　とりあえず『完全停止薬タイムストツプ』を解除する薬を受け取り、カメを動けるようにしてやってから窓の外に放した。

「もう大だい丈じよう夫ぶだぞ、シャーリー」

「あ、ありがとう」

　シャーリーは涙なみだ目でお礼を言う。

「さっ、嫌いやなことは忘れてまたゲームをやりましょ！　ふたりとも休憩終わり！」

　イリスに背中を押おされた俺たちは、再び部屋の中央に戻ってゲームに興じた。
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　やがて零れい時じを過ぎ、いい加減遊あそび疲れた俺たちは寝ねることにしたのだが……。

「……どうしてこうなった？」

　現在、俺は女が男の十倍いる部屋に布ふ団とんを敷しいて寝る羽目になっている……いや、正確には寝てない。寝られるか！

　最初は廊ろう下かで寝るつもりだったのだが、レインにやんわりと止められてしまった。……よく考えたら高級旅館でそれはダメだよな。

　そういうわけでレインやシャーリーも含ふくめた少女十人に囲まれ、俺は床に就ついている……が！　何度も言うが寝られるかぁ！

「で、烈火さんは誰に夜よ這ばいをかけるんですか？」

「かけねぇよ！　何言ってんだよ！」

「おや、そのために起きていたのかと思いましたよ。それにしても凄かったですねぇ、烈火さんの隣で寝る権利を巡めぐる熾し烈れつな争いは」

「あーあー！　思い出したくない」

　アールとのくだらないやり取りも、こういう時間が過ぎるのが遅おそい状じよう況きようではありがたい。

　もう部屋の電気を消してから二、三時間くらい経たったかな……？

　いつになったら夜が明けるのやら、なんて思った時。

　もぞもぞ

　だ、誰か布団に入ってきとるー!?

「……だ、誰だよ？」

　こんな深夜に大声を出すのもはばかられたので、俺は小声で問いかけながらかけ布ぶ団とんを持ち上げる。

「イ、イリス!?」

　布団の下から現れたのは、見覚えのあるツインテールのお嬢じよう様さまだった。

「じっとしてて……」

　ビックリしすぎて動けません！　何なのこれ、どういうシチュエーション!?

　夜這い――アールと話していた単語が頭を掠かすめる。

　いやいやいや、けど何で？　どうして？　イリスが俺なんかに!?

　まったく理解できない状況に俺が困こん惑わくしている間にも、彼女は体のあちこちをまさぐってくる。

「イ、イリス。ちょ……」

　このままじゃなんかちょっと口には出せないようなコトになる!?

　もうどうしたらいいのか分からないってなった時、

「ふたりで何やってるのよー!?」

　皐月の怒ど号ごうと突とつ風ぷうが吹き、俺の布団ごとイリスの体が部屋の端はしまで吹っ飛とばされた。そして部屋の電気がついて皐月の怒おこった顔がよく見えるようになる。怖ぇ！

「烈火……イリスさんと何やってたの？」

「してない！　何もしてない！　イリスが急に布団に入ってきて……！」

「そう……抜け駆がけしようとしたのね。ウフフフ……」

　怖こわい怖い怖いッ！　幼おさな馴な染じみの笑え顔がおが物もの凄すごく怖い！

「て、ていうかイリス大丈夫なのか？　思いっきり吹っ飛んでたけど」

「大丈夫よ。最初のは手加減したもの……次はしないかもしれないけど」

「してやってくれよ！　イリスだって鉄みたいに頑がん丈じようってわけじゃ」

　鬼おにみたいな皐月をどうにか俺がなだめようとしていると、騒ぎに気づいた誰かの布団がもぞもぞとめくれ上がる。

「もーなぁに？　アタシがどうしたの？」

「……イリス!?」

　起き上がってきたのはある意味騒ぎの張本人であるイリスだった。

「え？　あれ？」

　フツーに寝てる？　でもさっき皐月に吹っ飛ばされて……つーかそういえばイリスって寝る前に髪かみ解いてたっけ。てことは俺の布団に入ってたのは……偽にせ者もの!?

「「！」」

　俺と皐月は同時に先さき程ほど偽にせイリス（？）が吹っ飛ばされた方を見やる。

　しかし、そこに彼女の姿はなかった。

「何じゃ？　うるさいぞ」

「波乱様？　どうされたのですか？」

　ロザリンドにスズランの主従ペアも起きた。それに続いて響やハリッサ、つみきにレイン、シャーリーも起きてくる。

「……ん？」

　よく見ると、テトラが寝ていた布団だけやたらこんもりと大きく膨ふくらんでいた。

「皐月……」

「うん……」

　俺たちは互いに顔を見合わせ、ふたりで一気にテトラの布団を引っぺがした。

　すると、

「「うぅ……まぶしいです」」

　なんとテトラがふたりいた。

「「えっ、えぇー!?　テトラがふたりいるです!?」」

　当のテトラとテトラもお互いを見てビックリした様子だった。

「いったい何なんだこの状況……？」

　途方に暮れた俺は思わず呟つぶやく。

「まぁ、普ふ通つうに考えればどちらかが偽者ってことでしょうねー」

　アールは相変わらず暢のん気きに言ってくれる。

「どっちかが偽にせ物ものか。でもなぁ……」

「烈火さん。テトラが本物です！」

「いえ、こっちのテトラが本物です！」

　口調も姿形も丸っきり一いつ緒しよなんだもんなぁ。

「つみきはどっちが本物か分かるか？」

「えっ！　私に振らないでよ！」

　つみきでもお手上げか。

　う～ん、テトラの特とく徴ちようと言うと……あっ。

　俺は考え込むフリをして目を閉じる。

「……皐月。ちょっと電気消してくれないか？」

　しばらくしてから、俺はそう指示を出した。

「分かったわ」

　まぶたの裏で明かりが消えたのを感じると、すぐさま俺は目を開けた。

　部屋の中は、当然暗くら闇やみ――しかし、その中にふたつだけ光っている物がある。

「偽者はお前か！」

「えっ！」

　あらかじめ暗さに目を慣らしておいた俺は迷いなく偽者の方――目が光っていないテトラの方に突とつ撃げきして捕つかまえる。

　ゴンッ！

「ギャァッ！」

　捕まえた勢いで偽者は床に頭を打ち悶もだえ、そのはずみで顔を覆おおっていたマスクが剥はがれ落おちた。

「お前……昼間の食くい逃にげ犯じゃねぇか！」

「イテテ。はぁーやくどいてくれねっかい？　僕ぼくは男に抱だきつかれる趣しゆ味みはなーいんだっての」

「俺だってねぇよ！」

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「……で、ラウールだっけ？　何で人の部屋に忍しのび込んだんだよ？」

「いやぁ、トイレに行ったら帰る部屋を間ま違ちがえちまってな」

　食い逃げ犯、もといラウールと名乗った男はすっとぼけた答えを返してくる。

「ウソつけ。部屋間違えたならあんな……ことする必要ないだろ」

　ぎゃぁぁあー！　さっきこいつに体中撫で回まわされた感覚が甦ってきたぁああああ！　うぅ、気分悪くなってきた……。

「まぁ順当に考えれば物もの盗とり目的よね。食い逃げするような人がこんな高級旅館に泊とまれるわけないし」と皐月。

　食い逃げの上に今度は泥どろ棒ぼうか。何と言うか懲こりない男だな……。

「おっとお嬢じようちゃん。僕を見くびってもらっちゃあー困るぜ。こんな子供部屋から小こ銭ぜにを盗ぬすもうなんてちんけな考え、この大怪盗ラウール・ザ・バロン様は持ち合わせちゃいないよー」

「大怪盗？」

　それはまた大おお仰ぎような自じ称しようだな。

「大怪盗バロンって、まさか……」

「ん？　知ってるのかイリス」

「うん、まぁ……確か五百年くらい前に宇宙中を駆かけ巡った伝説の泥棒だと思ったけど」

「そうそう。僕がその伝説の泥棒です」

　ヘラヘラと答えるラウール。最高にウソ臭くさい。

「はぁ、大怪盗さんですか。道理でさっきの変装もテトラにそっくりだったです」

「ああ、僕って自分の骨格とか好きにイジれっから変装は大得意なのさ」

「ほえー、凄いです」

　テトラは感心したように頷く。ラウールも全然反省してねーな。

「で、結局こやつはどうするのじゃ？」とロザリンド。

「まぁ盗とられた物はないし、フツーに仲居さんに引ひき渡わたして何とかしてもらうか」

「でしたら私が別館の方へご案内しますわ。この時間ですと従業員たちは自分の部屋に戻もどっているでしょうし」

　レインがそう申し出てくれたので、俺はありがたく彼女に道案内を頼たのむことにする。

「そうか。ならワシとスズランもついていこうかのう。暴れられても厄やつ介かいじゃろ」

「お任せください」

　そういうわけで俺たちは軽く着き替がえてから、ラウールを引っ張って別館へと向かう。

　別館は三階建てで、一階が倉庫、二・三階が従業員部屋になっていて、渡り廊下で客室のある本館とつながっているらしい。

　俺たちが泊まっていたのは三階だったので階段を降りる必要もないし、行くだけならたいした手間でもないのだが……。

「いやぁそれにしても烈火クンだっけか？　こっちのスズランちゃんとかあっちのロザリンドちゃんとか、かわいいどころ綺き麗れいどころに囲まれちゃってうらやましいねーこのっこのっ」

「……」

「で、本命は誰だれよ？　幼馴染の皐月ちゃん？　それともボーイッシュな響ちゃん？　ああ、もしくはあれかな、烈火クンはおっぱい星人かな？　だったらあのナイススタイルな」

「少しは反省の態度を見せろぉ！」

　部屋からここまでラウールときたらずぅーっとペラペラペラペラ喋しやべり通しで、その話を聞かされているだけでやたらと疲つかれてしまった。ていうか、おっぱい星人なのは俺じゃなくて隣に浮かんでる未来人の方だ！

「まったく。暴れはせぬがここまで口やかましい奴やつじゃったとはのう」

「女の子を楽しませるのは明るいトークとまぶしい笑顔よ。ところでロザリンドちゃんフリーなら数年後の結けつ婚こんを前提に僕とお付き合いを」

「生あい憎にくと好みではない」

「ガーン」

　サクッとフラれてオーバーリアクションするラウール。

「ちなみにスズランちゃんは好きな物とかあるのかい？」

「お花や虫さんを観察するのが好きですが、それが何か？」

「そいじゃー今度珍めずらしい花ばかりで作った花束をプレゼントすっからさー、僕とデートを」

　しかしめげないラウールは、次はスズランを口説きにかかってる。

　ホントなんて言うか……。

「烈火さんもラウールさんのことを見習ってください」

　アールが耳元で囁ささやく。

　……いや、ある意味感心はしたけど見習いはしねぇよ！

「レイン。別館にはまだ着かないのか？」

「もうすぐですわ。この渡り廊下を渡ったら……？」

　先頭を歩くレインが肩かた越ごしに返事をした時、ふと彼女は何かに気づいたように立ち止まって竜宮城の正門の方を振り向むく。三階の渡り廊下には屋根と手すりがあるだけで壁かべがないので、ここからでも外の正門がよく見えた。

「どうした？」

「いえ、なんだか街の方がいつもより騒がしいような……」

　その時唐とう突とつに――

　ドオォーン!!

　――正門が粉々に砕くだけ散ちった！

「ン、な……っ？」

　いきなり何が起こったんだ!?

　あっけに取られる俺たちの眼下で、正門が破られた竜宮城の敷しき地ち内ないに、見るからに荒あらくれ者ものと分かる奴らが踏ふみ込んでくる。

　荒くれ者たちの中に、ひと際大きな男が交じっていた。顔をマスクで隠しているため表情は見えないが、荒くれ者たちはみなその男の指示で動いている。あいつが親玉なのか。

「何なんだあいつら？」

「ありゃーシーガイストの海かい賊ぞくどもだよ」

　呆ぼう然ぜんと呟いた俺の疑ぎ問もんに答えたのは、意外にもラウールだった。

「海賊？」

「宇宙海賊って奴さ。あいつらの手足を見てみな、照明の光を反射してんだろ。ありゃサイボーグ化手術で武器やら何やらを仕込んでんのさ。シーガイストの特徴だ」

　ラウールは口早に説明すると渡り廊下の手すりに乗って、屋根の端に手をかける。

「……って、どこ行くんだよ！」

「ちょいと野や暮ぼ用よう思い出しちった。あっ、そだ」

　そう言うとラウールは胸ポケットからやや特とく殊しゆなデザインの銃を取り出し、俺に向かって放ほうり投なげる。

「スタン銃さ。撃たれた奴は痺しびれて動けなくなるだけだから、素しろ人うとでも気軽に撃てるっしょ？　それでなるだけ身を守りなよっ。じゃーなー」

「あっ、おい」

　止める間もなくラウールは逆上がりの要領で屋根の上に上り、どこかへ行ってしまった。

　とはいえ、こんな状況では彼に構ってばかりもいられないか。こうしている間にも海賊たちは続々と竜宮城へなだれ込んできている。

「レッカ。どうするのじゃ？」

「ひとまず部屋に戻ろう。レインもそれでいいか？」

「は、はい！」

　緊きん張ちようした様子のレインを連れ、俺たちは来た道を足早に戻る。

「！　っと、止まれ！」

「どうしたのじゃ？　レッカ」

「もう海賊がいる」

　なるべく早く行動したつもりだったが、すでに三階まで海賊たちは上ってきていた。階段前を通らないと部屋に戻れない……。

　階段周りを固めているのが五人。彼らが周囲に睨にらみを利きかせている後ろを、四階へと上る海賊たちが通りすぎていく。

「あいつら……上を目指してる？」

　そこでレインはハッとした顔になる。

「――最上階にはお母様が！」

「！」

　そういえば最上階は彼女と母親、つまり王族の居住スペースだと聞いていた。

　よっぽど楽観的な考え方をしない限り、彼かの女じよの母親が危ないのは明白だ。

「……ロザリンド。スズラン。あの見張りを倒たおせるか？」

「フンッ、そのくらいワシひとりでも楽勝じゃ」

「頼もしいな。じゃあ、スズランはそのあとひとりでも部屋に戻れるか？」

「問題ありません」

　そう言ってスズランは浴衣ゆかたの裾すそをまくり上げ、太ももに巻いたベルトに差した銀のナイフを数本見せる。昔取った杵きね柄づかか。こっちも頼たよりになる。

「分かった。なら、ふた手に分かれよう」

　スズランには部屋へ戻り、皐月たちにハリッサの透とう明めい化かの魔ま術じゆつで海賊たちをやり過ごすように伝えてもらう。そして、俺・ロザリンド・レインは最上階を目指し、女王を救出する。

「じゃあ、行くぞ」

　俺の合図でロザリンドとスズランが飛び出す。俺も援えん護ごのためラウールから借りたスタン銃を構え、戦せん闘とう力りよくのないレインは後ろからついてくる。

「――」

　海賊がこちらに気づいた。

「遅いッ！」

　だが、ロザリンドの動きはもっと速い。

　海賊たちがサイボーグ化した腕うでを銃じゆうやブレードに変化させるほんの一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき、彼女は奴らの懐ふところにもぐり込む。

　ひとり目は足を払はらわれ、ふたり目は伸のびあがったロザリンドの拳こぶしを喰くらって吹ふき飛ぶ。

「――」

　三人目は右みぎ腕うでのブレードを振ふり上あげたところで、スズランが投げた銀ナイフを肩かたに喰らう。ロザリンドがそこへ前蹴げりを叩たたき込み、四人目も巻き込んで倒れた。

「痺れるだけ、なんだよなッ！」

　最後に残った五人目に立ち止まって狙ねらいをつけて、俺はスタン銃を撃つ。

　バシュンッと銃じゆう口こうから飛び出した雷かみなりの塊かたまりのような弾たまが直ちよく撃げきし、海賊は痙けい攣れんしたのちその場に白目を剥むいて倒れた……うん、まぁ確かに死んでないけど、意外とエグい威い力りよくだ。

「じゃあスズラン、みんなを頼む」

「了りよう解かいしました」

　そこで俺たちはスズランと別れ、最上階を目指す。

　四階にもやはり階段の周囲に見張りがいたので、それもロザリンドが蹴け散ちらした。

「って、あれ？　五階へ行く階段がない？」

「五階への階段は向こうにありますの。一いつ般ぱんの方は入れない場所ですので」

　そっか。そりゃ女王とその娘むすめが住む場所だもんな。フツーの客が立ち入る場所じゃないから、階段が一直線についてないのか。

　廊下にもいた海賊たちを倒しながら、俺おれたちはレインの案内で五階へとつながる階段を目指すが、なかなか辿たどり着つけない。

「やっぱり海賊の数が多いな……。そういや、ベラノには警察とか軍隊ってあるのか？」

「自警組織ならありますわ。けれど街やお店で起こった揉もめ事ごとを処理するくらいなので、海賊の方々が相手では、エスタシオンに助けを求めるしか……」

　そういやエスタシオンの保護下にあるってイリスが言ってたっけ。

「そのエスタシオンの警察か軍が来るにはどれくらいかかる？」

「きっとどこかの自警団が救難信号を出していますから、一時間もせずに来るはずです」

　どのタイミングで救難信号が発信されたかにもよるが、海賊たちが海底ドームに侵しん入にゆうして竜宮城に辿り着くまでにもそれなりに時間は経っているだろう。とすれば、エスタシオン軍が来るまであと三十分か、それとも四十分か……それまでに女王の身の安全を確保して、どこかに隠かくれていれば安全か？

「扉とびらがッ！」

　走りながら考えを巡めぐらせていると、レインが前方を見て悲鳴を上げた。見れば、竜宮城の内装とミスマッチなくらい重じゆう厚こうな扉が破は壊かいされている。おそらく王族の住まいを守るためのセキュリティーだったのだろうが、完全に突とつ破ぱされていた。

　嫌いやな予感に、背筋が凍こおる。

「急ぐぞ！」

　俺たちは五階へと階段を駆け上がり、北側の部屋へ向かう。レインたちは普ふ段だんこちらで生活しているらしいのだが……誰もいなかった。

「こっちじゃない？　じゃあ南の部屋か？」

「南には『人にん魚ぎよ姫ひめの涙なみだ』を安置している部屋がありますわ」

「何じゃそれは？　人魚族の宝か？」

　ロザリンドが片眉まゆを上げてレインに尋たずねる。

「今はそんなこと聞いてる暇ひまないだろ！　行こう！」

　ことは一刻を争あらそう。俺はふたりを急せき立たて、南の部屋へと向かった。

　背筋を走る寒気がより強くなる。

　実際聞く暇もなかったが、『人魚姫の涙』がもし本当に人魚族の大切な宝物なら、女王はそれを海賊たちから守ろうとするかもしれない。だが、そんなことしたら――

　――そして、その予想は的中した。

「お母様！」

　レインの悲鳴が俺の鼓こ膜まくを震ふるわせる。

　俺たちの視線の先には海賊たちのボスと思おぼしきマスクの大男。秘書のようなスーツの女性。額当てをした手下らしき少女。……そして血まみれで倒れるレインの母親がいた。

「あ、あああ……」

　母親の無む惨ざんな姿を見てレインは崩くずれ落ちる。

「フーーー」

　血の滴したたる巨きよ大だいなブレードを右腕に持つ大男がこちらを振り返かえった。その左手には美しい海色の光を放つ宝石のような物――おそらく『人魚姫の涙』――を持っている。

　あれを奪うばうことが海賊たちの目的だったのか？

　そのために……あんなっ！

「グッ……クソッ……！」

　はじめて目にする人の死に、膝ひざが震える。

　間に合わなかった……ッ！

「レッカ。しっかりせぬか」

「あ、ああ……」

　ロザリンドに叱しつ咤たされ、俺は吐はき気けを堪こらえながらスタン銃のトリガーに指をかけた。せめてレインだけでも守り抜ぬかなければ、死んでしまった彼女の母親に申し訳が立たない。

「なんだよ、まだ子供じゃんか」

　額当ての少女が俺たちを見て乱暴に言い捨てる。人のことを「子供」と言うが、どう見ても彼女の方が俺よりも年下だ。

「テメーら部屋の隅すみでジッとしてろっての。そーすりゃ何もしない」

　彼女は邪じや魔ま者ものを追おい払うみたいに俺たちにシッシッとジェスチャーした。

「ハッ！　生意気な小こ娘むすめじゃのう。ここに辿り着くまで、ワシらがどれだけの数の海賊をブチのめしてきたと思うておる」

「何だって？」

　少女が怪け訝げんな表情を浮うかべると同時に、ロザリンドは床ゆかを蹴った。

「ロザリンド！」

「頭を潰つぶしておくに越こしたことはなかろう！」

　それも一理あるかもしれねーけど、こっちから仕し掛かけてどうすんだよ！　大事なのはレインを守り抜くことだろ！

「レイン、俺からあんまり離はなれるなよ！」

　俺はスタン銃を構えながらロザリンドのあとを追う。こうなった以上彼女のフォローもするが、レインも守る必要もあるからあまり前に出られない。中ちゆう距きよ離りから援護できる隙を狙う！

「なんだテメー！　叔お父じ貴きに手は出させねーぞ！」

「邪じや魔まじゃ」

「ぬぎゃっ！」

　行く手に立ちはだかろうとした額当ての少女を軽く蹴け飛とばし、ロザリンドは大男に襲おそいかかる。

　だが。

　ガキンッ！

　ロザリンドの攻こう撃げきは大男のブレードの腹で受け止められていた。

「ふむ。さすがに手下よりはできるようじゃの」

「フーーー」

　そのまま大男はブレードを薙なぎ払い、ロザリンドはそれを避よけていったん距きよ離りを置く。

「フーーー」

　大男は『人魚姫の涙』を秘書に預けると、今度は自分からロザリンドに襲いかかった。

「叔父貴!?　相手は子供だよ！」

　倒れていた少女が驚おどろきの声を上げる。まるで大男がロザリンドに自ら攻撃したことに驚きよう愕がくしているみたいに……どういうことだ？

　先さき程ほどのロザリンドの蹴りが効いているらしく、少女は立ち上がれないでいる。スーツの秘書は戦せん闘とうに参加せず、大男からは距離を置いていた。

「……」

　感情的な少女に比べ、秘書の方は冷静な表情を浮かべている。それがやや不気味だ。

「―――」

　大男の左ひだり腕うでが変化して、形が変わる。あれは……砲ほう口こう？

「レッカ！　避けろ！」

「――ッ！」

　ロザリンドの声に反応し、レインの手を引いて砲口の射線上からできるだけ離れる。

　直後。

　閃せん光こう。

　俺が借りたスタン銃とは比べ物にならない雷撃プラズマが、竜宮城の一画を吹き飛とばした。以前戦った最強の魔ま法ほう使つかいのことを思い起こさせる威力だ。

「嫌なこと思い出させやがる……ッ」

　あれは魔ま法ほうだったから魔法を切きり裂さく『勇者の剣けん』で打ち破れたが、これは明らかに科学の力だ。今のところ対処法は思いつかない。

　次を撃うたれる前に決着をつけないと！

「こいつを当てて動きを止められれば……」

　俺は手元のスタン銃を見る。

　大男は全身をサイボーグ化しているらしく、背中や足裏のブースターで瞬しゆん時じに加速できるようだ。緩かん急きゆう自在の動きに加えて吸きゆう血けつ鬼きに対たい抗こうできる運動能力を持っている。

　それに比べて俺は動きながら狙いを定めることもできない銃のド素人だ。

　一発はずせば警けい戒かいされる。せめて大男の動きが止まるか、あるいは狙う必要もないくらい近づいて撃つしかない。

　けど、あの大男に気づかれずに近づける気がしない。ハリッサの透明化の魔術で見えなくなれば別だけど……いや、待てよ。

　ある。俺の姿を大男の視界から消す方法が！

　俺は額当ての少女と秘書の位置関係を確かく認にんする。少女はまだ立ち上がれておらず、秘書は部屋の反対側だ。俺がこの場を離れた隙にレインが襲われることはない。

「レイン。ちょっとここで待っててくれ！」

「烈火さん！」

　スタン銃をしっかり握にぎりながら俺は駆け出す。

　立てないでいる額当ての少女の脇わきを通とおり抜け、大男と戦っているロザリンドの背を追う。

　近づく俺の存在にロザリンドが気づく。

「ロザリンド！　コウモリ化だ！」

「―――うむ！」

　端たん的てきに伝えた指示を、果たしてロザリンドは正しく理解してくれた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の姿は無数の赤いコウモリに変わり――大男の視界を完全に覆おおい尽つくす。

「フーーー」

　大男がブレードを大おお振ぶりする。何なん匹びきかのコウモリが払い落とされるが、すぐさま再生して相手を包つつむ赤い壁となった。

　俺はその隙に大男の後ろ側へと回り込む。

「背中！」

　赤い壁となっていたコウモリが隙すき間まを開け、大男の背中が露あらわになる。

　そこへ、俺はスタン銃を撃ち込んだ。

「グゥア、ガ」

　大男の呻うめき声ごえが上がり、コウモリたちが空中で集まってロザリンドの姿に戻もどる。

「トドメじゃ！」

　ロザリンドは上空から大男めがけて右手を振り下おろした。

「グ……！」

　だがその一いち撃げきを大男はかろうじて身をそらして避ける。

　スタン銃を喰らってまだ意識があるのか！　スゲェ根こん性じようだ。

「フンッ。しぶといのう」

「おい、ロザリンド。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「ケガのひとつもするものか。それよりもよい援護じゃったぞレッカ。やはりお主とは相あい性しようがよいようじゃの」

　うれしそうな笑え顔がおを浮かべるロザリンド。まぁ、役に立ててよかった。

　ピキピキ　パキンッ！

　その時、大男の顔を覆っていたマスクが真っ二つに割れる。先程のロザリンドの攻撃が掠かすっていたのか。

「これはまた……絵に描かいたような醜しこ面づらじゃのう」

「醜面？」

「醜みにくい顔という意味じゃ」

　サラッとヒドいこと言うなロザリンドは……そりゃ確かに魚男みたいな顔してるけど、そんなハッキリ言うこともないような。見方によっては精せい悍かんな顔つきと言えなくも……。

「……もしかして、〝マーマン〟の方ですか？」

「？」

　振り返ると、露わになった大男の顔を見てレインが口元を押おさえていた。

「レイン。この男知ってるのか？」

「…………いいえ……」

　レインは否定するが、心なしか震えているようにも見える。明らかに何か隠している様子だったが……。

「レッカ。この男どうするのじゃ？」

「そうだな……もう一発スタン銃じゆう撃うち込めばさすがに気絶するだろ」

　それでひとまず無力化できるはずだ……そのあとのプランはねーけど。

　とりあえず、俺はスタン銃の照準を大男に向けようとして。

「させるかー！」

　突とつ然ぜん、復活した額当ての少女に後ろから組みつかれた。

「おわっと！」

「むっ！　貴様、レッカに抱だきつくでない！」

　ロザリンドがなんか的はずれな怒おこり方をしているが、少女はいっこうに放す気配がない。

「叔父貴をやらせるもんか！」

　少女の足あし腰こしにはまだ力が入っていない。しかし、腕をサイボーグ化しているようで凄すごいパワーだ。振り解ほどけそうにない。




「フーーー」




「あ」

　いつの間にか大男が立ち上がり、ブレードを振りかぶっていた。

　もう動けないと油断した！　刃やいばが迫せまる！　回かい避ひを――間に合わない!?

　思考が駆かけ巡るのは一瞬。体の反応は、それよりもはるかに遅おそい。

　巨大なブレードが目と鼻の先へと迫った瞬間。

「叔父貴ッ！　何してんのさ!?」

　敵であるはずの少女が自分の右腕をブレード化して、大男の攻撃を受け止めた。

　だが、大男の強きよう烈れつな一撃を足腰の立たない少女が受け止め切れるはずもない。俺と彼女は一いつ緒しよに吹き飛び、部屋のふすまを突き破やぶって、手すりに叩きつけられる。

「痛テテ！　おい、大丈夫か？」

「う……」

　俺と手すりに挟はさまれて衝しよう撃げきをモロに受けた少女は、弱々しく呻いた。

　メキメキメキメキ

　嫌な音が俺たちの背中側から聞こえる。

　メキィ！

　手すりが折れる音がして、俺と少女は支えを失う。

　もしかしたら、それでも俺だけなら手すりの残った部分に掴つかまる猶ゆう予よもあったかもしれないが――

「こンのッ！」

　――そんなこと関係なく、俺は壁かべを蹴って落下する少女へと手を伸ばす。

　そして俺の手は少女に届いたが……支える物がなく、ふたりして五階分の高さから落下した。







インターミッション







「レッカァーーー!!」

　竜りゆう宮ぐう城じようの最上階から落下した烈れつ火かを助けるために、ロザリンドは己おのれの体をコウモリに変化させて、そのあとを最高速で追う。

　彼女にとってそれは当たり前の選せん択たくだったのかもしれないが、取り残されたレインにとっては最悪の状じよう況きようだ。

「あ、う……」

　レインは恐きよう怖ふで硬こう直ちよくし、ブルブルと震える。

　彼女は自分が殺されるのだと思った。みんなみんな――人魚は殺されると思った。

　そうするだけの動機が目の前の大男にはあるのだから。

「フーーー」

　しかし、烈火たちを迎げい撃げきした大男は特に何をするでもなくその場に突っ立っていた。まるでレインのことなど見えていないかのようだ。

（に、逃にげない、と）

　そうは思うが、レインの足は動かない。

　恐怖が彼かの女じよの手足から自由を奪っていた。

「……」

　不意に、それまで事態を静観していた秘書が大男へと近づき、何事かを耳打ちする。

「フーーー」

　ゆっくりと頷うなずいた大男は、その視線をついにレインへと向けた。

「あ……」

　彼かれに射い竦すくめられたレインは泣きそうな声を上げる。

　彼女の目は自然と、無惨に殺された自身の母親の亡なき骸がらへと向けられた。

（お母様……）

　母親を殺された悲しみと、自分もああなるのではという恐怖がごちゃ混ぜになり、レインの顔はぐしゃぐしゃになった。

「……」

　当然のことながら、彼女の母親の姿をした死体は何も言わない。

「う、うぅぅ……」

「フーーー」

　涙を溢あふれさせるレインの顔へ、大男の大きな手が迫った。




　　　　　▽




　竜宮城二階・女子トイレ。

　そこの個室に、テトラはシャーリーと一緒に隠れていた。

「あ、あの怖こわい人たちはもう行ったです？」

「分からない。けっけど、まだ出ちゃダメよ」

「ごめんなさいです……テトラがトイレに行きたいなんて言ったせいです」

「ううん。私も行きたかったし……それより、三階のトイレが清せい掃そう中だったことの方が運が悪かったわね」

　烈火たちがラウールを別館へ連れていくために部屋を出たあと、ふたりもトイレに行くために部屋を出て――その後、海賊たちの襲撃があり、みんなのところへ戻るに戻れなくなってしまったのだ。

（どうすれば、どうすればいいです……？）

　テトラはみんなの中でもこれといった戦せん闘とう力りよくを持たない。それどころか長い地下生活で極きわめて貧弱だ。海賊ひとりに見つかるだけで、もうどうしようもなくなる。

　そして、それは学者のシャーリーも同じだろう。

「……」

「……」

　黙だまっていても、お互たがいの体の震えは抱き合あった肩かたから伝わってくる。

「だ、大丈夫です」

　テトラはせめて励はげましになればと、口を開く。

「きっと烈火さんたちが助けに来てくれるです。だから、それまでジッとして、怖い人たちに見つからないようにするです」

「……うん」

　だが、まるでその祈いのりを否定するかのように、ガチャリ、とトイレのドアが開かれた。

「……ッ！」

　テトラは必死に自制心を働かせ、恐怖で叫さけびそうになる自分の口を押おさえる。見れば、シャーリーも同じ格好をしていた。

　コツ、コツ、とトイレの床を鳴らす音が狭せまい室内に響ひびき渡わたる。

（お願いです。どっか行ってです……！）

　不意に、足音が止まった。

　それはテトラたちのいる個室の前だった。

　バキンッ

　個室のドアが、真っ二つに破は壊かいされる。

　ナナメに斬きられたドアがズレ落ち……その向こうには、見上げるような大男がいて、テトラたちを見下ろしていた。

「烈火、さん」

　テトラの涙なみだ混じりの小さな呟つぶやきは、誰だれにも届くことはなかった。







第二章　海賊の星







　……頭がボウッとする。どうなったんだ？

「う……」

「レッカ。気がついたか」

「ロザリンドか……うーあー、こういう風に気絶すんのも何度目かな」

　あんま数えたくない数字だ。そんだけ危ない目に遭あってるってことだし。

　俺おれが目を覚ましたのは左側が暗くて右側が明るい、狭い場所だった。よく目を凝こらすと土管……水路か何かだろうか？　そこの入り口付近だと分かる。左側には水路の奥おくへと続く道が見え、右側には竜宮城の水堀ぼりが見える。

「ここはどこなんだ？」

「おそらく水掘の水を入いれ替かえるための注水口であろ」

「あの大男とレインはどうなった？」

「分からぬ」

「……そうか」

　俺はひとまず上半身を起こす。水面に叩たたきつけられたせいか全身がヒドく痛んで、ぐっしょりと濡ぬれていた。

　ロザリンドの話では、彼女はレインを置いてきてしまったとのことだが……落ちた俺たちを助けるためだったと言うし、責められるようなことじゃない。

「そういや、あの海賊の娘こは？　一緒に落ちたんだろ？」

「そこにおる」

　白い指が差した先には、例の額当てをした海賊の少女が体育座ずわりをしていた。

「えっと、とりあえず、ケガないか？」

「……フンっ」

　そっぽを向かれてしまった。嫌きらわれてるなぁ……。

「ケガなどなかろう。落ちる時にお主が庇かばったんじゃからな……しかし」

　ロザリンドはムカッとした表情で鼻を鳴らすと、ぐいっと少女の額当てを奪うばい取とった。

「助けられておきながら態度が生意気じゃ……ん？」

「か、返せよ！」

　奪われた額当てを取り返そうと手を伸のばす少女――その額には、小さな角が生えていた。

「貴様、鬼おにの類たぐいか？」

「オニ？　何だよそれ、いいから返せ！」

「ふむ。異郷の同族であれば少しは情けをかけてやらんでもないが、違ちがうのであれば返す必要はないのう」

　海賊少女の頭を押さえつけながらロザリンドは嘆たん息そくする。

「ロザリンド。返してやれよ」

　なんだかかわいそうになってきたので、俺は横から口を出だした。

「そうじゃのう。いくつか質問に答えたら返してやる。小こ娘むすめ、名前は？」

「……ファム」

　少女――ファムは嫌いやそうに答える。

「ファムか。ではお主ら、シーガイストとか言ったか。海賊どもは何をしにこの星へ来たのじゃ？」

「……海賊のすることなんて決まってるだろ」

　ファムは憮ぶ然ぜんとした表情で答える。

「それはそうじゃがのう……少々不ふ審しんな点もある。お主ら、金品目的にしては旅館の客を襲おそっておらぬであろ？」

「……そういやそうだな」

　竜宮城はベラノでも屈くつ指しの高級旅館だ。当然、宿しゆく泊はく客きやくの多くもお金持ちなはず。強ごう盗とう目的なら彼らを襲うのが自然だ。

　だが俺たちが見た限り、海賊たちはそれらしいことをしていなかった。

　なら、海賊たちの目的は……。

「お主らの目的は『人にん魚ぎよ姫ひめの涙』とかいう、人魚たちの宝ではないのか？　チラリと見た限りではただの宝石のようじゃったが、いったいどんな価値が……」

「――ありゃあ人魚族に代々受うけ継つがれてきたお宝らしーぜ」

　そこで不意に第三者の声が会話に割り込んでくる。

　声がした方を振ふり向むくと、水路の奥から見覚えのある人ひと影かげが現れた。

「ラウール！」

「よおっ」

　俺の驚おどろきの声に、ラウールは軽い調子で答える。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつな男じゃのう」

　呆あきれ気ぎ味みなロザリンドの呟きは確かに的を射ていた。

「で、お主は『人魚姫の涙』を知っておるのか？」

「うーん、まぁ知ってると言えば知ってるし、知らないと言えば知らねっかな」

「要領を得んのう。どういうことじゃ？」

　ロザリンドの追つい及きゆうにラウールは肩を竦すくめる。

「『らしい』って言っただろ。竜宮城には隠かくされた人魚族の秘宝が眠ねむってるって噂うわさが、僕ぼくみたいな家業の人間の間じゃまことしやかに囁ささやかれてるって話。でも実際にそれを見た奴やつはダァーレもいねーらしー。物もの凄すごい高価な宝石だってのが一番よく聞く噂かな」

「人魚族の秘宝か……」

　確かにあの大男が持っていた『人魚姫の涙』（？）は宝石のようだったし、お宝を海賊が狙ねらうのは自然なことのようにも思え……なくもない。

　けどお宝――つまり金目の物が目的だったなら、宿泊客から略りやく奪だつをしていなかったのはなぜなんだろう？

「どうも釈しやく然ぜんとせぬのう。その『人魚姫の涙』には、何か秘密がありそうじゃ」

　ロザリンドも俺と同じ疑問を持ったようだ。

「……痛ッ！」

　何だ？　急に頭痛が。

「どうしたレッカ……む！」

「イテテ、何だこれ？」

　どうやらロザリンドとラウールも頭が痛むらしく、額の辺りを押さえ始める。

「アッ！　お前！　チビ！　早く額当て返せよ！」

　俺たちが苦しむ様子を見て、ファムがまた暴れ始める。

「ん？　おーいおい、そのお嬢じようちゃん、グレムリンじゃねーかよ」

「グレムリン？」

「何じゃそれは？」

　ラウールが発した新単語に俺とロザリンドは疑ぎ問もん符ふを返す。

「いいから早くその額当てを返してやれって。この頭痛はそのお嬢ちゃんの角のせいさ」

「ふむ」

　言われて、ロザリンドは持っていた額当てを強ごう引いんにファムの頭にかぶせた。ファムがそれを角にピッタリはまるように位置を修正すると、途と端たんに頭痛が引く。

「痛みが取れた……。ラウール、何なんだ？　グレムリンって」

「額の角から特とく殊しゆな電磁波を出す希少種族でな。その電磁波が精密機械を狂くるわせたり、人間の脳の電気信号に干かん渉しようして頭痛を起こさせたりしちまうのさ。まぁ、本人に悪気があるわけじゃねぇ、あくまでそういう生態なんだ。許ゆるしてやんな」

　そう言ってラウールはファムの頭にポンと手を置くが、嫌そうな顔をした彼女に「放せ！」とはたき落とされてしまう。

「というか小娘、さっきワシのことをチビと言わなかったか？」とロザリンド。

「チビじゃん」とファム。

「たいして貴様と変わらんわ！」

　ギャイギャイと小ちっちゃい論争が始まってしまう。

「ふたりともそんな話してる場合じゃ……って、ラウール手の平切れてないか？」

「おろ？」

　先さき程ほどファムに手をはねのけられた時切ってしまったのか、ラウールの手の平は真一文字に切れて、そこから血がダラダラと流れていた。

「いやいや大だい丈じよう夫ぶだって。たいした傷じゃねーよ……ほら」

　ラウールはそう言ってゴシゴシと手の平同士を擦すり合わせて血を拭ぬぐうと、傷なんてまったくない綺き麗れいな手を広げて見せてきた。

「あれ？　ホントだ……」

　結構血とか出てた気がするんだけど……でも実際傷もないしな。

　俺が小首を傾かしげていると、ファムが自由な両足でバンバンと壁を蹴けった。

「ていうか、お前らいい加減あたしを解放しろよ！」

「ぬわっ！」

　怒ど鳴なったファムの口から飛んだツバを喰くらって、ロザリンドはこめかみの辺りをぴくぴくと痙けい攣れんさせる。

「……本当にクソ生意気なガキじゃのう。捕とらえられた賊ぞくはそのまま絞こう首しゆ台だいに送られて縛しばり首くびと昔から相場は決まっておるというのに」

「……！」

　縛り首、と聞いてファムは一いつ瞬しゆんだけ表情を硬かたくし、すぐに俺たちのことを睨み返かえしてきた。ただの強がりかもしれないが、相当に気が強いようだ。

「おいおい、ロザリンド。脅おどかすのはやめろって」

「ワシは別に冗じよう談だんを言ったつもりは……む？」

「？」

　ロザリンドが急に視線をナナメ上へやったので、俺もそのあとを目で追うと、ちょうど竜宮城の正門から伸びる橋が見えた。

「海賊たちが引き上げ始めてる……」

「目的の品を手に入れ、軍が来る前に即そく退散するつもりのようじゃのう」

「そんな！　叔お父じ貴き！」

　俺たちの会話を聞いて、ファムが悲鳴を上げる。

「どうやらお主は置いていかれたようじゃの」

　意地悪なロザリンドのセリフに、はじめて海賊の少女は顔を青くした。

　その時、正門から件くだんの叔父貴――海賊たちのボスである大男が出てくる。

　肩に何か担かついでる……あれはッ!?

「レイン！　それに、テトラと……シャーリー！　何で……部屋で隠れてたんじゃ!?」

　大男に担がれた彼女たちはピクリとも動かない。

「クソッ！　あいつ、まさか！」

「落ち着けレッカ。わざわざ死体を持って帰る海賊などおらぬ。あやつらは気絶させられておるだけであろ」

「けど、じゃあ何であいつは三人を連れていこうとしてるんだよ！」

「……追手が来た時に盾たてにするための人ひと質じちか、人買いに売るためか、何にせよあまり愉ゆ快かいな話ではないのは確かじゃのう」

「叔父貴がそんなことするもんか！」

　ロザリンドの推測にファムが反論を唱えるが、この場で俺たちに真実を知る術はない。

「ふむ。どうやらたった今『レインさんの物語』にバッチリ巻き込まれたようですね。タイミングから察するに、囚とらわれのお姫ひめ様さまポジションの『ヒロイン』でしょうか？」

　いちいちアールに言われなくたって察しはついてるよ！

　いや、というか仮にレインが『ヒロイン』でなかったとしても、助けるのに変わりはない。もちろんそれはテトラもシャーリーも同じだ！

「テトラたちを取り返したい。ロザリンド、もう一度力を貸してくれるか？」

「……ふむ。まぁ、お主ならそう言うじゃろうな」

　そのセリフは肯こう定ていと受け取っていいようだった。

「で、どうするかのう？　正面から強きよう襲しゆうして奪い返すか？」

「いや、それこそテトラたちを盾にされたら、俺たちも彼女たちも危険だ。あいつらのあとを追って、隙すきを見て奪い返そう」

　俺とロザリンドが手早く方針を固めていると、横から「おいおい」とラウールが呆れ顔がおで割り込んでくる。

「まさかシーガイストの海かい賊ぞく艦かんに侵しん入にゆうする気か？　正気の沙さ汰たじゃないぜ」

「そんなヤバい海賊なのか？」

「そりゃーもう。元々大銀河連れん邦ぽうのあちこちで商艦かんを襲ってた連中だ。筋金入りの悪党さ」

　ラウールがそう言い切ると、ファムはムッとした顔をする。海賊とはいえ、仲間を悪く言われるのは気分が悪いようだ。

「しかもここ一年くらい前からは軍の補ほ給きゆう艦かんまで狙うようになった。何でも凄すご腕うでのサイボーグ技師を雇やとい入れて武装を強化したって話だ。実際、連邦の正規軍とやりあって捕つかまるどころか大損害を与あたえたってんだから、並の海賊とはわけが違うね……それに」

　急にラウールは声をひそめて。

「船長のスクアーロって野や郎ろうは襲った先々で子供をさらって食ってるなんて噂もあるんだぜ？」

「子供を……？」

　俺の脳のう裏りにさらわれた三人の姿がよぎる。

「だから叔父貴は」

「貴様は黙っておれ」

「もがもが」

　喋しやべろうとしたファムの口をロザリンドがふさいで黙らせる。

「な？　だからあいつらを追うなんてやめとけって」

「……子供を食うってのはウソくせーな。ファムがいるわけだし」

　海賊たちの仲間であるファムも子供と言っていい年ねん齢れいだ。あの大男――スクアーロって名前なのか――が子供を食うなら、彼女だって食われていそうなものだ。

「まぁ、そうかもしれねーけどよ。子供をさらってるってのは本当だぜ？　ついさっき嬢ちゃんたちがさらわれてるのを少年も見ただろ。奴らがヤバいってのは間違いねーんだ」

「だからこそ助けに行くんだろ」

　テトラは元より、レインもシャーリーもこの星で世話になった……友達になったんだ。連れ去った奴らがヤバい奴らなら、尚なお更さら放っておけない。

「ホンットに強ごう情じようだな～。あのお嬢ちゃんたちが大切だってのは分かっけどよ、助けるのはエスタシオンの軍にでも任せておきゃーいーじゃねーか」

「あいつらが並の海賊じゃないって教えたのはお前じゃねーか。軍隊相手に大損害を与えたんだろ？　今だったら確実に追えるんだ。俺は行く」

「あ～～～そういう意味であいつらのヤバさを教えたんじゃねーんだけども」

　ラウールは頭を抱かかえて悶もだえる。

「……これ以上話してる時間はねー。ロザリンド、行――」

「待った！　どうしても行くってんなら、やっぱ僕もついてくわ」

「はい？　また急にどうして？」

「ん～～～、こうなったら乗りかかった船って奴さ」

　そう言うとラウールはうさん臭くさい笑えみを浮うかべ、ビシッと親指を立てる。

　何つーか掴つかめない性格の奴だなー。

「よし、じゃあ追いかけるぞ」

「待てレッカ。今から敵地に忍しのび込むのじゃ。ここはできるだけ安全策を採るとしよう」

「安全策って何だよ？　ロザリンド」

　俺が尋たずねると、ロザリンドはニィと口角を吊つり上あげ、吸きゆう血けつ鬼きの牙きばをわざと見せる。

「簡単じゃ――こうするのよ」

　彼かの女じよは妖あやしく光る赤い瞳ひとみでファムの目を覗のぞき込む。

「さぁ、ワシの目を見よ」

「むぐむぐ、む……」

　視線を介かいして相手に強力な暗示を与える吸血鬼の『魅了チヤーム』だ。

「…………ふむ」

「終わったのか？」

「そうじゃな、手短にじゃがワシらにウソがつけぬようにと、あと逆らわぬように暗示をかけたのじゃ」

「うぅぅ、な、何したのさ？」

　目をしばたたかせながらファムは訝いぶかしげな声を上げる。

「自じ我がは残したんだな」

「深く暗示をかけるには力を使うからのう。このあと何があるか分からぬし、力は温存しておくに越こしたことはない。まぁいちおう暗示かかってるか試ためしておくか。お手」

「わん……あ、あれ!?」

　ロザリンドの言うことに従ってしまった自分に戸と惑まどうファム。俺の時はそういった『暗示』によってねじ曲げられた思考すら正当化されていたが、彼女の場合は違うようだ。本当に最低限の暗示だけを行った省エネ版『魅了チヤーム』らしい。

「大丈夫なようじゃの。では小娘、ワシらを海賊艦とやらまで連れていってもらおうか」

　そうして俺たちはファムの案内によって海かい賊ぞくたちのあとを追い始めた。

「あれ？　関門の方に向かわない……？」

　この海底ドームに出入りするには、俺たちも通ってきた関門を抜ぬけるしかないはずだが……そもそも海賊たちはどうやってあそこを突とつ破ぱしてきたんだ？　強引に破壊でもしようものなら、自分ら諸もろ共とも海の藻も屑くずになるはず……。

「ファム。海賊たちはどうやって海底ドームに入ったんだ？」

「耐たい水すい圧あつ仕様の小型宇宙船で排はい水すい路ろから侵入したんだよ」

「排水路？」

「この街で使った生活排はい水すいを濾ろ過かしてまとめて海に流す水路だったっけかな。けど確かありゃ内側からしか開かねーはずなんだが……」とラウールは首を傾げる。

「貴様らはどうやって排水路を開けたのじゃ？」

「知らねー」

　ファムはそっぽを向く。『魅了チヤーム』がかかっているのだから、これは彼女も排水路を外から開けた方法を知らないってことか。

　謎なぞは残ったが、海賊たちはやはり排水路を目指しているようだった。俺たちもそのあとを追い地下の排水路へ下りる。そのまま排はい水すい口こうの近くまで尾び行こうすると、海賊たちが乗ってきたと思われる小型海かい賊ぞく船せん四隻せきを発見した。

「ファム。あれのどれにスクアーロが乗ってるか分かるか？」

　おそらくテトラたちも同じ船に乗っているはずだ。

「来た時は五隻だったんだ。たぶん、叔父貴はもう海賊艦の方に戻もどってる」

「う～ん……」

　となると、やっぱり海賊艦まで行くしかないか。

「あの小型宇宙船に乗り込むならば、小娘に適当な言い訳をさせれば可能やもしれぬが、竜宮城でワシらが倒たおした連中が同じ船に乗っておると厄やつ介かいじゃのう」

「確かに……顔見られてるもんな」

　どうにかして気づかれないようにできないものか……ん？

「そうだ。ラウールなら俺たちを変装させられるんじゃねーか？」

「あー、うん、まぁーな」

　やっぱりまだ多少はついてくるのが嫌なのか、若じやつ干かん言葉を濁にごすような返事が返ってきた。とはいえ、一度その変装技術を俺たちに見せているので、今いま更さら誤ご魔ま化かすこともできない。

「じゃ、手早く頼たのむぞ」

「……はいよ」

　ラウールに化け粧しようを施ほどこしてもらい、海賊らしく見せるため服の一部を破ったり汚よごれた水をつけたりしてボロくする。

「わざわざこの日のために新調したんじゃがのう」

　ロザリンドは残念そうに呟つぶやく。

「うーん、そうだな。あとはファムちゃんみたく少しボロっぽいマントとかバンダナでもしとくか？　襟えりで顔も隠せるしな」

　そう言うとラウールはポケットから小さな布切れを取り出す。何をするのかと思ったら……彼かれが手首のスナップを利きかせて手を振ると、その布切れはバサッと何百倍もの大きさになり、西部劇のガンマンが来ているような外がい套とうとなった。

「ス、スゲェマジックだな……」

「うんにゃ。ただの市し販はん品ひんだよ。質は違うけど、人魚の服だって下半身が尾おひれの時はこうやって下半分を折おり畳たたんでしまってる」

　はぁ……宇宙の技術ってやっぱ凄すごいな。

　だいたい一分ほどで変装を終えた俺おれたちだが――その時不意に、俺のポケットに入れたケータイが振しん動どうする。

　着信はイリスからだった。そういえば彼女のケータイは宇宙のどこからでも俺のに（一方通行だけど）つながるように改造してあるんだっけ。

「もしもし、悪いけど小声で話してくれ」

『烈れつ火か……今どこにいるの？』

　電話の向こうから聞こえてきたのは、不安そうな声だった。

『テトラとシャーリーがトイレに行ったきり戻ってこないの。アタシと響ひびきで三階を探したけど……見つからなくて！　それで！』

「落ち着いてくれ、イリス」

　段々と電話越しに興奮していく彼女をなだめ、俺は手短に状じよう況きようを伝える。

「俺たちはこれから海賊の船に乗り込む」

『だったらアタシも……！』

「ワリィけど、もう時間がない」

　残っている小型宇宙船はもう残り一隻となってしまった。みんなを待ってる時間はない。

「イリスたちはケガ人の救助とかをしてやってくれ」

『……分かったわ。気をつけてね。絶対帰ってきてよ？』

「ああ、任せろ」

　俺は通話を切り、ケータイをポケットにしまう。

「じゃあ、行くか」

「ふむ。では小娘、ワシらが疑われぬようウソをつくのじゃぞ」

「分かった」

　ファムは嫌いやそうに頷うなずいた。

　俺たちは彼女のあとに続いて、小型宇宙船の搭とう乗じよう口ぐちに近づく。

「ん？　ファムじゃねぇか。そいつらは何だ？」

　海賊のひとりがファムに気づき、俺たちに怪け訝げんな視線を送ってくる。

「こいつら、子供の方はストリートチルドレンで、おっさんの方は流れ者なんだって。ウチの船に乗りたいって言うから、連れてきた」

「……そうか。なら、早く乗せな」

　ファムの言い訳に男はたいした疑問を抱いだくこともなく俺たちを通す。

「……？」

　ロザリンドから疑われないウソをつけと言われたのだから、ファムはその通りにしたのは間ま違ちがいない。けど……。

「なぁ、ストリートチルドレンとか流れ者を船に乗せるのって、海賊にとってフツーのことなのか？」

　俺は小声でロザリンドに耳打ちする。

「まぁ賊に堕おちる理由の大半は食うのに困ったからじゃからのう。行き場のない連中が寄り集まって山さん賊ぞくやら海賊やらを組織するケースもある」

　そうなのか……俺はてっきり海賊っていうのは、とにかく暴力を振ふるいたがる奴らがなるものだとばかり思っていた。もちろんそういう奴もいるんだろうが、そうじゃない場合もあるのか。

　特に俺たちを通した海賊の態度を見る限り、シーガイストはそういった行き場のない人間を積極的に仲間にしていく傾けい向こうがあるみたいだ。

　それでも海賊には変わりないが……。

　考えごとをしている内に、海賊たちの乗船は終わり、小型宇宙船は発進した。

　まず排水口から海へと出て、まずは海上へ。水の抵てい抗こうがなくなるとさらに加速し、ドンドン高度を上げていく。

　窓から外を覗き込むと、ベラノの上空に今乗っている船とは比べ物にならないくらい巨きよ大だいな宇宙戦せん艦かんが見えた。

「あれがシーガイストの海賊艦か」

「バカみたいにデカいのう。あれでは動かすのに五百人は必要じゃ」

　俺の隣となりから外を見上げたロザリンドが感想を漏もらす。

　さらにラウールが俺の頭の上にアゴを置き、「いや」と呟いた。

「あのクラスの船だと航行補助装置オートパイロツト積んでんだろ。メインブリッジに五十人も常じよう駐ちゆうすれば動かせるはずだぜ」

「スゲェなそれ。でも頭の上から降りろ！」

「ギャッ！　痛ぇ！」

　俺の頭ず突つきで舌を噛かんでしまったらしいラウールが悶もん絶ぜつする。

　それから海賊艦に無事侵入を果たした俺たちは、居住ブロックに割り当てられたファムの部屋に身を隠かくした。

「チクショウ！　みすみすこんな奴やつらを乗せちゃうなんてー！」

　部屋に入ると同時に、ファムは悲鳴を上げて床ゆかに突つっ伏ぷす。

「おいこれ『魅了チヤーム』が解けてないか？」

「周りに誰だれもいなければワシらの正体をバラすこともできないからのう。『ワシらに逆らわない』という暗示には反しておらん」

　ロザリンドは部屋にあるベッドに寝ねそべりながら答える。

「ああ、そうじゃ。これからこの船はどこへ向かうのかの？」

「惑わく星せいゲイル。あたしたちの家だ。ここからなら高速ワープでだいたい二時間くらいで着く……って、だから喋るなこの口めぇー！」

　自分で自分の口くちの端はしを引っ張るファム。

「ふむ。まぁこやつらの本ほん拠きよ地ちが分かったわけじゃが、これでそのエスタシオンとか言うところの軍隊は、海賊どもを叩たたけるのかのう？」

　ロザリンドの視線を受け、ラウールは「さぁなー」と肩かたを竦すくめる。

「シーガイストが今まで捕まらなかったのは、この海賊艦を追いかけてワープ追つい跡せきしようとしてもことごとく失敗してきたからって話だぜ？」

「むぅ。それはなぜなのじゃ、小こ娘むすめ」

「ゲイル周辺の宇宙空間は磁気が乱れてて、普ふ通つうの宇宙船じゃワープできないんだ。ウチの船は特とく殊しゆなコーティングをしてるからワープできて……あーもー！」

　ポカポカと自分の頭を殴なぐり始めるファムを、ロザリンドはやはり無視する。

「コーティングとやらが必要……となれば、やはり援えん軍ぐんを求めるのは難しそうじゃのう。脱出する時は、敵の船を奪うばう必要がありそうじゃ」

「オーケー！　帰りの船の確保は僕ぼくに任せときな」

「ふむ。コソ泥どろにはお似合いの役割じゃの」

　その時、アナウンスでもうすぐワープ態勢に入ることが告げられる。

　ワープ空間は一方通行。今テトラたちを助け出しても逃にげられない。てことは、やっぱり本番は海賊たちの本拠地に着いてからか。

　俺たちがこのあとやるべきことは、ゲイルに潜せん入にゆうし、テトラたちを奪だつ還かんし、敵の船を奪って逃げる、この三つだ。

「ワープは二時間ほどかかると言っておったな……。レッカ、お主もここでひとまず休んでおけ。力は温存しておかねば」

「ああ」

　ベッドの半分を借りて、俺も自分の体を休める。ラウールもこちらへ来たが、ロザリンドに蹴り出されていた。ファムはまだ頭をポカポカやってる。

　テトラ、レイン、シャーリー……三人とも、無事でいてくれよ。




　　　　　▽




　やがてワープを終え、海賊艦は惑星ゲイルに到とう着ちやくした。

　惑星ベラノが青い星なら、惑星ゲイルは茶色い星だった。大地の大半が荒あれ果はて、海がほとんどない。ただそのわずかに残った海の近くの大地はなぜか銀色だった。

「あの銀色のとこは何なんだ？」

「たぶんテラフォーミングの跡あとだろ。住めない大地に住めるように、人工的に環かん境きようを作り変えてんのさ」

　そういや月とか火星にも人が住めるようにする、みたいな話を聞いたことがある。宇宙じゃその手の技術もやっぱり進んでるんだろうな。

　海賊艦はそのテラフォーミングされた居住地へと降下して、港らしき場所に着水する。

「んん～？　何で港に降りるんだ？」

「え？　船なんだから当たり前じゃねーのか？」

「そりゃいつの時代の船の話さ？　向こうにメインドックっぽいデッケー施し設せつが見えるじゃんよ」

　ラウールが指差した窓の向こうには、確かに小山のような巨大施設が確かく認にんできる。

「普通はああいう施設に格納するもんなんだって。特に航行直後はメンテナンスとか必要だしな。何か理由があるのかい？　ファムちゃんよ」

「ファクトリーのドックで新しい船を建造中だからこの船は入れないんだ……ぬがー！」

『魅了チヤーム』をかけられてるのに自我が残ってるってのも大変だな。

「ふむ？　ワシは宇宙船のことはよく分からぬが、この船も充じゆう分ぶんいい船かと思うがのう。戦力増強が目的か？」

「知らない……。一年くらい前に、叔父貴が急に造り出すって言ったんだ」

　そう答えたファムは、『魅了チヤーム』で無理やり喋らされたことと関係なく、不ふ機き嫌げんそうな表情を滲にじませていた。

　ひとまずジッとしていても仕方がないので、俺たちは移動を開始する。もちろん変装も忘れずに。

　情報収集の結果、船長のスクアーロとさらわれたテトラたちは例のファクトリーと呼ばれる巨きよ大だい施し設せつの方へ移動したらしい。どうもあの巨大施設は船のドックだけではなく、サイボーグ研究やテラフォーミング開発のためのラボ、海賊たちの行動方針を決める司令部なども備えているそうだ。

「そんなところにテトラたちを連れていって何をするつもりなんだ……？」

「さぁのう。ともかく行ってみるしかなかろうな」

　あまりほかの海賊たちと一いつ緒しよにいて身動きが取れなくなっても困るので、少し脇わき道みちに逸それながらファクトリーを目指すことにする。

　ロザリンドからそう指示を与えられたファムが選んだのは、デッカい金属の箱が両りよう脇わきにたくさん並んだ道だった。プレハブ小屋だろうか？　もちろん地球の物とは素材が違ちがうみたいだが、どうやらここは住宅地みたいなもののようだ。

「海賊って船の中か洞どう窟くつで暮らしてんのかと思ってた」

「烈火クンのイメージってやたら偏かたよってるね」

　つい呟いたひと言にラウールからツッコミを入れられてしまった。物事に対する知識がマンガとかばっかりですみません。

「確かにどう見ても荒こう廃はいして捨てられたっぽい星を、わざわざテラフォーミングしてまで住めるようにする海賊ってのは珍めずらしいかもな。まぁワープで追跡されない隠れ家ってのは魅力的かもだけどよ。ただそれにしても……」

「それにしても？」

「やけに非戦せん闘とう員が多い」

「そういえば……」

　言われてみればさっきから見かけるのは、ベラノを襲おそった海賊たちとは随ずい分ぶんと違う。女性や子供が多いし、暴力に向いてなさそうな男の人もいる。

　それからもうひとつ気づいたことがあった。いや、その気づいたことっていうのも、俺の海賊に対する勝手なイメージとの齟そ齬ごがあるってだけで、ロザリンドやラウール辺りからすれば驚おどろくに値あたいしないことなのかもしれないけど……。

　俺が小さな戸惑いを抱えていると、そこで少しばかりトラブルが発生した。

「あっ、ファムねーちゃん」

　俺たちの先頭を走る少女の顔を見て、道みち端ばたで遊んでいた子供たちが集まってきてしまったのだ。

「もう戻ったの？」

「その人たちはー？」

　あっという間に子供たちに囲まれてしまい、俺たちは立ち止まらざるを得なくなる。

「上う手まく誤ご魔ま化かせ、小娘」

　ロザリンドが小声でファムに指示を出した。

「ああ、えーっと、こいつらは今度あたしらの家族になるんだよ」

「そっちのおじさんもー？」

「お兄ちゃん、で頼むぜ坊ぼうや」

　ラウールは特に慌あわてることもなく茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクなんかしてる。飄ひよう々ひようとしてるが、肝が太い。

「ほら、新しい家族にちゃんとあいさつしな、こんにちはーって」

「「「こんにちはー！」」」

　ファムに促うながされ、子供たちは元気いっぱいにあいさつしてきた。

「こ、こんにちは」

　俺は面めん喰くらいながらあいさつを返す。ロザリンドにいたっては子供に好かれたことがないのか、だいぶ戸惑っている。

　正直戸惑っているのは俺も同じだ。

　だって……この星に住んでいる子供たちはみんな笑え顔がおだ。子供だけじゃない、大人も老人も、みんな。それがさっきから感じている海賊に対するイメージとの大きな違いだ。

　ラウールから聞いた噂うわさの通り、この子たちはさらわれてきた子供たちなのか？　だったら何でこんな幸せそうなんだ？

　シーガイストに対して俺が抱いていた印象と、実在する笑顔との間に差異がある。

「ファム。この子たちは？」

「……元はいろんな星の孤こ児じだった子供だよ。あたしもそうだった。餓うえて死にかけてたところを、叔お父じ貴きに拾われたんだ」

　ファムはじゃれついてくる子供の頭を撫なでながら答える。

「シーガイストは元々宇宙難民の集まりだったんだ。それを叔父貴がまとめて組織した。海賊をしてるのはみんなを食わせるためさ」

「……」

　ラウールからシーガイストは子供をさらうって噂は聞かされていた。

　その噂の真実は、逆に子供たちを助けるための行こう為いだったのか。

「まぁ、賊ぞくの始まりなんてどこでもそんなものじゃのう」

　結構な衝しよう撃げきを受けてる俺に比べて、ロザリンドの反応はわりとドライだった。その辺は人生経験の差だろうか？

「あたしらは絶対に弱い奴らを襲ったりしない。物を捨てるぐらい余らせてる豚ぶた野や郎ろうどもからしか奪わない。それだって必死に生きるためで、贅ぜい沢たくするためなんかじゃ……」

「ワシは別に貴様らの善悪になど欠片かけらほども興味ない」

　キッパリと言い切ったロザリンドは、次いで俺のことを見る。

「レッカも情に流されるでない。そもそもお主がここへ来たのは悪を倒すためでも、正義のためでもないじゃろう？　テトラたちを助けるためじゃ」

「……ああ、そうだな」

　俺たちの目的はあくまでテトラたちの救出。その一点だ。

「けど、少し考えを改めないといけないかもな。あの大男のスクアーロってのは、もしかしたら悪い奴じゃないのかもしれない」

「あのなぁ、レッカ。だから情に流されるなと」

「そうじゃないって」

　再三に渡わたって忠告を与あたえようとしてくるロザリンドを遮さえぎり、俺は首を横に振る。

「根っからの悪人なら人ひと攫さらいだってするし、宝物を狙ねらって人を傷つけもするだろうさ。けど、スクアーロはそうじゃないかもしれねーんだろ？　なら、そこには理由があるはずだ」

　たとえば異世界の魔科学者カルト・グラフィモアが響を狙ったのは、彼の世界を救うためだった。悪人でない人間が悪事を働くのには、それ相応の理由がある。

「烈火クンの意見も一理あるかもなー。僕だって根は正直な善人だしよ」

「ラウールのやることは完全に出来心だろ」

「なはははは」

　笑って誤魔化しやがった。

「ふむ。まぁ、全面的に同意するわけではないが……どうじゃ、小娘？　お主にはお主の叔父貴とやらがベラノを襲い、『人にん魚ぎよ姫ひめの涙なみだ』を狙い、テトラたちをさらった理由について、心当たりはあるのかのう？」

「……分かんねぇ」

　そう答えるとファムは少し俯うつむいて、じゃれていた子供たちに向こうへ行くように促す。

「叔父貴が変わったのは一年くらい前からだ。急にたくさんお金つぎ込んで新しい船を造り始めたり、そのために襲しゆう撃げきの回数を増やしたりし始めたのは」

「そりゃさっきの話と少し違うな」

　ロザリンドも言っていたが、ベラノを襲った海かい賊ぞく艦かんも充分にいい船だ。みんなを食わせるために使うお金を、必要ない船の建造費に回して、挙句その船のために襲撃回数を増やすというのはおかしい気がする。

「ほかに変わったことは？」

「……昔の叔父貴なら、子供に刃やいばを向けるだなんてこと絶対にしなかった」

　ファムはチラっと俺の方を見る。

　そういえば竜宮城でスクアーロがロザリンドに襲いかかった時、彼かの女じよは驚いていたっけ。そのあと彼の攻こう撃げきから俺を庇かばったのも、もしかしたらそのためかもしれない。

　……そして。

「叔父貴はあたしの恩人なんだ……」

　話しながら、ファムの両目からポロポロと涙がこぼれ始めた。

「叔父貴はこの星にちゃんとした国を創つくるんだって言ってた。そのために荒れた土地を改良したり、子供たちの学校を造る計画を立てたりしてきた。海かい賊ぞく行こう為いはいずれ終わりにする、みんなが笑って暮らせるようになったら……って。あたしはその手伝いがしたくて！

なのに急に叔父貴の雰ふん囲い気きが変わって、シーガイストも段々おかしくなり始めて……ちくしょう！　こんなこと、お前らになんか、話したく、ないのに……！」

　最後の方は声を詰つまらせ、溢あふれ続ける涙を拭ぬぐいながら話していた。

　こんなこと強制的に話させるのは気が引けるが……もしかしたら、無理やりにでも吐はき出させてよかったのかもしれない。ひとりで胸の内に抱かかえておくにはツラい気持ちだ。

「……アール」

「ええ、そうですよ」

　小声で尋たずねた声にアールは頷く。何だかんだで察しのいいこの未来人は、俺が聞きたかったこと――「ファムが『ヒロイン』なのかどうか？」について、ちゃんと答えてくれたのだろう。

「そうか……よかった」

「？　よかったんですか？」

「ああ」

　ファムが『ヒロイン』なら、それは『波なみ乱だれ』の俺が彼女の『物語』を解決する力になれるってことだ。

　俺は泣きじゃくる彼女の頭にポンと手を置く。

「たくさん泣けよ。泣きやんだら、お前の叔父貴に会いに行こう。それで、何でベラノを襲って『人魚姫の涙』を奪ったり、テトラたちをさらったりしたのか聞くんだ」

「ん……だよ、いきなり。そんなことお前が聞いてどうすんだよ？」
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「さっき言っただろ。スクアーロがこんなことをしたのは、何か理由があるのかもしれない。その理由が分かれば、スクアーロが変わった理由も分かるかもしれないし、もっと別の解決策も見つけられるかもしれない。どれもただの可能性だけど、スクアーロが本当はお前の言う通りの奴なら、話してみる価値はある」

「レッカ。お主は……」

　ロザリンドが半ば諦あきらめた顔でため息をつく。

「ワリィ。俺おれはこういう奴なんだ」

　彼女はもう一度深いため息をついて、返事の代わりにした。

「おいおい烈火クンってば、まさか海かい賊ぞくたちの内部事情にまで手を出すつもり？」

　一方、つき合いの浅いラウールは驚きよう愕がくの表情で俺に詰め寄よってくる。

「やーめときなって。何で少年がそこまでする必要あるのさ？」

「つき合い切れないならそれでもいいぞ」

「……ハァ。乗りかかった船はあの世の渡し船ぶねだったか」

　ラウールはロザリンドの数倍大きなため息をつき、やってられないという風に空を見上げて顔を手で覆おおう。

「何なんだよ？　急にそんなこと言って……だいたい、お前らのことを信用するなんてできるわけが……！」

　ファムはまだ目め尻じりに涙を浮うかべたまま、疑いの眼まな差ざしを俺に向けてくる。

　敵対関係にある奴がいきなりこんなこと言い出したって、簡単には信じてもらえないよな。

「……ロザリンド。ファムの『魅了チヤーム』を解いてやってくれ」

「何？」

　ロザリンドが少し顔を顰しかめる。

「いいのかのう？　『魅了チヤーム』を解けば、その小娘は自由になるのじゃぞ。仲間を呼ばれれば、敵だらけのこの星でワシらに逃げ場ばはない」

「だとしても、意思の自由を奪っておいて信用してくれもないだろ？」

「……はぁ。――ほれ」

　ロザリンドは大きなため息をついたあと、ファムの目元を手で覆って何かをした。

「小娘。これでお主にかけた『魅了チヤーム』は解けた。逃げようと思えば、今すぐにでも逃げられるぞ」

「……」

　ファムはまだ疑った目をしながら、何歩か俺たちから離はなれてみる。自分の意思通りに体が動くのを確認すると、再び俺の方を見た。

「……」

　俺がファムを騙だますつもりなら、ここで『魅了チヤーム』を解かせるメリットはない。むしろデメリットばっかりだ。逆説的に、それが信しん頼らいの証あかしとなってくれればいいのだが……。

「お前、何がしたいんだよ」

　ファムがそう尋ねてきたので、

「子供を助けるくらいフツーにやらせろ」

　俺は笑って、そう答えておいた。







インターミッション２







　惑星ゲイル。

　海賊スクアーロ・ロウにさらわれたテトラ・レイン・シャーリーの三人は揃ってファクトリーに連れてこられていた。

「フーーー」

　マスクの下から重い呼気を吐き出すスクアーロは何も喋しやべらず、ただ黙だまってテトラたちを施設の奥おくへ奥へと連れていく。通路に書かれた文字によって、自分たちがラボエリアと呼ばれる方へ向かっていることだけはかろうじて分かった。

「……っ」

　テトラは不安な気持ちを押おし隠し、隣となりを歩くレインとシャーリーの手を握にぎっていた。

「……」

「……」

　当たり前のことだが、握ったふたりの手は震ふるえている。特にレインはテトラが握った手を握り返す力も入らない様子だ。かといって別にシャーリーが怯おびえていないわけでもない。

　テトラもまた、表に出さないよう努力しているだけで不安な気持ちは彼女たちと一緒だった。

　戦う力も逃げる力もこの三人には足りない。幸いにもここまでは無事だったが、もし暴力に訴えられればなす術がないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、です……。きっと、烈れつ火かさんが助けにきてくれるです」

　だから、テトラは少しでも希望を口にして、ふたりと自分を元気づけようとした。

「……けど、烈火は普通の人なんでしょ？　こんな海賊相手に……助けになんか来てくれるの？」

　表情を曇くもらせるシャーリーに対して、テトラはできるだけ強く頷うなずいた。

「烈火さんはとっても頼たよりになる方です」

「……信じてるのね。彼かれのこと」

「もちろんです」

「うらやましい……。私にはいないな、そんな人。助けてくれる人なんて……」

「大丈夫です。烈火さんはシャーリーさんのことだって、絶対に助けてくれるです」

「私も？」

「はいです」

　不思議なモノを見るような視線を返してきたシャーリーに、テトラは自信を持って答える。彼女の知る波なみ乱だれ烈火という少年は、こういう時に友達や仲間を見捨てるような人間じゃない。

「だから、レインさんも。元気出だして欲ほしいです。烈火さんが、きっと何とかしてくれるです」

「……」

　テトラはレインの方を振ふり返かえり同じことを言ったが、彼女からの返事はなかった。

　彼女はただひたすらに顔色を青くして、俯きながら機械的に歩いている。その表情は硬かたく、テトラの声すら聞こえていないようだった。

（怖こわいのは当然です、けど、何だか……？）

　レインが怯えているのは、なぜかテトラたちとは違う理由があるように思えた。

　そう思ったのは彼女の表情が原因だ。怯えは怯えでも、突とつ然ぜんの暴力にさらされた不安と恐きよう怖ふというより――まるで、罪を裁かれる前の罪人のように見えた。

「レインさッ!?」

　テトラがもう一度彼かの女じよを呼ぼうとした時、急にスクアーロが立ち止まる。

「フーーー」

　海賊の大男は振り返り、恐おそろしい目で彼女たちを見下ろすと、すぐ傍そばの部屋の扉とびらを開け、その中にテトラとレインを放ほうり込んだ。

「きゃんっ！」

　あまりにも乱暴に投げ入れられたので、テトラは床ゆかに肩かたをぶつけてしまう。

「ツッ……！　レインさん、大丈夫です？」

「だ、大丈夫です……」

　テトラの隣で同じように倒たおれているレインに声をかけると、弱々しい返事が返ってきた。

　そんな彼女たちの背後で、扉が音を立てて閉まる。

「シャーリーさん!!」

　部屋の中は暗かったが、テトラには関係ない。猫ねこのように光る目でまっすぐ扉へと駆かけ寄った彼女は扉の向こうへ大声で呼びかけるが、相手からの返事はなかった。

　シャーリーだけ別の場所へ連れていかれたのだろうか？　でもどうして？

　部屋の扉は分厚く、廊ろう下かの足音を聞くこともできなかったので、テトラに彼女がどうなったのか知る術は残されていなかった。

「シャーリーさん!!」

　悲痛なテトラの叫さけび声ごえだけが、むなしく暗い部屋の中に響ひびき渡り続ける。




　　　　　▽




　惑星ベラノでは、海賊たちの襲撃からもうすぐ三時間が経過しようとしている。

　人魚や観光客たちの被ひ害がいは意外にも軽けい微びであったが、街を守ろうと戦った自警団には多くの重軽傷者が出てしまった。竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街の治ち療りよう所しよはすでに満まん杯ぱいで、広い部屋の多い竜りゆう宮ぐう城じようがケガ人を寝ねかせる場所として開放されていた。

「皐さ月つき！　こっちの人の治ち癒ゆをお願い！」

「分かりました！」

「ハリッサちゃん！　そっちもお願い！」

「わわ分かったべ！」

　竜宮城の中でケガ人の治ち療りように当たる人々の中に、皐月やハリッサの姿もあった。彼女たちの魔ま法ほうや魔ま術じゆつによる治癒能力は、宇宙の医い療りよう技術に引けを取らない物だったため、部屋のあちこちを走り回り、特に重じゆう症しよう者しやの治療を任されていた。

「スズラン。そっちの脚あしを押さえてくれ」

「分かりました」

　響ひびきやスズランといった応急処置の心得がある者は医者の手伝いをしている。

「つみきー。お湯もっとこっち持ってきて！」

「イリスさんタオル重ねすぎ！　前見えないから！」

　そういった心得のないイリスとつみきも、タオルやお湯を運ぶ役を積極的に買って出ていた。

　そうして彼女たちが汗あせだくになった甲か斐いもあってか、やがて全すべてのケガ人の治療が終わり、ひと段落が着いた。

「あ～～～、アタシでもさすがに疲つかれたわ」

　ドッと床の上に倒れながら、イリスは思いっきり深呼吸した。ほかの仲間たちも、だいたいが彼女と同じ様子である。

「ウ、ウチも魔ま力りよくを使い果たしました……」

「でも、運ばれた人はみんな助かってよかったわ」

　特に疲ひ労ろうの濃こい皐月とハリッサは背中合わせに座すわり、ぐったりとしている。

「……しかし、思っていたより街の被害が少ないな」

　少し呼吸を整えた響が、治療をしながら気がついた疑問を口にした。ケガ人が少ないのはいいこと――だが、ほかにも同じ疑問を持った者はいたようだった。

「烈火は電話で海賊たちの狙いは『人魚姫の涙』かもしれない、って言ったけど」

「なら、街の方で暴れていたのは陽動だったのかもな。だから真っ先に逃にげた観光客に被害は少なく、立ち向かっていった自警団にケガ人が続出したんだろう」

　イリスと響は意見を交かわし、情報を整理する。

「確かに街の被害の少なさを考えると陽動である可能性が高そうですね。では、やはり海賊の目的は『人魚姫の涙』なのでしょうか？」

　スズランがふたりの会話を聞いて、次の意見を述べる。

「イリスはその『人魚姫の涙』のこと、何か知らないのか？」と響。

「え～？　何でアタシが知ってるのよ？」

「何でも何も、この中で宇宙人はキミだけだろ。宇宙で流れてる噂を知ってるとすればキミしかいない」

「う～ん、そう言われてもアタシはそんな噂も聞いたことないし……。それに分からないことがあるなら、皐月に調べてもらえばいいじゃない」

　イリスの発言でその場の視線が皐月に集まるが、彼女はぐったりとして、

「ごめんなさい。魔力が切れちゃったから、あと何時間か回復してからでないと魔法は使えないの」

「そっか～」

　魔法のことはイリスにはよく分からないが、今の今まで人を助けるために駆けずり回まわっていたのだ。回復が必要と言うなら、その通りなのだろう。

「ていうか、人魚の宝物ならレインのお母さんに聞けばいいじゃない。女王なんでしょ？」

　つみきがもっともな意見を出すが、これにイリスと響は首を横に振る。

「それがダメなのよね～」

「何でよ？」とつみきは聞き返す。

「その女王が行方不明なんだ」

「ふぇ？」

　つみきは怪け訝げんな表情を浮かべる。

　竜宮城へのケガ人の受け入れや街全体への指示を出してもらうため、すでにイリスと響のふたりは最上階にいるはずの女王の許もとを訪ねていた。しかし、辿たどり着ついた最上階に人ひと影かげは皆かい無むで、女王の姿は影かげも形もなかったのだ。

「女王がいないって、それってどういうことよ？」

「分かんない。あの時レインたちと女王を助けに行ったはずの烈火も、電話では口を濁にごしてたし。女王もテトラたちと一いつ緒しよにさらわれたなら、言ってくれたと思うんだけど」

「もしくは、女王だけは烈火たちのあずかり知らぬところでさらわれたのかもしれないが」

　響がそれなりにあり得そうなことを口にするが、推測の域を出なかった。

　話せることがなくなり、少し場の空気が重くなる。未いまだに状じよう況きようは改善しておらず、そういう時に何もすることがないというのは無用に心をざわめかせる。

「……うんっ、よし。アタシちょっと地上に行ってくるわ」

　場の空気を変えたくて、イリスはあえて元気よく宣言して立ち上がった。

「地上へ何しに行くんだ？」

「エスタシオンの軍が来てないか確かく認にんしてくるのよ。ちょっと遅おそいし」

「そうか。ならボクも行こう」

　響も立ち上がり、イリスと一緒に行くことになった。ほかのみんなは立ち上がる元気がないらしく、ひとまずふたりだけで地上へと向かう。

「……まだ来てないみたいだな」

　夜空を見上げながら響は呟つぶやく。

「おかしいわねー。あの星に配備されてる軍ぐん艦かんなら、とっくの昔に着いててもおかしくないのに」

　イリスは小首を傾かしげながら周囲を見み渡わたし――ふと海岸線にうずくまる人影を見つける。

「マーレさん？」

「……!?」

　声をかけられたレインの侍じ女じよは、ハッと顔を上げてイリスと響を見た。

　その顔は明らかに海水ではない物で濡ぬれていて、何があったのかとイリスは慌あわてる。

「だ、大丈夫？　どこかケガ……それとも、海賊に何かされたの？」

「違ちがうんです……私、私は――」

　再び涙るい腺せんを決けつ壊かいさせたマーレが口にしたのは、懺ざん悔げの言葉だった。

　彼女は海賊たちに娘むすめを人ひと質じちに取られていたらしい。

　そして、娘を無事に返す条件に、海賊たちに協力させられた。

　即すなわち海底ドームの排はい水すい路ろから彼らが侵しん入にゆうする手助けを……。

　結果、街は破は壊かいされ、多数の負傷者が出た。さらに女王ミューズ、その娘レインは安否すら分からない。

「それも全部、私のせいなんです……」

　その告白を聞いたイリスは、昼間に彼女を助けた時のことを思い出した。あの時彼女の腕うでを掴つかんでいた男たちは例の海賊たちだったのだ。

「悪いのは全部海賊たちよ。だから、そんなに自分を責めないで」

　さめざめと泣き続けるマーレの肩にそっと手を置きつつ、イリスは海賊たちに対する怒いかりで胸がいっぱいだった。

（子供を人質に取るなんて許せない！　烈火、あんな奴やつら全員ブッ飛ばしちゃっていいからね！）

　彼女は海賊たちのあとを追った烈火のことを思おもい浮かべ、この怒りやマーレの心の痛みの分も彼が晴らしてくれることを強く願う。

　ザザアーーーーザンッ！　ザザアーーー……

　昼間よりも荒あれた海の波が、彼女たちの足元を濡らした。







第三章　誰だれが何を変えたのか？







　ファクトリーに到とう着ちやくした俺たちはあまり怪あやしまれないように、やはりファムを先頭にして、行き交う海賊たちの合間を縫ぬうように歩いていた。

「なんか全員まじめに働いてるって感じだな。忙いそがしそうだ」

「たぶん、新造艦かんの作業の大おお詰づめだからみんなドックの方に出入りしてるんだ。それにひと仕事終えた直後はボディのメンテナンスもあるから、ラボの方も混雑してると思うぞ」

　今が一番忙しいタイミングってわけか。まぁ誰も彼も仕事を抱えて早足で歩いていくので、俺たちのことを気にする奴もいなくて助かる。

「それじゃ、僕ぼくは予定通り脱だつ出しゆつ用の船でも探してくるかな」

「ああ、それはいいけど……」

『ファムの物語』のこともあるし、もう早さつ急きゆうに脱出する気はないんだが……万が一の時の備えっていうのは必要か。

「じゃあ行ってくるわ」

　ラウールは無む駄だなウインクひとつ寄よ越こしてから、どこかへと行ってしまった。

　残された俺たち三人は作戦会議をする。

「さて、ではワシらはまずどこへ向かおうかのう？」

「そうだなぁ、スクアーロと話をするにしても人質を取られたままじゃやりづらい。先にテトラたちを探しておくか」

「それなら、たぶん独どく房ぼうだ」

　ファムがそう断言したので、俺は彼かの女じよに案内を任せてあとをついていく。

「この星に警察はまだないから、居住地で諍いさかいを起こした奴や仕事中にやりすぎた奴は独房に入れられるんだ」

「へぇー」

「あといたずらした子供もたまに入れられたりする」

「……独房というか、反省室じゃのう」

　やや呆あきれ気ぎ味みにロザリンドが肩を竦すくめる。

　ともあれ、テトラたちがファクトリーに連れてこられているなら、そこに閉じ込められている可能性が高い。

　俺おれたちはなるべくめだたないように独房と呼ばれる部屋の扉の前まで来た。どうもあまり人の来ないエリアらしく、辺りに人影はない。

「見た感じ、フツーの部屋っぽいな。牢ろう屋やとかじゃないんだ？」

「あたしらは同じ船に乗る家族なんだ。家族を檻おりになんか閉じ込めないだろ。この部屋の扉は外からしか開かないし、それで充じゆう分ぶんなんだ」

　そう言うとファムは扉のパネルを操作する。

　ガシャンッと意外に重たい音がして鍵かぎが開くと、独房の分厚い扉が開いた。なるほど。確かに檻なんかじゃなくても、これなら内側から外になんて出られないわな。

　独房の中は照明がなく、とてつもなく暗かった。この暗い場所に閉じ込めるっていうのも罰ばつの一部なんだろう。

　そんな真っ暗な部屋の中央で、一いつ対ついの丸い光がこちらを向いた――暗がりで光るテトラの両目だ。

「テトラ」

「烈れつ火か、さん……」

　俺の声を聞いたテトラは暗くら闇やみの中でもぞりと動いた。

　廊下から差した光のおかげで、彼女がレインと身を寄せ合って床にうずくまっているのが分かる。若じやつ干かん遅おくれてレインの方ものろのろと顔を上げ、俺たちを見上げた。

「烈火さん……その格好は？」

「ちょっと侵入用に変装をな。テトラ。レイン。無事でよかった」

「はい……信じてたです。来てくれるって……」

　テトラはレインに肩を貸し、ゆっくりとふたりして立ち上がる。

「ほら、レインさん。烈火さんたちが来てくれたです。もう大丈夫です」

「……」

　レインは何も言わずに俯うつむいている。

「どうした？　どこかケガしてるのか？」

「いえ……そういうわけでは、ないんですが……」

　こちらの問いかけにもレインはやや曖あい昧まいに返す。

「？　そうだ、シャーリーは？」

　さらわれたもうひとりの少女の姿だけここにない。

「シャーリーさんは別のどこかに連れていかれたです」

「何だって!?　どうして？」

「分からないです。テトラたちは全員大きな男の人にさらわれたですが、テトラとレインさんだけこの部屋に閉じ込められて、シャーリーさんはそのままどこかへ……」

「その大男ってのは、たぶん船長のスクアーロのことだな……」

　監かん禁きん場所を別々にしたってことは、何かシャーリーにだけ特別な用があるのか……？　いや、どの道スクアーロに連れていかれたというなら……。

「テトラ、それにレイン。俺は今からスクアーロのところに行ってくる」

「シャーリーさんを助けにです？　それならテトラも一緒に行くです！」

「待ってくれ。確かにシャーリーを助けるのも目的のひとつだけど、もうひとつ――俺はスクアーロと話し合いに行くつもりなんだ」

「「えっ!?」」

　俺の言葉にふたりとも驚おどろく。

「な、なぜですか？」

　特にレインの方は驚きが大きかったらしく、全身を小刻みに震わせている。

「ファムの、って言ってもふたりは知らないか。こっちの海かい賊ぞくの女の子が言うには、スクアーロはどうも一年前くらいからおかしくなり始めたらしいんだ。本当は……あんなことする奴じゃないって」

　説明の途と中ちゆうで俺は言葉を濁した。

　俺は今『ファムの物語』を救うためにスクアーロのところへ行こうとしているが、レインにとって彼は母親の仇かたきなのだ。

「もし、何かがスクアーロを変えてしまったっていうんなら、俺はそれをどうにかしたいと思ってる。だから、その……レインがツラくなければ、教えて欲しいことがあるんだ」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、俺は彼女の顔色を窺うかがう。

「……何でしょうか？」

　ある意味で母親の仇を助けに行きたいと言っている俺に対し、怒りを向けるでもなく嫌けん悪お感を見せるでもなく、レインは弱々しい瞳ひとみでこちらを見つめ返してくる。

「……マーマンっていったい何なんだ？」

「……！」

　俺の問いに、彼女はまた下を向いてしまった。

　テトラがオロオロと俺と彼女の顔を交こう互ごに見やる。

　……やっぱり、無神経な質問だったのだろうか？　竜宮城の最上階でスクアーロのマスクが割れて素す顔がおが見えた時、レインは「マーマン」という単語を口走っていた。もしかしたら何か知っているのかも……と、思ったのだが。

「いや、言いづらいことならいいんだ。別に言わなくても」

「マーマン、は……」

　慌てて取とり繕つくろう俺の声を遮さえぎり、レインは重たい口を開く。その声は無理やり絞しぼり出したように硬かった。

「マーマンは……元は、私たちの星に住んでいた人魚族の同族ですわ」

「……人魚の同族？　あいつが？」

　意外な事実に俺たちは面喰くらう。

　じゃあスクアーロはその昔惑星ベラノに住んでいたのか？　何で？

「ちょっと待ってくれ。じゃあ、あいつは故郷の星を襲おそったのか？　何で？」

「それは『マーマン排はい斥せき』という、ベラノの歴史が関係していますわ……」

「『マーマン排斥』？」

　レインの話によると、『マーマン排斥』というのは一種の隔かく離り政策らしかった。

　その昔、ベラノがまだ大銀河連れん邦ぽうに発見されて間もない頃ころ、おびただしい数の異星人がやってきた。そして、多くの人魚たちが人ひと攫さらいによってさらわれていったらしい。海の中で平和に暮らしてきた人魚には、外宇宙からやってくる邪よこしまな連中を撃げき退たいする術を持っていなかったそうだ。

「星を守るため、ベラノは大銀河連邦の中でも発言力のあるエスタシオンに助けを求めました。エスタシオンがベラノを属星として保護する条件として出だしたのが、『マーマン排斥』政策……つまり、マーマン族をベラノから追い出すことです」

「……何だよそれ？　追い出しちゃったら、そんなの保護にならないじゃないか」

「エスタシオンがベラノを保護したのは、あの星を連邦有数の観光地として利益を得るためだったのです。人魚族の外見は、たくさんの人を集めるのに役立ちますから」

　ほとんど自じ嘲ちよう気味にレインは呟いた。

「でも、それとマーマンを追い出すのに何の関係が？」

「忘れたのかレッカ。あの大男の醜みにくい外見を」

「……！」

「マーマン族とやらがみな一様にああなのかどうかは知らぬが、もしそうであるならば人魚の美び貌ぼうで金かね儲もうけを企たくらむ奴らにとって邪じや魔まかもしれぬのう」

　ロザリンドが口にした推測を、レインは俯いたまま否定しなかった。

「……『マーマン排斥』はエスタシオン主導で行われましたが、私の母もそれに協力しました……今から五十年ほど前の出来事です」

　レインの母親も関かかわってたのか……だから、こんなに苦しそうに……。

「……なんだよ、それ。だったら、叔お父じ貴きは被ひ害がい者しやじゃないか！」

　ファムは叫さけび、レインを睨にらみつける。人魚の王女は身を縮こまらせ、泣きそうな声で「ごめんなさい」と言った。

「つまり……スクアーロの目的は、自分たちを追放した人魚族に対する復ふく讐しゆうなのか？」

「おそらく、そうでしょう。あの方は『人にん魚ぎよ姫ひめの涙なみだ』も奪うばって行きましたから」

「？　あの海色の宝石のことか？」

　竜宮城で、スクアーロが握にぎっていた海色の宝石のことを思い出す。

「はい。ですが、『人魚姫の涙』はただの宝石ではありません。あれは……ベラノの星全体の天候を操あやつることのできる不思議な力を秘ひめているのです」

「て、天候を!?」

　何だそのとんでもない力！

「かつてベラノの海は今のように穏おだやかではなく、嵐あらしや津つ波なみの絶えない悪天の星で、人魚やマーマンも苦しい生活を送っていたそうです。初代の人魚姫様はそんな一族の生活を憂うれい、神様に請こうて授さずけていただいたのが『人魚姫の涙』だったと伝えられています。それ以来ベラノの天候は常とこ夏なつの穏やかな物になり、『人魚姫の涙』は代々人魚姫の一族とマーマン族の王が管理し、秘密を守ってきました」

「マーマン族の……王？　じゃあ、スクアーロは……？」

「はい。逆説的にですが、『人魚姫の涙』のことを知っていたということは、あの方はマーマン族の王族だったのでしょう。スクアーロというお名前は偽名かと……」

　あのスクアーロがマーマン族の元王だって言うのか……。

　衝撃の事実だが、今は脇に置いておく。もうひとつ、聞かなくちゃいけないことがあるからだ。

「もし、『人魚姫の涙』がなくなったら……どうなるんだ？」

「……ベラノは、元の悪天の星に戻もどるでしょう。人魚族は弱い生き物ですから、環かん境きようの大きな変化にほとんど耐たえられません。子供は、特に」

　レインの話に、俺たちはみんなショックを受ける。

「そんな……叔父貴が、そんなこと」

「ファム」

　俺は足元をよろめかせたファムの肩かたを支える。彼女はいつものように振ふり払はらったりせず、ただ俺に寄りかかっていた。

　今回のベラノ襲しゆう撃げきはスクアーロの発案であり、その目的は『人魚姫の涙』にあったと彼女は話していた。ということは、彼かれは最初から人魚族を滅ほろぼすためにベラノを襲ったということになるが――

「……信じるんだ」

「え？」

「お前の叔父貴は、そんなことしないんだろ？」

　――あくまでそれが本当にスクアーロの意思ならばの話だ。

　何か違う目的があるのかもしれない。何か大きな事情があるのかもしれない。こんな考え方は希望的観測過ぎると言われたらそれまでだろう。でも。

「ファムがスクアーロを信じるなら、俺はスクアーロを信じるファムを信じて、ギリギリまで頑がん張ばってみるよ。それでも……もし万が一、スクアーロの目的が本当に復讐だったなら、力を合わせてそれを止めよう。ファムの力がなけりゃ、それはできないことなんだ」

「……あたしの？」

「そうさ。俺はスクアーロの一面しか知らない。でもファムはあいつが弱い奴や子供たちを助けられる立派な人間なんだって知ってるんだろ？　スクアーロを説得できるのは、あいつの裏表両方を知ってるお前しかいないんだ。だから、力を貸してくれ」

　そう言って、俺はファムに手を差し出す。

　彼女は一いつ瞬しゆんこちらの手を握ろうとして、パシンッとはたき落とした。

「ふんっ！　軟なん弱じやくヤローがカッコつけんな！　あたしはあたしで、叔父貴に本当のことを聞き出すんだ！」

「まっ、それでもいいさ」

　俺は苦笑いして手を引っ込めた。

「……レイン」

　表情を引ひき締しめ直した俺は沈ちん痛つうな面おも持もちの少女の名前を呼ぶ。

「……悪かった。母親が死んだばっかりだってのに、傷口に塩を塗ぬるような質問をして」

「いえ……事実は、事実ですから。マーマンの方がお母様を憎にくむのも当然だと……そう思います」

　レインは下を向いて「でも……」と震ふるえる唇くちびるから漏もらす。

　何か……俺が彼女にしてやれることはないのか？　彼女は『ヒロイン』で、俺は『波なみ乱だれの血』を引いてるんだろ？　こんな泣きそうな顔をさせたままで、『レインの物語』がハッピーエンドになるわけないじゃないか。

「レッカ。あまりここでぐずぐずと時間を潰つぶしてもいられぬぞ」

「あ、ああ」

　あれこれ悩なやんでいる間にも時間は刻一刻と経たってしまう。まだシャーリーの無事も確認していないし、ロザリンドの言う通りずっとこうしてるわけにも……。

「あの……烈火さん」

　その時、レインが顔を上げて、か細い声で俺を呼ぶ。

「何だ？」

「えっと……私も、スクアーロ様のところへ連れていってもらえませんか？」

「え？」

「会って、お話がしたいんです。何を話せばいいのか、分かりませんけど……でも」

　声も肩も震わせながら、レインはそう言って頭を下げてきた。

「……」

　アールはレインが『ヒロイン』になったタイミング的に、「囚とらわれのお姫ひめ様さまを助け出す物語」じゃないかと『レインの物語』のあらすじを推測した。

　だが、『レインの物語』の「幸せな結末」っていうのは、当然「レインが望む結末」とイコールだ。目の前の彼女は心底怯おびえながらも、逃にげるよりも話すことを望んでいる……母親の仇である相手と。

　彼女はただ助かること以上に、もっと別の結末を求めてる。

「――分かった。一緒に行こう」

　だったら俺はそれに手を貸すだけだ。

　さて、問題はスクアーロとシャーリーがどこにいるかだけど……。

「ファムはふたりの居場所に何か心当たりないか？」

「叔父貴は普ふ段だん船長室にいるけど、そのシャーリーって女を連れてどこへ行ったのかはちょっと分かんない」

「そっか……」

　この施し設せつのどこかにいるはずだが、しらみ潰しに探すしかないか……？

「おう、ファムじゃねーか。何してんだこんなところで？」

「「「「「ッ!?」」」」」

　心臓が飛び出るかと思った！

　みな一様にドキリとした俺たちは恐おそる恐る扉とびらの方を振り向むいた。外からしか開けられない扉なので開けっ放しにしといたのだ。スライド式だから前を通りがからない限り見つからないと思ったのだが、どうやら運悪く見つかってしまったらしい。

「ロザ――」

　俺が名前を言い切る前に、ロザリンドは素す早ばやく行動していた。

「―――」

　一瞬で海賊の男との距きよ離りを詰つめると、その目を覗のぞき込んで『魅了チヤーム』をかける。瞬しゆん間かん、男の頭はかくんと折れて、茫ぼう洋ようとした表情になった。

「ふぅ、危なかったのう」

　ロザリンドはそう言いながら男を独房の中に引っ張り込み、廊ろう下かから見えないようにする。

「まぁちょうどよい。スクアーロの居場所を知らぬか訊きいてみるとしよう」

　そうして彼女は操り人にん形ぎようとなった男にいくつかの質問をした。




　　　　　▽




　海賊の男を独房に閉じ込めたあと、俺たちはラボエリアの廊下を進み、エリア最さい奥おうの部屋を目指していた。スクアーロはそこにシャーリーを連れていったらしい。

　俺たちはレインとテトラを囲むようにして最奥の部屋へ向かったが、途中ですれ違った海賊たちに何度か不審がられてしまった。海賊艦で移動中、スクアーロは彼女たちを常に傍に置いて監視していたらしく、そのため多くの海賊たちがふたりの容姿を覚えていたのだ。

「ラウールに変装道具でも借りておくんだったなぁ……」

「レッカでは化粧道具があっても上手く使えんであろ」

「にしても、せめてカツラと外套だけでもさ」

　特にレインのピンク色の髪はめだちすぎると言うか、彼女の美貌は一度見たら男はそれを忘れられないみたいだし。

　おかげで疑われる度にロザリンドの『魅了チヤーム』に頼らざるを得なかった。それでいちおうその場は誤魔化しきれるのだが……。

「……ふむ。少々力を使いすぎておるのう」

　力の残量を懸念する呟きをロザリンドは漏らす。

　ロザリンドの消しよう耗もうという一いち抹まつの不安を抱かかえながら、俺たちは何とかラボエリアの一番奥おくの部屋に辿たどり着ついた。周囲にほかの部屋はなく、廊下にいるのは俺たちだけだった。

「ホントにほかの部屋から離はなれてんだな。ここって何のための部屋なんだ？」

「一年くらい前にウチに流れのサイボーグ技師が来て、そいつのために叔父貴が造ってやった部屋なんだ。みんなそいつにサイボーグボディを強化してもらったんだけど、最近また別の場所に流れていっちゃって、今では誰も使ってない」

「ふーん。そういやラウールもそんなこと言ってたような……」

　その「凄すご腕うでのサイボーグ技師」に武装を強化してもらってから、シーガイストは軍の補ほ給きゆう艦かんまで襲うようになったって。専用の部屋まで用意されていたみたいだし、相当な高待遇を受けていたみたいだ。

「ファムもそのサイボーグ技師に腕うでのブレードつけてもらったのか？」

「違ちがうよ。あいつの扱あつかってたサイボーグボディは脳波受信タイプの精密機械だったから、グレムリンのあたしはその手術が受けられなかったんだ。あたしの腕はこの手の甲こうのスイッチを押おすとブレードになる単純な構造なんだよ」

　言われてみれば精密機械を無意識に壊こわしてしまうファムの能力と、サイボーグボディってメチャクチャ相あい性しよう悪いよなぁ。額当てで電磁波を抑おさえればある程度は平気なんだろうけど。

「お主らなるべく固まっておれよ。もしもの時に人ひと質じちに取られでもしたら厄やつ介かい極きわまりないからのう」

　ロザリンドの注意にファム以外のみんなで頷うなずく。もちろん俺も。

「開けるぞ」

　俺はひとつ深呼吸をしてから、最奥の部屋のドアを開けた。

　そこは俺には何に使うのかも分からない機械がたくさんある部屋だった。ただ何となく雰ふん囲い気き的に「手術室」というイメージがしっくりくる。

「フーーー」

「……」

　部屋の中には三つの人ひと影かげがあった。巨きよ大だいな影かげのスクアーロと、その秘書である無口な女――ファムの話ではアンドロイドらしい――と、それからもうひとり。

「テトラに、レイン？　どうしてここに」

　少し呆ほうけた顔をしたシャーリーは目を丸くしてこちらを見ていた。状じよう況きようが呑のみ込めていないようだ。

「叔父貴……」

「ファムさん。止まってください」

　スクアーロに近づこうとしたファムを秘書が制止する。

「なぜ独どく房ぼうに入れておいたふたりをここへ連れてきたのですか？　そのほかの方々も私のデータベースには登録されておりません。シーガイストのメンバーではありませんね？」

　秘書がファムを見て冷静に尋たずねてくる。しかも一瞬で俺たちが部外者であると見破った。アンドロイドだけあって海賊全員の身体的特とく徴ちようを記き憶おくしているのかもしれない。

　どう誤魔化す……いや、俺たちはスクアーロたちと話をしに来たんだ。変装したままじゃ話しづらい。先にシャーリーの身の安全を確保したかったが、もう警けい戒かいされてしまっているだろうし。

　俺は外套を脱ぬぎ、それで顔を拭ぬぐって化粧を落とした。ロザリンドも同じようにする。

「れ、烈火!?」

　シャーリーは正体を現した俺の顔を見て目を丸くする。

「な、何でこんなところに？」

「みんなを助けに来た」

　少ない言葉でそう答えると、シャーリーはますます面喰らった顔をする。意外というか、予想すらしていなかったという表情だ。

　いったい彼かの女じよがここで何をさせられていたのか知らないが、助けが来たということが伝わって少しは安心させられただろうか？

「叔父貴……」

「ファムさん。止まって、この状況を説明してください」

　スクアーロに近づこうとするファムを秘書が再度制止する。

「あたしは叔父貴に話があるんだ。あんたは黙だまっててよ」

　秘書の制止を無視し、ファムはさらにスクアーロに近づく。

「叔父貴。あたし、そこの人魚から聞いたんだ。叔父貴が昔ベラノから追い出されたって話。それに今回の襲撃計画で、叔父貴が奪った『人魚姫の涙』っていうのが、ないとベラノを滅ぼすような物だってことも」

「フーーー」

　ファムの声に、スクアーロは何の反応も返さず黙って彼女を見返した。

「なぁ……叔父貴がベラノを襲ったのは復讐のためなのかよ？　……だったら、そんなことやめてくれ。たくさん、たくさん子供が死ぬんだ！　叔父貴の気持ちだって分からなくもないけどさぁ……嫌いやなんだよっ！　あたしを助けてくれた叔父貴が、罪もない子供を殺すなんて！」

　言葉を紡つむぐ度に、ファムは一歩ずつスクアーロに近づいていった。彼女の悲痛にさえ聞こえる声が、少しでも大好きな「叔父貴」に届くように。

「フーーー」

　しかし、スクアーロのマスクの下から吐はき出されるのは、無機質な呼吸音ばかり。彼は何も言おうとしない。

　……って、いくら何でもおかしくないか？

　どうしてスクアーロは何も言わないんだ？　彼女の質問に答えるなり、弁解するなり――ここまで言われたなら何らかの反応をするのがフツーなんじゃないか？

「――ファムさん。つまりあなたはその方々を手引きし、独房から勝手にそのふたりを解放し、シーガイストを裏切ったというわけですね」

　秘書の口から出た「裏切り」という単語に、ファムがビクリと反応する。

「ちっ、違う！　叔父貴、あたしはそんなつもりじゃ……！」

「船長。これは明確な裏切りです。処分を」

「フーーー」

　ふたりの声は同時にスクアーロに届き、それに対する答えは――振り上あげられたブレードによって返された。

「そんな……」

「ロザリンド！」

「チッ！」

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしているファムを俺おれが駆かけ寄よって腕を引っ張り、振り下おろされたブレードをロザリンドが右みぎ腕うでを狼おおかみに変えて牙きばで受け止めるが、体勢が悪い！

　ガキンッ

　激しい金属音がして、ブレードの刃はがファムの額当てにぶつかった。

「あぐっ！」

　ファムが悲鳴を上げ、額当ての隙すき間まから血が流れる。

　今の一いち撃げき……まさか本気で!?

「スクアーロ！　テメェ、ファムは家族なんじゃねぇのか？　何で家族を殺そうとしやがった!?」

「フーーー」

　完全に問答無用かよ！

「レッカ！　その小こ娘むすめを下げろ。邪魔じゃ！」

　ロザリンドが叫び、牙を剥むいてスクアーロに向かっていく。

　クソッ！　説得に失敗する可能性だってそりゃあったけど、ここまで容よう赦しやなしとは思わなかった。

「「烈火さん！」」

　テトラとレインが叫び、俺の方に駆け寄ってこようとする。

「ふたりとも部屋を出るんだ！　シャーリーもこっちに！」

　俺はふたりを制止し、突とつ然ぜんの事態にオロオロしているシャーリーにも声をかける。

　しかし。

　ガシャンッ！　ガシャンッ！　ガシャンッ！

「ンな!?」

　唐とう突とつに扉に三重のシャッターが下り、外へ出る道が完全にふさがれた。

「クッ！」

　見れば、スクアーロから離れた秘書が壁かべのパネルのような物を操作してる。

　ここから俺たちを逃がさないつもりか！

「シャーリー！　部屋の奥に避ひ難なんしてるんだ！」

「わ、分かったわ！」

　シャーリーは俺の指示に大声で返事をして、慌あわてて部屋の奥へと退たい避ひする。

　俺の方も呆然自失としているファムを部屋の隅すみへ連れていこうとするが、その途と中ちゆうで彼女が正気に目覚めて暴れ出した。

「お、おい！」

「放せ！　放せよ！」

　ファムは俺の腕を振り解ほどき、そのままスクアーロとロザリンドが戦っているところへ乱入しようとする。

「危ねぇファム！　今はダメだ！」

　すんでのところで再び彼女の腕を掴んだ俺は、今度は必死に引き留める。

「何がダメなんだよ！　叔父貴は叔父貴だ！　あたしの叔父貴だ！」

　駄だ々だをこねるように怒ど鳴なり返し、彼女は俺の手を振り払おうと暴れ、脚あしを何度も蹴けっ飛ばしてくる。だが、さすがに離すわけにはいかない。

「叔父貴！　どうして何も答えてくれないんだよ！」

　俺に手を掴まれたまま、ファムはスクアーロに向かってありったけの声を張り上げる。

　だが、やはり大男は答えない。

　ここまで来ると、ファム本人でなくたって聞きたくなる。何でスクアーロは彼女の声に答えようともしない!?

　答える気がないのか、それとも……それとも？

　……答えたくても、答えられない？

「―――」

　待てよ。何だっけ……これと似た状況を俺は知ってる。

「レッカ！　そんな中ちゆう途と半はん端ぱなところにおるでない！　巻き込まれるぞ！」

　その時、ロザリンドがこちらを振り返かえって――

「……お前だぁ！」

「何がじゃ!?」

　――俺は心当たりを完全に思い出だした。

　そうだ。この状況――決して軽い仲ではないはずの相手なのに、こちらの呼びかけのことごとくが無視される――ロザリンドの『魅了チヤーム』で操あやつられていたイリスやリアにそっくりなんだ。

　新造艦かんの開発に大金を使う、子供を攻こう撃げきする、ファムの言っていた「普段ならあり得ない行動の数々」もそれで説明がつく。

　仮に、仮にだ。スクアーロが操られているんだとしたら、それは〝誰だれ〟に操られてる？

　今、スクアーロをロザリンドと戦わせているのは〝誰〟だ？

「ファム。確か、スクアーロがおかしくなり始めたのは一年前だったな？」

「何だよこんな時に！」

「いいから答えてくれ！　大事なことなんだ」

「ああ、一年前だよ！　それがどうしたんだ？」

「じゃああの秘書がスクアーロにつきっきりになり始めたのは!?」

　俺は戦いから離れた場所に佇たたずんでいるアンドロイドの秘書を指差す。

「それは……一年前からだけど」

「―――ッ！」

　符ふ合ごうが合がつ致ちした瞬間、俺はファムをテトラたちに預けて、全力で駆け出した。

「……」

　秘書の無感動な目が俺を捉とらえる。

　彼女が黒幕だって確証はない……ッ！

　だけど、様々な情報がクロである可能性を示している。

　俺は立ち止まり、スタン銃じゆうの銃じゆう口こうを彼女に向けた。

「……アンタがスクアーロを操ってんのか？」

「何のことですか？」

　完全無欠のポーカーフェイスでとぼけられた。さすがアンドロイド。

　スタン銃なら死にはしない……ッ！　もしこの秘書が本当にスクアーロを操っているなら、気絶さえさせてしまえば新しい命令も出せなくなるはずだ。そうなれば、いくらでも確かめる方法はある！

「ワリィけど、ちっと眠ねむってくれ！」

　謝りながら俺はトリガーを引く――が。

「お断りします」

　イッ!?　電でん撃げきの弾たまを避よけた。どんな超ちよう反はん応のうだよ！

　アンドロイドの身体能力は見た目によらないってことか。

　その時、巨大な影が天てん井じようの明かりを遮さえぎる。

「フーーー」

　スクアーロがブレードを構え、俺の間近に迫せまっていた。

　避けられねぇ！――そう本気で思った時。

「やめてぇ！」

　絶ぜつ叫きようとともにファムの額当てが砕くだけ、彼女を中心とした球状の空間が一いつ瞬しゆんゆがんだ。

　部屋の奥と隅へ避難していた少女たち以外の全員が、その球の中に取り込まれ――瞬間、凄すさまじい頭痛が俺を襲おそった。

「おグッ!?」

　こ、れは……グレムリンの角から出る電磁波？　感情の爆ばく発はつで暴走したのか？

　当然、電磁波の影えい響きようは球に取り込まれた全員が受ける。ロザリンドも俺と同様に頭を抱えて体を「く」の字に曲げていた。

　だが、もっと深刻なのはサイボーグのスクアーロとアンドロイドの秘書だ。

　精密機械の塊かたまりであるふたりは、体のあちこちから煙けむりを噴ふき出すほど深刻なダメージを受けていた。体の自由が利きかないのか床ゆかに膝ひざを突き、全身をガクガクと震わせている。

「ウ……ア……」

　バキンッ！

　突とつ如じよ大きな音を立て、秘書が右手にしていた指輪が内側から粉々に砕け散ちる。よく見れば、指輪に見えたそれは中に精密機械の基き盤ばんのような物が詰まっていた。

　そして、スクアーロは。

「グッ、ガッ……！」

　呻うめき声を上げ、全身から煙を上げながら、それでも彼の瞳には先さき程ほどよりも光が宿っているような気がした。

　彼かれは頭をブルブルと震ふるわせるが、首も回らないらしく振ふり向けない。それでも彼は目だけでファムのいる方を向いて、

「グゥ……ア……ファ、ム……」

　確かに、彼女の名前を呼んだ。







インターミッション３







　惑わく星せいベラノ。深夜の海かい賊ぞくたちの襲しゆう撃げきから数時間、朝陽が昇のぼる頃ころになってようやく主星エスタシオンから救きゆう援えんとしての軍隊が現れた。

　観光客たちが乗ってきた宇宙船を強制退去させ、ひとつの島の駐船場を丸々占せん拠きよした軍ぐん艦かんは確かに巨大であったが、その数が一隻せきでしかないことにイリスは怪け訝げんな表情をする。

「どうしたんだ、イリス？　難しい顔をして」

　彼女の隣となりに立っていた響ひびきが尋ねてくる。ふたりは軍艦から少し離れたところで、救援物資などを下ろしている軍人たちの動向を観察していた。

「まぁ、到とう着ちやくが遅おそかったのも気になるんだけど……あれって軍艦じゃないのよね」

「何？」

「いちおう軍属の船には違いないんだけど、戦せん闘とう能力がほとんどない補給用の貨物艦っていうか」

「なるほど。まぁ救援のために物資を運んでくるのは普ふ通つうだが……」

「やっぱり変よね」

　すでにいなくなったとはいえ、この星は海賊に襲われたばかりなのだ。

　物資を送るにしても護ご衛えい艦かんのひとつぐらいつけるものではないだろうか？

「……ん、あれって」

　その時ふとイリスは軍人たちの中に混じって、彼らに指示を出している外交官の制服を着た少女を発見した。

「プリーツだわ」

「知り合いか？」

「大銀河連れん邦ぽうに所属する星同士の技術交こう換かん会かいみたいなのがあってね。エスタシオンとアタシの故郷のフィネリタって、どっちも技術大国だからよく顔を合わせるの」

　イリスは微び妙みように複雑な顔をして件くだんのプリーツのことを見ている。

「パパが難しい話をしてる間、ほかに暇ひま潰つぶしできることもないから、そこそこ年ねん齢れいの近いプリーツと話したりもするんだけど……まぁ、あんまり仲よしってわけじゃないわね」

「そうか。まぁ、今の話し方でふたりの関係はだいたい分かった」

「響っていろいろ察してくれるから話すのが楽だわ」

　そう言って少し笑ったあと、イリスは「しょうがないなー」とため息をついて歩き出す。

「何しに行くんだ？」

「ちょっとアイツに話を聞いてみる。あんまり気は進まないけどね」

「そういうことならボクも行こう」

　ふたりは揃そろって行き交う軍人たちの合間を縫ぬっていく。

「……ん？」

　近づくイリスたちにプリーツが気づいて振り向むいた。

「ゲッ！　イリスじゃない」

「何が『ゲッ！』よ！　それはこっちのセリフよプリーツ」

　初しよっ端ぱなから険悪なあいさつの応おう酬しゆうに、お互たがいの口くちの端はしがヒクつく。

「相変わらずかわいげのないガキね」

「若作りの年とし増まよりはマシよ」

「誰が年増よ！　私はまだ二十代よ！」

「あっそ。アタシは十代だし」

「キィィィ！」

　プリーツは狂気に駆られたような悲鳴を上げる。

「イリス。無む駄だ話ばなしはその辺にして……」

　このままでは話が進まないと思ったのか、響がイリスの脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

「あっと、そうね。プリーツ、アンタたち何でこんなに遅かったのよ。エスタシオンの軍ならもっと早く来られたでしょ」

「そんなことあなたには関係ないでしょう」

「関係あるわよ。アタシたちが泊とまってたところも襲われたんだから」

「……だから何？　議長の娘むすめが遊びほうける暇ひまがあるようなフィネリタとは違ちがって、エスタシオンはいつでも忙いそがしいのよ。属星がひとつ海賊に襲われた程度の問題、あと回しになって当然でしょう」

「ムッ……」

　その物言いに、隣で話を聞いていた響が表情を顰しかめた。

「ベラノはキミの星の保護下にあるんだろう？　特に今回起きたのは緊きん急きゆう性せいの高い問題だ。何か事情があって遅おくれるならまだしも、あと回しにしていい問題ではないだろう」

　横から響がそう口を挟はさむと、プリーツはサイドでくくった髪かみを絞しぼるように撫なでた。

「ええ、ちゃんと保護はしてあげてるわよ。問題を起こさない内はね」

「なんだそれは。そんなのは保護とは言わないだろう」

「フンっ！　イリスの友達だけあってアンタもガキね。属星なんてのは男の財さい布ふと一いつ緒しよよ。搾しぼれる内は搾り取とるけど、面めん倒どうを起こすようになったら捨てるものなの。ガキには分からないだろうけど」

「……ッ！」

「待って。響」

　激げき昂こうしそうになった響を手で制して、イリスはプリーツを睨にらみつける。

「プリーツ。今ウソついたでしょ」

「えっ！」

　イリスの言葉に、プリーツは顔を強こわ張ばらせる。

「何をいきなり急に突然言ってるのよ。私はウソなんて」

「今まで黙ってたんだけどさ、アンタってウソつく時自分の髪イジるのよ」

「ええぇ!?」

　指し摘てきされて、はじめてプリーツは自分が何度もサイドテールを触さわっているのに気づいたようだ。慌てて手を離はなすが今いま更さら遅おそい。

「初対面で年齢サバ読んだ時もそうだし、胸のサイズのサバ読んだ時もそうだし、お腹なかがたるみ出したのを誤ご魔ま化かした時も」

「自分を偽いつわりすぎだろう」

　思わず声に出たといった感じで響がツッコむ。

「や、やめてぇ！　もうやめてぇ！」

　プリーツが涙なみだ目になりながら懇こん願がんしてくる。イリスの声は大きく、傍そばを通った軍人がチラチラとこちらに視線を送っていた。

「さっ、これ以上いろいろとバラされたくなかったら、何を隠かくしてるのか洗いざらい話しなさいよ。あんまり隠し事ごとばっかりだと外交問題にするわよ」

　グッと胸を反らして自分の優位をアピールしながら、イリスは再度尋たずねる。

　しばしうなっていたプリーツだったが、やがて渋しぶ々しぶと口を開いた。

「……エスタシオン星近辺の宙域で凶きよう悪あくな犯罪者の目もく撃げき情報があったのよ。エスタシオン軍はその警けい戒かいのために、入国管理ゲートの警備に全力を注いでるの」

「何それ？　エスタシオンって惑星を丸々透とう明めいな防シ護エ壁ルで覆おおって、ゲート以外からは入れないようにしてるじゃない。それなのに軍を総動員してさらに警戒してるの？　いったいどんな犯罪者よ？」

「……これ以上は機密事じ項こう。さすがに話せないわ」

「？」

　妙みような違い和わ感かんを覚えてイリスは首を傾かしげる。

（どういうこと？　エスタシオンが軍を動員するぐらいの犯罪者なんて、大銀河連邦が指名手配してるような重犯罪者か思想犯かと思ったけど……）

　だが大銀河連邦が指名手配している犯罪者の情報は、当然ながら連邦所属国全体に公開されている。それなのにプリーツの口から「機密事項」なんて言葉が出てくるのはおかしい。

（プリーツはエスタシオン軍属……それが「機密事項」って言うってことは）

　その犯罪者というのはエスタシオン星内で、軍事機密に触ふれる犯罪を起こしたということになる。しかも入国管理ゲートを警備するということは、エスタシオンから宇宙へ逃とう亡ぼう中……しかし、宇宙社会に深刻な影響を与あたえかねない犯罪者を宇宙へ逃にがしてしまった場合、その星は大銀河連邦に情報を提供する義務がある。

　つまり、エスタシオンはその犯罪者に関する情報を隠しているのだ。

（そこをつついてもいいけど……さすがに軍事機密は喋しやべってくれないわよね。あと残ってるネタなんて、前に酔よっ払ぱらったプリーツに聞かされた自作ポエムを、この場で暗唱してあげるくらいしかないもの）

　だいいち、そんなことをしている時間はない。

　ベラノを襲撃した海賊と、エスタシオン星近辺で目撃された犯罪者。

　一見関係ないふたつの事こと柄がらのように思えるが、妙にタイミングがかぶりすぎている。実際にその犯罪者のせいでエスタシオンの救援が遅れたのだ。

　もしかしたら何か関連性があるのかもしれない。

　だが、生あい憎にくとイリスにはその関連性を見み出いだせそうになかった。情報が少ないというのも確かにあるが、元々考えごとに向いていないということを自分でも自覚している。

（こういうのが適任って言ったら……やっぱり皐さ月つきよねぇ）

　イリスは竜りゆう宮ぐう城じようで待っている同級生の顔を思おもい浮うかべる。

　なんだか自分が彼かの女じよより頭がよろしくないと認めるようで癪しやくだったが、やはりそんなことに構っている時間はない。

　もしイリスの予感が当たっているなら……今まさにシーガイストの本ほん拠きよ地ちにもぐり込んでいる烈れつ火かが、大きな危機に見み舞まわれているかもしれないのだから。

（烈火が危ないかもしれないんだから、小さいこと気にしてらんないわよね）

　胸の内で自分のことを納なつ得とくさせると、イリスはすぐさま皐月たちのいる竜宮城へと向かうため、響に声をかけてその場から走り出した。







第四章　誰が何を変えるのか？







　静かになった室内。

　戦闘の傷跡あとがいたるところに残るが、ひとまず決着はついた。ロザリンドは行動不能に陥った秘書を監かん視しし、スクアーロは膝立ちの姿勢のまま動かない。ファムは彼の傍で心配そうに大男の顔を見上げている。専門家のシャーリーは彼のサイボーグボディを修理できる道具がないか、室内を見て回っていた。

　そして、レインは……。

「レイン。大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい……」

　レインは小さく頷き、ゆっくりと動けないスクアーロの方へ近づいていった。

　スクアーロと話がしたいと願って、彼女はここまでついてきた。だが、その歩幅はとても狭く、彼の傍へ行って話すのを恐れているようでもあった。

「あ……」

　大事な話があるのだと察したファムは少し迷ってから、スクアーロの許もとを離れて俺おれのいる方へ入れ替わりにやってくる。

「……」

　今のスクアーロは全身の駆動系がイカれてしまったらしく、膝立ちの格好のまま一歩も動けない状態にあった。本当なら倒たおれてもおかしくないはずなのだが、根こん性じようなのかプライドゆえか、彼は決してそれ以上体を傾けようとしない。

　そんなマーマンの元王の前に、レインは立った。

「スクアーロ様。ご存知かもしれませんが、私が人魚族の王女レイン・ウォーターチャイルドでございます……あなた方マーマン族をベラノから追い出したミューズ・ウォーターチャイルドの娘です」

「……」

　俺はただ固唾を呑んでふたりのやり取りを見守っていた。

　今は動けない状態にある秘書にスクアーロが操られていたのは、おそらく間ま違ちがいないと思う。

　しかし、過去に『マーマン排はい斥せき』という歴史があったのは事実だ。

　行動も思考も操れるかもしれない……けれど、気持ちだけは別だ。彼の中に人魚族を恨む気持ちがないとは言い切れない。

「叔お父じ貴き……」

　予備の額当てをしたファムもまた、俺の後ろからスクアーロのことを注視していた。

　不安そうにしている彼女の頭の上に手をポンッと置く。

「お前の叔父貴をおかしくしてた枷はもう壊こわしたんだ。あとはもう、信じるしかない」

「……うるさいな！　気安く頭触んな！」

　ファムは俺の手をはたき落とす。

　実際のところ、今できるのはスクアーロのことを――ファムが信じている彼のことを信じるほかない。

「あなたがお母様になさったことは……私もお恨み申し上げております」

「……」

「ですが、お母様が……いえ、私たちのしたことも、決して許されないことであると思います。私はあなたに償いがしたい気持ちとお恨みする気持ちとがございます……。どうすればよいのでしょうか？　私はあなたを許したい、あなたに許されたい、そのためにいったい、何をすれば……囚とらわれてからずっと考えておりました。教えてください、私は何をすればよいのですか？」

「……」

　レインの心情の吐露を、スクアーロは黙だまって聞いていた。

　やがて。

「ッ……ミューズ、の、ことは………スマ……ナイ」

「スクアーロ様……」

　途切れ途切れながらも、スクアーロはまっすぐとレインを見ながら謝罪した。

「俺、や、一族の者に……人魚族を、恨、む気持ちは……ナイ。あれ、は、我らがともに話し、合い……出だした……結論、だ」

「……！」

　スクアーロの言葉に、レインが口元を着物の袖そでで隠す。その目は驚きよう愕がくに限界まで見開かれ、体は細かく震えていた。

『マーマン排斥』は人魚とマーマンが互いに話し合い、導き出した選せん択たくだったのか……。

「あの時、あれ以外、に、ベラノを……我らの、故郷……を、美しい海を……守る術はなかっ、た。いずれ、死す時が来て、も、還るべき海が……あるなら、ば、我らは……いつの日か、必ず、会える……」

　難民となり海賊となったのちも、死んだマーマン族は秘密裏に惑星ベラノのミューズの許へと送られ、彼女が丁てい寧ねいに埋葬していたのだとスクアーロは語った。

「……じゃあ、あの絵本の内容は……ッ！」

　口元を覆ったまま、レインは崩くずれ落おちるようにその場に座すわり込んだ。彼女はそれ以上何も言えずに、静かに涙をこぼしている。

　たとえベラノから追い出されても、人魚族とマーマン族は目に見えない絆でしっかりとつながっていたんだ。

　スクアーロは操あやつられながら、どんな気持ちで女王を殺したんだろう……女王はどんな気持ちで殺されたんだろう……。

　そして、なぜあの秘書はこんなことをしたんだ……ッ！

「スクアーロ。無理させて悪いけど、いくつか質問に答えてくれないか？」

　俺は彼の傍らに近づき、声をかける。彼は目だけをこちらへ動かし、俺のことを見下ろした。

「ああ……少年。お前にも、世話に……なった。答えられる、ことなら……答えよう」

「ワリィ……。まず、あの秘書は何者なんだ？　何であんなことをお前にさせたんだ？」

「ふたつ、目の質問から答え、る。『奴やつら』の目的、は、『人にん魚ぎよ姫ひめの涙』、だ。それ……は、間違い、ない」
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「『奴』、『ら』？」

　複数形って、どういうことだ？　あの秘書の単独犯じゃないのか？

「あの、秘書……は、一年前にここへ、来たサイボーグ技師……奴が、連れてきた」

「！」

　シーガイストを強化したっていう凄すご腕うでのサイボーグ技師のことか。

　そうだ、確かそのサイボーグ技師がここへ現れたのも一年前……ッ！

「奴、は……脳の機能を、拡張する手術、と言って……〝チップ〟を、俺の頭に、埋うめ込ん、だ。それ……以来、俺は体の自由が……利かなくなっ、た」

「〝チップ〟……」

「あの指輪が、〝チップ〟に命令を送、る」

　……ッ！　ファムの電磁波で壊れた秘書の指輪のことか！

「ロザリンド。その指輪を拾っておいてくれないか？」

　もしかしたらそのサイボーグ技師につながる手がかりになるかもしれない。

「ふむ。これか……ん？　何じゃこの指輪、おもちゃじゃのう」

　ロザリンドは指輪の破片を拾い集めながら怪訝な顔をする。「おもちゃ」っていうのは、たぶん宝石の部分のことだろう。

「あっ、手伝うわ」

　ちょうどロザリンドの傍にいたシャーリーも破片を拾い始める。

「スクアーロ。ほかに何かそのサイボーグ技師について覚えてることはないか？　そいつの正体を掴む手がかりは、できるだけ欲ほしい」

「……おそ、らく、奴が名乗った名も、姿も、声も、偽りだろう。今にして、思えば……奴、は慎しん重ちように、正体を……隠していた。俺の知ること、が、本当に手がかり……なのか、は……分からない。だが、ひとつ……」

　スクアーロはその時の出来事を思い出すようにひと呼吸置いた。

「奴、が本気で、感情を露わ、に、したことが……ある。この星、の海に、生き物を増やそうと……何百種かの生物を水すい槽そうに入れ、運んできた、時、だ……奴はある水槽の前で、悲鳴を上げた」

「悲鳴？」

　嫌きらいな動物でも水槽の中にいたのか？

「その水槽には何が入ってたんだ？」

「……カメ、だ」

　俺の質問にスクアーロが答えた瞬しゆん間かん――




「――ガーネット。起きなさい」




　――シャーリーが、誰だれかの名前を呼んだ。

「ハイ」

　その声に応えたのは――倒れていたはずの秘書だった。

「なっ!?」

　何で起きられる!?　ファムの能力で壊れたはずじゃ!?

　驚おどろく俺の目の前で、秘書はロザリンドを羽交い絞めにした。

　だがその程度で吸きゆう血けつ鬼きの動きを拘束できるはずもない。

「フンっ！　この程度で！」

　ロザリンドは敵の浅はかな行動を笑い飛ばす。が、

「危ねぇ！」

　彼女は背後にいるもうひとりの敵に注意を払っていなかった。

　ブシュンッ！――と、シャーリーの治療銃メデイカルガンから針が飛び出し、ロザリンドの首筋にシリンジの中の薬液を注入する。

「あっ……――」

　それだけで、またたく間にロザリンドは動かなくなった。

　あれは……ッ！　竜りゆう宮ぐう城じようでカメを動けなくした『完全停止薬タイムストツプ』か。

「私に戦せん闘とう力りよくがないと思って油断したのね。まぁ、概ね合ってるけど、世の中腕力だけじゃないわよね」

「シャーリー……」

「はぁい。なぁに、烈れつ火か？」

　シャーリーが立ち上がると、彼女に従うように秘書――ガーネットも立ち上がる。相変わらず全身のあちこちから煙けむりを噴いているが、ギリギリ動けるようだ。

「ああ、ガーネットが何で動けるのか疑問なのかしら？　それはもちろん対策をしておいたからよ。一年前、変装してこの海かい賊ぞく団にもぐり込んだ時、そこの――」

　彼女の細い指先がファムのことを指す。

「――グレムリンの子がその船長の周りをいつもうろちょろしてるのを把握していたもの。いろいろと仕込みをしたのに、もしうっかり彼女の電磁波を浴びて壊れちゃったら台無しでしょ。しっかりコーティングしておいたの、ガーネットにも、船長を操っていたその指輪――〝マスターチップ〟にもね。まぁ、暴走したその子の力には耐えきれなかったみたいだけど」

　さらりさらりとシャーリーはよく喋る。まるでバレてしまった手品のタネでも明かすみたいに、気軽に、容易く。

　だが、そのセリフの数々が示す意味は……。

「お前が、本当の黒幕なのか？」

「ええ、そうよ」

　やはりあっさりと彼女は認める。

　シーガイストに凄腕のサイボーグ技師という触れ込みで現れ、スクアーロに〝チップ〟を埋め込んだのも彼女。スクアーロにベラノを襲おそわせたのも彼女。『人魚姫の涙』を狙ねらったのも彼女。

「……そういや、少し変だとは思ってたんだ」

「私のことが？」

「……あんなにカメが苦手なのに、どうやってカメバスに乗って海底ドームまで来たのかってな……」

　今の今まで、気にも留とめていなかった違和感だ。海外旅行に行く人が飛行機の狭せまい座席に何時間も座るのに耐えるように、彼女だってほんの少しの間カメ嫌いを我慢した……そんな風に解釈していた。

　だが、その解釈は間違っていたようだ。

　俺の指摘を聞いたシャーリーはフフッと笑って、

「烈火って意外と鋭いのね。海かい賊ぞく艦かんに忍しのび込んでいたなら、シーガイストが排はい水すい路ろから海底ドームに侵しん入にゆうしたのはもう知ってるでしょ？　私はその侵入ルートのチェックも兼ねて、排水路から中に入ったの。内通者を使ってね」

「内通者？」

「そうそう……マーレさんだったかしら？　彼女の娘を人ひと質じちに取って脅したの。ああ、もちろん彼女に顔は見せてないわよ。心変わりされて私を海賊の仲間だって告発されたら困るものね」

　まるで自慢話をするみたいにシャーリーは嬉々として種明かしをしていく。

「そんな、何で……シャーリーさん……」

　テトラは泣きそうな顔で呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。シャーリーと仲よくなっていた彼女は、ショックを隠し切れないようだ。

「シャーリー。どうして『人魚姫の涙』を欲しがったんだ……こんなにたくさんの人間を傷つけて!?」

「それはもちろん、『理想の世界』のためよ。前に言ったでしょ？　いつでも春みたいな陽気でぽかぽか暖かくて、友達といつも一いつ緒しよで、誰も傷つけ合わない――そんな素す敵てきな世界を創つくるのに、『人魚姫の涙』が必要だったの」

「……そんなことのためにッ!?」

「そんなことなんて言わないで。私のこと応援してくれるって、烈火も言ってたじゃない」

「ふざけンな！」

「ふざけてない」

　俺の怒ど声せいに、冷静な声で答えるシャーリー。

　彼女はメガネの奥おくの眼光を鋭くする。

「私はね、幸せになりたいの」

「……！」

「この世の誰も彼かれも信しん頼らいになんか値あたいしないわ。だから、私は、私だけの力で、幸せを掴み取る。邪じや魔まはさせない、誰にも――ガーネット」

「ハ、イ」

「この子はね、ＡＩもボディも私が全部造ったの。だから私も安心して使える。私のために生まれた、私を絶対に裏切らない道具だからね」

「……」

　ガーネットは相変わらず無表情のままシャーリーにつき従う。

　関節が軋んでいるし、確実に動きは悪くなってるはずなんだが……ロザリンドを欠いた現状、俺たちだけで勝てるかどうか……。

「……お前が、お前らが……！」

　その時、怒いかりに身を震ふるわせ、毛を逆立てたファムが自分の右みぎ腕うでをブレードへと変えた。

「お前らが叔父貴を苦しめたんだな！」

「待てっ！　ファム！」

「絶対に許すもんかッ！」

　制止の声なんか耳に入っていないらしく、ファムはブレードを構えて突進する。

「ガーネット！」

「ハイ。シャーリー」

　シャーリーの指示に従い、ガーネットがファムを迎むかえ撃うつ。

「クソッ！」

　出遅おくれた俺はスタン銃じゆうを取り出して彼女を援えん護ごしようとする。

　だが、所詮は室内。俺がスタン銃を構えるよりも早く、ふたりは互いの手が届く距きよ離りまで接近してしまった。

「喰らえ！」

「……」

　自分へと迫せまるブレードの刃はに、ガーネットは何のためらいもなく片腕を突つき出した。

「なっ！」

　ガガガキイイイガガガと鈍い音を立て、ガーネットの腕がブレードで縦に割れていく。そのまま彼女の体も真っ二つに裂けてしまうかと思った、寸前――

「ガハッ！」

　――ガーネットの放った前蹴げりがファムの腹部にめり込み、彼女は血を吐いてゴロゴロと床ゆかを転がった。

「ファムっ！　クッ！」

　助けに行きたいが、彼女を倒したガーネットが続けて俺との距離も詰つめてくる。

「このッ！」

「……！」

　さっきと同じようにスタン銃の雷らい撃げきをガーネットは避さけようとして、足がもつれたように体勢をガクンと崩した。やはり無理が祟ったようだ。

　雷撃はそのまま彼女の胸へと吸い込まれ、スパーク音を発したあと……過負荷のかかったアンドロイドのボディは俺の目の前で倒れ伏す。

　これでもう、シャーリーに戦力は……。

「烈火さん！」

「ッ！」

　テトラの悲鳴で、ホッとしかけていた俺はガーネットの陰に隠かくれるようにして接近していたシャーリーの姿に気がついた。

　今度は彼女に向かってスタン銃を撃とうとするが――

「ガーネット！　緊きん急きゆう時オーバーロードアクション！」

「……ァァァアアアアッ！」

　――シャーリーが発した命令が、とうに限界を迎えたガーネットの体を無理やり叩たたき起こした。

「―――ッ！」

　警報機のように目を赤く光らせたガーネットの回し蹴りが、スタン銃を、俺の右腕ごと吹ふき飛ばす。

「ガアッ！」

　肘ッが……！

　蹴られた衝しよう撃げきでくるくると体が回り、勢いを失ってドッと倒れた。

「グウウゥウ……！」

　肘から先がなくなったかと思ったが、手で触さわるとかろうじてつながっているようだ。確実に骨は粉々に砕くだけてるだろうけど。

「ア……ウ……」

　だが、限界を超えたガーネットもまた無事では済まなかった。彼かの女じよはボディの中で何かが破裂するような音を響ひびかせ、大量の煙を吐き出しながら床へと倒れ込んだ。

　そして残るはシャーリー、テトラ、レイン、スクアーロのみ。

「シャーリーさん！」

「邪魔よ」

「キャアッ！」

「テトラさっ、キャッ！」

　行く手を阻もうとしたテトラを突き飛ばし、レインを払はらいのけ、シャーリーはスクアーロの目の前に辿たどり着つく。

「グ……ヌ……」

　未だに体が動かないスクアーロは、睨にらみ殺さんばかりの視線をシャーリーへと向ける。

「はぁい。あなたにはまだ役立ってもらうわよ」

「何、を……」

「うん。何をするのかって？――こうするの」

　シャーリーは青い薬液の入ったシリンジを取り出すと、それを治療銃メデイカルガンに装着し、スクアーロの鎧の隙すき間まから首筋へと撃ち込む。

　最初は何の変化も起こらなかった。

「ウ……！」

　徐々にスクアーロが苦しみ始める。

　ボコォ！

　突とつ如じよ、彼の肩かたが大きく隆起した。

　肉だ。

　肩の肉が、鎧から溢あふれるように盛り上がって、不気味に脈打っている。変化は胸、背中、ふくらはぎ、もも、段々と彼の体のあちこちで起こるようになり、その度に男の巨体のシルエットは歪になっていった。

「なん……」

　あまりのことに、俺おれは呆然とその光景を眺ながめていることしかできなかった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　スクアーロの口から絶ぜつ叫きようが漏もれる。

　叫さけび声ごえは数分間続き……やがて、それすらも途切れた。

「グゥゥゥゥゥ……」

　元々巨きよ大だいだった体をさらに大きくし、歪に変形させたそれはもう、あらかじめスクアーロだと分かっていなければ彼だと分からない〝化け物〟になっていた。おそらくは目と思われる部分は白く濁り、たぶん口かと推測される部分からは涎が滴り落ち、もはや正気の状態が残っているとは思えない。

「今撃ったのはね、使用者の目的に応じて体を最適な形に作り変える自己進化促進剤……の、失敗作。肉体操作の反動が強すぎて、どんな屈強な兵士も物の数分で自意識を崩壊させてしまう。理性を失った被験者が激痛に苛まれて暴れる様はまさに狂戦士……だから私はこれを『バーサーカー細さい胞ぼう』って呼んでるわ」

　見るにたえない姿になったスクアーロを従えながら、シャーリーは自慢話でもするように微笑む。

「んだよ、それ……そんなの使ったら、お前だって」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶよ。私にはこれがあるから」

　そう言ってシャーリーが取り出してみせたのは、ガーネットがつけていた〝マスターチップ〟とお揃いのおもちゃの指輪だった。

「そんなの……スクアーロの脳の〝チップ〟はファムが壊こわしたはず」

「烈火、話を聞いてたの？　彼のボディだって私が改良したのよ。もちろん、ガーネットと同じようにグレムリン対策のコーティングも施ほどこして、ね」

「……！」

　電磁波を受けたあともガーネットはしばらく動き続けていた。俺やファムを倒たおすためにシャーリーが無理をさせなければ、今だってフツーに動けていたかもしれない。

　じゃあ、同じコーティングを施されていたスクアーロも……！

「今スクアーロが動けないのは、私の〝マスターチップ〟で動きを制限しているからよ。もっとも半分くらいは壊れてたみたいで、彼のお喋しやべりを止めることはできなかったけど。でも彼の肉体を操るには充じゆう分ぶん」

　グレムリンの能力の暴走範囲が私まで届かなくてよかったわ――そう言ってシャーリーはわざとらしく胸を撫で下ろした。

「そんなの……だったら、またあたしがブッ壊して……」

　息も絶え絶えのファムが気力を振り絞って自分の額当てをはずそうとする。

「あら、それはちょっと困るわね」

「グゥゥゥゥゥ……」

　瞬間、スクアーロの右腕が槍のように伸のび、ファムの腹を貫いた。

「カ、ァ……ッ」

「ファム！」

　大量の血が彼女の口から吐はき出だされた。あんなに、血が……ッ！

　少女のお腹なかから真っ赤になったスクアーロの腕がズルリと引き抜ぬかれ、スルスルと短くなっていく。だが完全には元の長さにならず、左右で腕の長さが変わってしまった。

「頭を狙わせたのに、やっぱり照準が甘いわね」

「シャァァリィィィ！」

「怒鳴らないでよ。それにあの子だって大好きな船長に殺されれば本望でしょ」

　勝手なことを言ったあとで、シャーリーはパンッと手を叩く。

「さて、勝ち目がないのはもう分かったでしょう。今から一方的に質問するわ。死にたくなければ『はい』か『イエス』で答えることね」

　シャーリーは俺、テトラ、レインを順々に見る。

「私は今から『理想の世界』を創りに行くわ。もし、あなたたちの中でその住人になりたいって人がいたら連れていってあげる。頭に〝チップ〟を移植するのと引き換えにね」

「何で、そんなこと聞くんだよ？」

「あなたたちからの質問はなし。私の質問にだけ答えなさい」

　確かに今の俺たちに勝ち目はない。

　切れる手札もない。

　おとなしく従えば、生き残ることはできるだろう。だがその後は〝チップ〟を移植され、彼女に従うだけの人形のような人生しか残ってない。

　だったら答えは決まってる……！

「お断りだ！」

「お断りです！」

「お断りします！」

　三人が三人とも、同じ答えを叫んだ。

「……」

　ほんの一いつ瞬しゆん、シャーリーは失望するような表情を浮うかべ――

「やっちゃって」

「グゥゥゥゥゥ……」

　――背後のスクアーロに攻こう撃げき命令を出した。

　スクアーロは再び歪に伸ばした腕を鞭むちのようにしならせて、テトラとレインをまとめて吹き飛ばす。

「テトラ！　レイン！」

　ふたりは壁かべに激突して……動かなくなった。

　クソッ……！　腕が一本ちぎれかけたくらいで何だ！　まだ脚あしは無事だろ。頭は動くだろ。床に寝ねたまま何もしねぇでいるつもりか俺は!?

「こ……のッ！」

　脚が意思に関係なくガクつく。

　それでも何とか立ち上がって、俺はシャーリーのことを睨みつける。

「シャァ、リィ……」

　一歩、二歩、フラフラと彼女へ近づくが、その前に。

「スクアーロ」

　ファムの時と同じようにスクアーロの腕が伸びる。

「ガフッ！」

　内、臓……が……破、れ……ぁ……。

　膝ひざから力が抜けて、体はそのまま床に倒れた。

　激痛のあまり意識が飛びそうになる。むしろ飛んでは、痛みで覚醒をくり返した。視界が明滅し……やがて弱々しい明るさで落ち着く。

　自分の呼吸が遠くに聞こえる。

　ぼんやりとした意識の中で、傍そばに誰かが立ったのを感じた。

「まだ生きてるのね」

　シャーリーの声だ。

　フッ、と吐息が耳元を撫でる。

「今頷けば、助けてあげるわよ」

「…………だれ、が！」

「………………そう。バカなのね……」

　小さくため息のような物が聞こえた。

「私は私の力で、世界を変える……行くわよ、スクアーロ」

「グゥゥゥゥゥ……」

　大きな物が引きずられるような音がして、それっきりシャーリーたちの気配は感じなくなった。

　いや、それどころか感覚そのものがドンドン薄くなっていく。

　ああ……ったく……ここまで死にそうになったのは、二回目、か。

　腹に穴は開いてないようだが、中身がぐちゃぐちゃになってるのはハッキリと分かる。やられてからどれくらい経たったのかも分からないが、そろそろ本気でヤバくなってきた。

　あの時は皐さ月つきたちが助けにきてくれたが、今回はそれも望めそうにない。

　テトラ、レイン、ファム……すまねぇ。

　せめてロザリンドに打たれた『完全停止薬タイムストツプ』だけでも、誰だれか解除してやってくれねぇかな……。

　あと、それから……。

「ア、ア、ル」

「ここにいますよ。どうかしましたか？」

　ホント……常に調子の変わらない奴やつ。

「ワリィ、な……未来を、変えられなくて。ああ……でも、俺が死んでも、『全ての戦争オールオブウオー』はなくなるんだっけ……？」

「『おそらく回かい避ひされる』と本官を送り込んだ方々は予測しているようですね」

「そっか……じゃあ、せめてそれだけでも」

　いい結果に転べばいいな……もう段々意識も消え……。




「ところで烈火さん。さっきから何だか遺言みたいなこと言ってますね」




「……は？」

　いやいやどう見えてるかは知らんけど、どう考えても死ぬだろこの状じよう況きようは……。

「ああ、もしかして目が見えてないんですか？」

　アールは今気づいたみたいな口振りで言う。

「まぁあの方は明らかに女性陣じんの方から助けていってますしね。しかも何だか眠り姫を起こした王子様みたいな寸劇までされて……せいぜい間に合うよう祈っておいた方がいいですよ、烈火さん」

　いったい何の話をしてるんだ……助け？

　そいつはどうも女性陣――つまりテトラたちのことを優先的に助けているらしい。それはまったく構わないんだが、寸劇って……さすがにそれで俺だけ死ぬってのは勘弁してもらいたい。

　そんな祈いのりもむなしく俺が若い命を散らせ……かけたところで、ようやく件くだんの助けとやらが傍らに立つ気配がした。

「あーあ、こりゃまたヒデェ有り様だなぁ。僕ぼくって意外とスプラッタ苦手なんだけども」

「バカ言ってないで早く烈火さんを助けやがれです！」

　極きわめて珍めずらしいテトラの罵声に応じて、そいつは俺の口の中に何だか生温かい物を突っ込む。

「ほーれ、頑がん張ばって飲み込め。でなきゃ死んじまうぞ？」

　俺は言われた通りその生温かい物を舌でノドの奥へ押おし込む。

　途と端たんに、あれほどヒドかった息苦しさが消えていき、もはやただの違い和わ感かんしか感じないほどズタボロになっていた腹の中身が正常に戻もどり、千切れかけたはずの右腕もフツーに動かせるようになっていった。

「……ラウール」

　復活した視界にまず映ったのは、脱だつ出しゆつ用の宇宙船を調達しに行った泥どろ棒ぼうの姿だった。テトラ、レイン、ファム、『完全停止薬タイムストツプ』で動けなくされていたはずのロザリンドも、心配そうにこちらを覗のぞき込んでいる。

　唯ゆい一いつ楽観的な表情をしていたラウールがあっけらかんと笑う。

「いやぁ、よかったよかった死ななくて。あっ、助けてやったのは僕だから感謝の気持ちとしてかわいこちゃんたちの私物をひとつずつ献上どべぶらっ！」

　とりあえず、殴っておいた。

「痛ってぇー！　何すんだよいきなり！　わざわざ助けてやったてぇのに！」

「そこは感謝するけど、いいからもう一発殴らせろ！」

「何だそりゃ！　それなら僕だって容よう赦しやしねーぞ、バローンパーンチ！」

　スゲェな！　命の恩人なのに感謝よりも怒りの感情の方がはるかに勝る！　そう滅多にないぞこんな気持ちを味わうの！　寸劇って何だ!?　私物って何だ!?

　しばし俺とラウールは取っ組み合いをしていたが、お互たがいに息切れを起こしたところで手を離はなして床に座すわり込んだ。

「……で、どうやって俺たちを助けたんだよ？　俺もそうだけど、みんな致命傷だったはずだぞ」

「烈火クンってファンタジーを信じる方？」

「わりと身近に感じてる」

「ハハハッ！　そりゃ楽しそうな人生だねぇ」

　結構苦労も多いけどな。

　ラウールはしばらく笑うと、急にニヒルに口くちの端はしを吊つり上あげて、

「不死身の生き物の肉を食うと、そいつも不死身になるって話は聞いたことねーか？」

　と言った。

「……なんか、お前がその不死身の生き物で、今俺にその肉を食わせたってニュアンスのこと言わなかったか？」

「ピンポーン」

「……どこの肉を食わせたのかは聞かないでおく」

「驚おどろいた？」

「そりゃ驚いたけど……」

　そういえば五百年前からいる大怪盗の名を名乗ったり、深めの切り傷が一瞬で消えたり、妙みようなところはたくさんあった。にしても不死身の男か……って、ちょっと待て。

「もしかして、お前の肉食ったから俺も不死身になるのか？」

「ん～～～……ハハッ！　安心しろって。不死身の肉を食ったらそいつも不死身になる？

そんなことになったら不死身の奴がねずみ算式に増えっちまうだろ。あっという間に宇宙中不死身だらけさ！」

　大笑いしながらラウールは膝を叩く。

「まぁ、完全にデタラメってわけじゃなく、誇張された話だな。不死の細胞を体内に入れると、一時的にそいつも『肉体を元の健全な状態に戻す力』を得る。それで奇跡的に回復した奴らを見て、同じ不死身になったんだーって話が広まったのさ」

『肉体を元の健全な状態に戻す力』か……道理でちぎれかけたはずの右肘が、まるで何もなかったみたいに元通りなはずだ。

「肉体を元に……って、だからあたしの腕うでも？」

「あれ？　ファム、その腕」

　よく見れば、ファムのサイボーグ化されていた腕が、フツーのやわらかそうな女の子の腕になっていた。そりゃ確かに機械の腕が『健全』かどうかって聞かれたら違ちがう気がするけど、そこまで元に戻す力があるのかよ。

「デタラメだなぁ……」

「まぁね」

　ラウールは笑って答えた。

　非常識な出来事は見慣れたつもりだったけど、まだまだ世界は広い。

　ともかく命拾いした。改めてそのことに礼を言い、俺は本題に入る。詳しい経緯を知らないラウールに状況を説明した。

「ラウールはシャーリーたちがどこ行ったか知ってるか？」

「僕がひと仕事終えたあと、キミらと合流しにここへ来る途と中ちゆうすれ違った。と言ってもあの変わり果てたスクアーロを見て、とっさに隠れたけどね。シャーリーちゃんもただならぬ様子だったし」

　彼女たちをやり過ごしたあと、ラウールはひとまず俺たちと合流することを優先させたらしい。状況からして俺たちが何らかの敗北を喫したのは明らかだったし、死んでさえいなければ彼かれには助ける手段があったからだ。

「まぁ、だからシャーリーちゃんたちのあとを追うのは断念せざるを得なかったけどね。でも予想はつく」

「予想？」

「ファムちゃんが言ってた例の新造艦かん。僕がドックに忍しのび込んだ時にはもう完成してたんだよ。最初から今日この日に間に合うように造ってたんだろ」

　つまりシャーリーたちはその新造艦に乗って、どこかへ行ってしまったというわけだ。

「クソッ！　じゃあシャーリーたちの行ゆく方えを知る手がかりはないってことか……」

　ガンッと俺は床ゆかを叩く。

　その様子を見て、ラウールは呆れたように肩を竦めた。

「まさか、まだ諦めてないのか？」

「当たり前だろ。スクアーロのことに、シャーリーのこと、『人にん魚ぎよ姫ひめの涙なみだ』だってまだ取り返してない」

　まだひとつの『物語』も救えていないんだ。ここで諦めるなんて、到底できない。

「んん～～あーーったく！　分かった！　少年、ひとついいことを教えてやる」

「何だよ？」

「『人魚姫の涙』なら、取り返す必要はない」

「はい？　何で……」

「海かい賊ぞくたちが竜宮城から奪うばった『人魚姫の涙』は偽にせ物ものだからだよ。僕が事前に忍び込んで本物とすり替かえておいたんだ」

「……は？」

　唐とう突とつに何を言ってるんだラウールは。

「いや、だって『人魚姫の涙』って海色の綺き麗れいな宝石だろ？　あれなら間違いなくスクアーロが持ってたぞ。レインだって見てる」

「はい。あれは確かに『人魚姫の涙』だったと思いますが……」

　俺とレインは口々に反論する。

「だから見分けがつかないような物を選んで用意したんだよ」

「ですが、どうやってそんな精巧な偽物を用意なさったんですの？　『人魚姫の涙』は人魚姫の一族とマーマン族の王しか見たことがないはずですわ。なぜその外見をラウール様が知っていましたの？」

　レインは納なつ得とくがいかないとラウールに詰つめ寄る。

　確かに本物の見た目をどうやって知ったのかという謎なぞもあるが、それ以前に……。

「そもそも何でラウールがそんなことを……？」

　彼の本職は泥棒なのだから「盗んだ」というなら分かる。けど「本物と偽物をすり替えた」っていうのは意味が分からない。

　それじゃまるでラウールが海賊たちを騙そうとしていたみたいじゃないか。

「僕が不死身だっていうのはさっき話しただろ？」

「ああ」

「今からずっとずっと昔の大昔に、初代の人魚姫に『人魚姫の涙』を贈ったのは僕なんだ」

「「「えっ、ええぇぇええ!?」」」

　思わぬ事実を告げられて、複数の悲鳴がハモる。

「で、ではラウール様が人魚の伝説にある神、様？」

「やめてくれ神様なんて。背中がかゆくなっちまう。昔の話ってのは誇張されるもんなのさ。『人魚姫の涙』だって、元は『天象石』っていう味気ない名前だったんだぜ？」

　ラウールは手を振り、レインの視線を躱す。

「ふむ。つまりあれか？　お主は昔の女に贈った物を守るために、わざわざ海賊の先回りをして本物と偽物を入れ替えたり、海賊の襲しゆう撃げきがあるまでベラノに留まったりしておったわけか？」

　驚いてばかりの俺たちに代わり、横で話を聞いていたロザリンドがラウールに尋たずねる。

「……昔の女とか、そんなんじゃねーよ」

　ラウールは苦笑いを浮かべた。

「人魚姫はさ、そりゃもーエラい別嬪でよぉ。最初はまーただの下心だったさ。けど、ま……何つーのかな、僕みてぇな薄汚よごれた生き方してる奴とは、心の綺麗さがちげーんだよな。それをずっと見てっと……その綺麗さをこっちが護ってやりたくなったのさ」

　ラウールは目を細め、視線を床に落とす。昔のことを思い出しているのだろうか。

「……僕の目的は彼かの女じよの愛したあの星を守ること。ただそれだけだ」

「そのために本物と偽物をすり替えたのか？」

「そうさ。『人魚姫の涙』に天候を操あやつる力があるってのは、ベラノの王族たちが厳重に秘匿し続けてきたんだ。それでも隠かくされた秘密を探ろうとする輩もいるから、念には念を入れて『人魚姫の涙』は人魚族の秘宝で、物もの凄すごい高価な宝石だって噂うわさも流した」

　そうすれば仮に『人魚姫の涙』を狙ねらう人間が現れても、そいつは『人魚姫の涙＝高価な宝石』だと思い込んで奪いにくる。

「ただの宝石と思ってきた奴なら、偽物とすり替えておいても気づかないはずだ。だから僕はシーガイストが『人魚姫の涙』を狙ってるって情報を掴つかんですぐ、竜宮城に忍び込んだんだ」

　あとは海賊たちが偽物として置いた高価な宝石を奪って、満足して帰っていったあとに本物の『人魚姫の涙』を竜宮城に返せばいい。そう考えて、ラウールは竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街で全てが済むのを待っていたそうだ。

「もちろん、シーガイストがベラノを襲おそうって情報は、さりげなく女王のミューズに知らせたさ。でも彼女は何の対策も取らなかった……。まぁ、シーガイストの親玉がマーマンの元王だって知ってたから、ただのデマだと思ったんだろうな」

　だが、女王はスクアーロが操られていることを知らなかった……そのせいで……。

「……それで、本物の『人魚姫の涙』はどこにあるんだ？」

　やりきれない気持ちを押し殺しつつ俺おれは肝心なことを尋ねる。

「本物の『人魚姫の涙』は――」

　ラウールは俺のことを指差し、

「――烈火クンのお腹の中さ」

　なんかとんでもないことを言った。

「はああああああああああ!?　ちょっと待て！　何でそうなる!?」

　これまでも大概驚きの連続だったけど、今度のはその中でも特大だぞ!?

「キミ、最初に僕に会った時、ていうかラリアットかました時、何か呑のみ込んだって言ってただろ？」

　…………ああ、そういえば確かに何か呑み込んだ。シャーリーの指輪かとも思ったが違って、結局小石か何かだと気に留とめていなかったんだが……まさか。

「あの時僕の胸ポケットから『人魚姫の涙』が飛び出て、それをキミが呑み込んだんだ」

「何で胸ポケット!?　もっと厳重に保管しとけよ！」

「いやいや、まさかいきなりラリアットかまされるなんて誰も思ってねーし」

「食くい逃にげなんかしたお前が悪いんだろうが！」

「不死身だって腹減るし」

　しばらく俺とラウールは互いを罵り合ったが、あまりにも不毛すぎたのでやめた。

「あ～～～、けどなんか分かった気がする。ラウールが俺たちの部屋に忍び込んだ理由も、水路にわざわざ現れたのも、こんなとこまで行動をともにしたのも」

　全部『人魚姫の涙』を守る、というか監かん視しするためだったんだろう。そんな大事な宝物――しかも盗品――が俺のお腹なかの中にある、なんていきなり言えないだろうし。俺が悪い奴だったら、そのまま悪用するかもしれないしな。強硬な手段で奪い返さなかったのは、傍にロザリンドがいたからか。

「まぁつまりそういうことだよ。『人魚姫の涙』はここにあるから、わざわざスクアーロを追い駆かける必要なんてないんだ」

　そう言って、ラウールはこの話を終わりにしようとする。

　けど。

「いや、やっぱりまだ誰も救えてない。だから俺は行く」

　俺がなおも追いかける意思を示すと、ラウールはついに表情をゆがめた。

「―――ッ！　分っかんない奴だなホントに！　僕がいなけりゃ殺されかけてたってのに、何でまだ追いかけようとするんだ？　だいたいどこに行ったのかも分からないクセに……」

　彼がさらに怒ど鳴なりつけてこようとした時、




「――いや、手がかりならまだ残っておるぞ」




　横からロザリンドが割って入る。

　彼女が意味ありげに視線を逸そらすと――その先には、倒たおれたままのガーネットの姿があった。

「置いていかれたのか……」

　敵対した相手とはいえ、倒れるまで尽くした主人に置いていかれるなんて……。

「おい、壊れていないなら返事をするのじゃ」

「………ピ……ガ…」

「ふむ。まだ完全には壊れておらんようだのう。ほれ、レッカ」

　ロザリンドは横へどき、ガーネットの正面を譲る。

　ひとまず俺は無理な稼働で動かなくなった彼女の体を起こし、壁に背中を預けさせた。

　俺はその正面に膝立ちになり、言いたいことをしばし考える。

「……」

　俺に――『波なみ乱だれの血筋』にできるのは、『物語』をハッピーエンドへ導くことだけだ。

『シャーリーの物語』の目的は『理想の世界』の実現。それがシャーリーの追い求める幸せなのだと、彼女自身ハッキリそう言っていた。

　幸せになりたい。それは誰もがフツーに望むことだ。

　だが……シャーリーのやってることは絶対に間違いだ。それだけは言える。

　なら、俺が今ガーネットに問うのは……。

「ガーネット。教えてくれ。シャーリーはどうして『理想の世界』なんて物を創ろうと思ったんだ？」

「レッカ。今は奴らの行方を聞くべきではないのか？」

　ロザリンドがやや厳しい声音で口を挟はさむ。

「……確かに、シャーリーは止めなきゃならない。でも、ただブン殴ってそれで解決することでもない――ロザリンドの時も、そうだったろ？」

「―――」

　あの時俺が『ロザリンドの物語』を解決できたのは、単に彼女との戦いに勝ったからじゃない。彼女の過去を知り、『物語』の始まりと動機を知ることができたから、俺の声を彼女の心に届かせることができたんだ。

「俺は、『シャーリーの物語』も救いたい。人が幸せになりたいって思うのは当たり前だけど、彼女のそれは何だか……スゲェツラい目に遭あった人間が、その反動で幸せを渇望してるみたいに見える。でなけりゃ、こんな手段を選ばないやり方ができるかよっ」

　昨夜、竜宮城で俺たちと遊んでいたシャーリーの笑え顔がおは本物だった。あの笑顔を、血も涙もないような冷血な人間に浮うかべられるとは思えない。だからきっと彼女の過去に何かがあったはずなんだ。こんなやり方を彼女が選ぶようになってしまった、何かが……。

　その時、ガーネットの頭が軋みを上げて動き、彼女の機械の瞳ひとみが俺をまっすぐと見つめる。

「…………――シャーリーを、助けてくれるのですか？」

「ああ」

「……はじめて、です。シャーリーのために、そんなことを言ってくれた人は」

　ガーネットは動かしづらい口を動かし、安堵するようなセリフを言った。

「シャーリーは、遺伝子学の粋を集めて造られた、天才、です。生まれた時からエスタシオンの科学技術の全すべてを、叩たたき込まれ、幼い頃ころから大人たちとともに、政府の中ちゆう枢すうで働いていました」

「造られた天才……」

　優秀な男女の遺伝子をかけ合わせて、という話のもっと凄すごい版か？

「……」

『友達がいない』

『遊ぶ暇ひまがない』

　シャーリーの言葉の数々が思い出だされ、俺は奥おく歯を噛かんだ。

　そんなの……生まれた時からンな環かん境きようの中で生活させられてたら、仕方のねぇことじゃねぇか。

「私は最初、記き憶おく蓄ちく積せき型がたのＡＩを埋うめ込まれた小さな人形でした。シャーリーは私で遊んでいる時もずっと寂しそうで……やがて、ＡＩを別のボディに移し替えられ、私はバージョンアップを重ねていき、彼女の研究の手伝いをするようになりました。その頃の彼女は仕事に没頭することで、余計なことを考えないようにしているようでした」

　寂しさを仕事で紛らわしてたってことか……。

「ですが、一年と少し前です……あの事件が起きたのは」

「事件？」

「シャーリーは三年ほど前から、あるプロジェクトに携わっていました」

　まばたきもせず、ガーネットは話を続ける。

「そもそもスクアーロの脳に埋め込んだ〝チップ〟ですが、あれは実際に脳機能拡張のため、エスタシオンでは十歳さいを迎むかえた国民が大人へのイニシエーションとして埋め込む物なのです」

「そういや、そんな話も聞いた覚えがあるな」とラウール。

「その〝チップ〟に干かん渉しようして犯罪や危険思想を排し、時には国民全員の意識を統一するのが〝平和維持機構〟と呼ばれたプロジェクトです」

　犯罪や危険思想をなくす……聞こえはいいが、それってつまり〝マスターチップ〟と同じじゃねぇか。それももっと大規模な。

「そんな人の思考を支配するようなプロジェクト、国民は反対しなかったのか？」

「……はい。プロジェクトは政府が秘密裏に推し進めていましたが、一年と少し前のある日それが明るみに出て、大規模な社会問題になりました。それは政府中枢そのものが国民の手で破は壊かいされかねないほどの勢いでした」

　そりゃそうだ。そんなトンデモナイ計画が勝手に実行に移されそうになっていたら、誰だれだって猛反発するに決まってる。俺だって嫌いやだ。

　だが、今問題なのは、この話がどう『シャーリーの物語』とつながっているかだ。

「……それで、どうなったんだ？」

　俺が続きを促うながすと、ガーネットは……アンドロイドなのに、苦しそうに目元をゆがめ、今にも泣きそうな表情を作る。

「エスタシオン政府は……プロジェクト主任であったシャーリーに全ての責任をかぶせ、処刑しようとしました」

「処刑!?」

「……シャーリーさんは、裏切られたですね」

　テトラはきゅっと唇くちびるを噛み、自分の胸の痛みを押おさえるように手を当てた。

　友達を作ったり遊んだり……そんな子供らしいことをする自由もなく、作られた道具のように使われて……。

「……フンっ」

　ロザリンドはハッキリと言葉にはしなかったが、不愉ゆ快かいそうに鼻を鳴らした。スズランがまだシルバースレイヤーだった頃――自分を殺すためだけに造られたホムンクルスだった頃――のことと重ねてしまったのかもしれない。

　確かにふたりの境遇は似ている。

　その上、シャーリーは裏切られた……どちらがよりヒドいかなんて、そんなの比べるもんじゃねーけど……。

「シャーリーは、私を連れて政府から逃げ出しました」

　追われる身となった彼女は自分の〝チップ〟をガーネットに摘出させ、エスタシオン星を脱出したらしい。〝チップ〟をしたままだと政府に位置を特定され、捕つかまる可能性が高かったからだ。

「それが、シャーリーの身に起きたことか……」

「ハ、イ」

「分かった」

　俺は頷き、立ち上がろうとした時――不意に廊ろう下かの方から声がして、海賊たちがゾロゾロとこの部屋の中に入ってきた。彼らは一様にボロボロで、あちこち傷だらけだった。

「ファム！　どうなってんだこの有り様は！」

　海賊のひとりが俺たちと一いつ緒しよにいるファムに声をかけてくる。

「みんなこそどうしたんだよそのケガ？　血が出てるじゃんか！」

「さっき変な女と化け物が現れて、やっとできた新しい船を奪っていっちまったんだ。おまけにその女と一緒に船に乗って行っちまった奴やつらもいるし、何がなんだか……」

　彼らの話によるとその女――おそらくシャーリー――につき従った海賊たちは、止めようとした仲間を無言で容よう赦しやなく蹴け散ちらしていったという。また、いなくなった奴らの中には幹部たちも含まれているらしい。

　シャーリーが「凄すご腕うでのサイボーグ技師」として手術をしたのは、スクアーロだけじゃない。おそらくそのつき従ったという幹部やほかの海賊たちも〝チップ〟を埋め込まれていたのだろう。

「……ファム。シャーリーたちを追うのに船がいる」

　俺はガーネットに肩かたを貸して立ち上がらせながら、半ば呆ぼう然ぜんとしていた少女に静かに話しかける。

「それも、できるだけ速い船だ。その新造艦のワープ速度に追いつけるぐらいの……たとえば、今港に泊とまってる船とか」

「……それでみんなを説得して、協力しろっていうのかよ。あの女を助けるために……」

　苦虫を噛み潰つぶしたような顔でファムは吐き捨てる。

「否定はしねぇ。俺はシャーリーを助けたい。だけど、それはスクアーロを助けることにもつながるんだ」

「……」

「ファム。お前の『物語』のハッピーエンドってのは、スクアーロやシーガイストなしには成り立たないんだろ？　俺も手を貸す。だから、お前も力を貸してくれ」

「……」

　返事はすぐには返ってこなかった。ファムは少し俯うつむき、考えている。

「ファム。さっきから何の話をしてんだ？　だいたい、その連中は」

「……みんな」

　不安そうな仲間の声を遮って、ファムは顔を上げた。

「叔お父じ貴を助けに行くよ」

「おい、そりゃぁ……」

「質問はあと！　ごちゃごちゃ言う前に船を出す準備！　あたしら一家は、みんな叔父貴に助けられた恩がある。その恩を返す時だよ。今度はあたしらが叔父貴を助けるんだ！」

　ファムの一喝に、しばしの間海賊たちは沈ちん黙もくし……彼女の真剣な目を見て、やがて自分たちも表情を引ひき締しめると、全員が一気に走り出した。

「あたしらも行くよ。アンタもちんたらすんな」

　ファムは一度俺おれたちを振ふり返かえり、先に海賊たちのあとを追っていった。

「ああ。ガーネット、続きは歩きながら……」

　俺はガーネットに肩を貸し、ファムのあとを追おうとする。が、

「待てよ」

　その前にラウールが立ちふさがった。

「僕ぼくとの話がまだ済んでなかっただろ。少年の腹には『人魚姫の涙』が入ってるんだ。それを狙ってるシャーリーちゃんのところへ行かせるわけにはいかないな」

　険しい表情でラウールはこちらを睨にらみつけてくる。

　彼かれとしては本物の『人魚姫の涙』をわざわざシャーリーたちの傍そばへ近づけたくないのだろう。でも……。

「ラウールだって分かってるだろ？　ラウールの入れ替え作戦は、相手が『人魚姫の涙』をただの宝石だと思い込んでくれてなきゃ意味がない。偽物だと気づけば、シャーリーとスクアーロはまたベラノを襲うぞ」

「……っ」

　ベラノの気候を安定させるためには、『人魚姫の涙』は必ずあの惑わく星せい内になければならない上に、石の力を使うために誰かが管理しなければならない。『気候の安定＝石がある』という図式が成り立つ以上、その存在を隠すこともできない。

　シャーリーの抱える問題を解決しない限り、ベラノの平和はあり得ない。

「それでもやっぱり『人魚姫の涙』は持っていかせられないって言うなら、仕方ないから手術でも何でもして俺の腹から石を取り出せばいい」

　傷はラウールの力があれば一いつ瞬しゆんで元通りになるわけだし。

「ただ時間がないから、摘出は海かい賊ぞく艦かんの中で移動中に頼たのむ。追うのにワープが必要かもしれないけど、ワープアウトしたあと小型宇宙船でラウールだけ脱出すればいいさ」

「……やっぱ分かんねーな……僕はそれでいいかもしれねーけど、やっぱり分からない。シャーリーちゃんは少年のことを殺そうとしたんだぞ。何で追いかけるんだよ？」

「別に、単純な理由だ」

「その理由って、何だよ？」

「フツーのことさ」

　俺は少しだけ口くちの端はしを持ち上げる。

「友達がさらわれたなら助けたい。子供が泣いてるなら手を貸したい。それからもし友達が間違ったことをしてるなら――殴ってでもそれを止めたい。それだけだ」

　それがあの日、この『血筋』を背負うと決めた俺の生き方だ。

「ラウール。それにほかのみんなはどうする？」

「フン。ワシはお主と一緒に行くとも。決まっておろう」

　鼻を鳴らして、ロザリンドが一番に答える。

「テトラもシャーリーさんを止めたいです。シャーリーさんにこれ以上、ヒドいことして欲ほしくないですから」

　テトラも胸の前でグッと拳を握って頷うなずいた。

「……私も」

　レインは毅然と口元を引き結んで、力強く名乗り出た。

「おいおい、レインちゃんはたいして強くもないだろ。少年についていって、何をするつもりなんだよ？　危険だ」

　慌てた表情でラウールがレインの前に出て、彼女を押し留めようと説得する。

「ラウール様」

「―――」

　だがそれは、レインのまっすぐな瞳によって、逆にたじろがされる結果となった。

「ベラノのことと、人魚族のことを、ずっと永い間見守り続けてくださり、一族を代表してお礼申し上げます。ですが、今は止めないでいただけますか」

「けど、僕は彼女と約束したんだ。ベラノを守るって！　むざむざ危険な場所へ行かせるわけには」

「ラウール様」

　レインは一度まぶたを閉じ、一秒ほど間を置いて再び開く。

　再度ラウールに向けられた彼かの女じよの視線は、先さき程ほどよりも厳しい物になっていた。

「あなた様がお慕いした心清き人にん魚ぎよ姫ひめ様は、人魚族だけを見守って欲しいと頼まれたのですか？　マーマン族の方々のことは捨て置いて」

「！」

「私はスクアーロ様を助けに参ります――そして、あの方が生きたままでも故郷の海に帰ってこられるように、世界を変えます」

　キッパリと、レインは宣言した。

「お母様とスクアーロ様が護ってくださった世界を、今度は前へ進めるために、私が変えてみせますわ。幼い頃、お母様と約束したように――赤いお魚の王子様と青いお魚の王女様の約束を叶えるために」

　その強い意志を目にしたラウールはしばし苦い表情をして……しまいには「参ったな」と呟つぶやいて目元を覆おおった。

「結局僕は自分の見たい物しか見てないつまんねぇ小悪党だなぁ……。ホント、レインちゃんたちみたいな目に見つめられると、自分がヒドく矮小に思えるよ」

　ラウールは苦笑いしたあと、パンッと自分の両頬ほおを張って、またいつものへらっとしたお調子者の笑顔を浮かべた。

「僕もついて行くよ、どこまでも。力になれることがあったら、何でも言ってくれ」

「ああ」

　俺は彼の言葉に頷く。

　全員の意思が揃そろったところで、俺はガーネットを半ば担ぎながら、みんなと一緒に海賊艦の停てい泊はくしている港へと急いだ。途と中ちゆう、宙から少し浮いた乗り物に乗って引き返してきたファムに拾ってもらい、すでに出航準備を終えた船へと乗り込む。

「出航オォーーー！」

　かけ声とともに、海賊艦の床ゆかが少し揺れて、外の風景が窓枠の下へと消えていく。山の頂上が見えなくなり、空だけが見えるようになる。いずれ宇宙に出るだろう。

「――さて、今の内にガーネットの話の続きを聞かないとな。とりあえず、行き先が分からないと困るから、それだけ先に教えてくれ」

「ハイ。シャーリーは――」

　ガーネットが目的地を答えようとした時、俺のズボンのポケットが振しん動どうした。ケータイだ。

　着信はイリスからだった。







インターミッション４







「烈れつ火か！　大変なの！　あのね、シャーリーが！」

　ケータイがつながった瞬しゆん間かん、イリスは皐さ月つきの森羅の大魔ま法ほうで知った数々の真実を烈火に伝えようとしたが、慌てすぎて上う手まく言葉が紡げなかった。

『落ち着いてくれイリス。だいたいのことは俺おれも把握してる』

「……うん」

　烈火の声が、イリスのことを安心させてくれる。

　イリスは音量を最大にして、ケータイを部屋の机の上に置く。彼女たちは電話をぐるっと囲み、惑星ゲイルの烈火たちとお互たがいが掴つかんだ情報を交こう換かんした。

「じゃあ、先にシャーリーを裏切ったのはエスタシオンの政府なのね！」

　烈火の話を聞いて、イリスは激しい怒いかりを覚える。森羅の大魔法で皐月に調べてもらったのは、エスタシオン軍が現在警けい戒かいしている犯罪者がシャーリーであるということだけで、彼女の抱かかえている事情までは把握していなかった。それを調べるよりも先に、烈火たちに危機を知らせることを優先させたからだ。

『シャーリーは今エスタシオンに向かってる』

「え？　どうして……？」

『エスタシオンから逃にげる時、シャーリーは〝平和維持機構〟の資料を持ち出したんだ。そして、計画の要である〝マスターチップ〟を完成させた』

　それだけじゃない、と烈火は続けた。

『シャーリーはシーガイストに資金集めをさせて新しい海賊艦を造らせてた。その船には、〝マスターチップ〟の力を増幅させる装置が積んである』

「……それって！」

　エスタシオンでは十歳以上の人間は全員〝チップ〟を埋め込む。つまり――

『彼女は自分を苦しめた大人たちを皆殺しにするつもりだ』

「―――」

　ミナゴロシ――たった五文字の恐おそろしい言葉に一同は声を失う。

『そうして残った子供たちには選せん択たくを強いる。従うか、従わないか。従う奴らは全員〝チップ〟を埋め込んで、従わない奴らはスクアーロたちに始末させるつもりだ』

「で、でもエスタシオン軍は強力よ？　今も惑星を覆う防シ護エ壁ルの入国管理ゲートを監かん視ししてる。海賊艦一隻せきでどうこうなんて……」

『言っただろ。シャーリーが完成させた〝マスターチップ増幅装置〟はエスタシオンを丸ごと掌握する代物なんだ。海賊艦に接近されただけで軍ぐん艦かんは手も足も出ないし、そのゲートって奴も素通りだ』

「そんなっ！」

　思わずイリスは悲鳴を上げた。ハリッサやつみきも取り乱している。皐月、響ひびき、スズランの三人は黙だまって何かを考えていた。

『――イリス。みんな。頼みがある』

「な、何？」

『シャーリーの狙ねらいはエスタシオン中のエネルギーが集まる中央集積施し設せつだ』

〝マスターチップ増幅装置〟がある限り、エスタシオンにおいてシャーリーは神様に等しい力を振るうことができる。だが、どんなに優れた装置でも、いかに天才が設計した新造艦かんでも、動力――つまりエネルギー源がなければ、動かし続けることはできない。

　そして、中央集積施設とはエスタシオン中の電力が集まる場所だ。

『新造艦の船底は中央集積施設とドッキングできるようになってる。シャーリーはそこから電力を吸い上げるつもりだ』

「じゃあ、それを防げば……？」とハリッサ。

『正直防ぐのは難しいと思う。だけど、動力を確保するまではシャーリーも〝増幅装置〟の出力を最低限に抑えるはずだ。せいぜいゲートを開けさせたり、邪じや魔まな軍艦をおとなしくさせるぐらいだろう』

　動力を確保するまで虐殺は起こらない。

「話は分かった。で、ボクらは何をすればいいんだ？」

　表情を引き締めた響が烈火に尋たずねた。

『シャーリーたちの新造艦がエスタシオンに着くのにあと一時間半くらい。俺たちは二時間くらいかかる。でも、ベラノからエスタシオン軍の軍艦でワープすれば彼女たちより早い』

「「「「「「！」」」」」」

　その場にいた全員がハッとした表情をした。

　根本的な初動の遅さゆえに、海かい賊ぞく襲来から数時間経たってエスタシオン軍はベラノに現れたが、本来の性能なら一時間足らずで到とう着ちやくできるはずなのだ。

『何とかエスタシオン軍を説得して、彼女たちを先回りしてくれ。中央集積施設はあくまでエネルギーの中継地点だ。各地の発電施設からエネルギーを集めて、効率よく分配するターミナルの役割を担ってる。その各施設との接続を切るだけで、シャーリーの計画を大幅に遅らせられるんだ』

「発電施設の方を破壊するのではダメなのか？」

『数が多い上にほとんど地下で、テロや自然災害対策のためにとんでもなく頑がん丈じように造ってあるらしい。さすがに時間が足りないし、壊すとなるとエスタシオン側の説得も難しくなるだろ』

「なるほどな……」

　響は聞くべきことを聞き終えたのか、視線を上げてイリスのことを見た。エスタシオン軍を説得するとすれば、それは軍関係者であるプリーツと接点のある彼女の役割だからだ。

　その視線の意味を悟ったイリスはグッと拳を握る。

「――任せて！　烈火！　アタシたちが何とかするから！」

　彼女は張り切って大声で答えた。

『頼む。俺たちももうすぐワープに入る。その間は連れん絡らくも取れなくなるけど、無茶はしないでくれよ。時間さえ稼いでくれれば、何とかする方法はある』

「……いつも無茶苦茶してんのはアンタでしょ」

　呆れ果てたようなつみきのツッコミに、その場にいた全員が少し笑う。

　そうして彼女たちは行動を開始した。




　　　　　▽




　シーガイストに造らせた新造艦に名前はない。シャーリーにとってこの船は〝マスターチップ増幅装置〟を運び、中央集積施設を乗っ取るためだけの使い捨ての道具だったからだ。これといった思い入れもない。

「……」

　シャーリーは〝マスターチップ〟で操あやつった海賊たちに囲まれながら、冷たい表情を浮うかべていた。ただの観光客を装うための服も慣れた白衣に着き替がえ、三つ編みも解いていた。烈火たちと一緒にいた時から雰ふん囲い気きを一変させている。

（やっと……欲しかった物が手に入る）

　これまでの人生の中で、シャーリーは自分の欲しい物を手に入れたことなど、ただの一度もなかった。ただ与あたえられた環かん境きようと仕事に流されるがまま生き続け……結果裏切られ、それすらも失って一度は完全に空っぽになった。

　だから、今度は自分の手で幸せを掴もうと思った。今まで手に入らなかったモノを――失ってきたモノを取り戻そうと足掻き、この計画を進めてきた。

（エスタシオンの星を覆う防シ護エ壁ルは大銀河連邦にも公開していない最新鋭の技術が使われた堅牢な盾。ゲートさえ閉じてしまえば、突とつ破ぱするだけの戦力を保有する星は大銀河連れん邦ぽうの中でも限られる……。エスタシオンは元々技術を輸出する星。私の手元にはまだ表に出してない新技術がいくつもある。それを餌に交渉すれば……）

　頭の中でエスタシオン掌握後の動きまで計算しながら、シャーリーは皮肉げに口元を歪めた。

　大人たちは汚い。たとえシャーリーが大虐殺を行っても、それで自分たちが得するならよしとするだろう。中には「エスタシオンの混乱を収めるため」という名目で軍事介入をしようと目論む者もいるだろうが、前述の通り防シ御エ壁ルは極きわめて高い防御力を有し、またシャーリーには死を恐れない使い捨ての兵士がたくさんいる。

（各国との折衝が済むまで、軍人だけはある程度生かしておかなきゃね……。はぁ、嫌だわ。大人たちを生かしておかなきゃならないなんて）

　だがそれもしばらくの辛抱だ。

　すでにシャーリーはクローン技術と遺伝子学を組み合わせて、成長速度が著しく速いクローン兵士の開発に着手している。生かしておいた軍人たちの戦せん闘とう技能のみをクローン兵士の脳と体にダウンロードさせ、〝チップ〟で制御すれば、彼女のためにだけ戦う軍隊の完成だ。

（一年……いえ、半年で完成させる）

　早く大人たちを消し去るために。

　自分の『理想の世界』から、不純物を取り除くために。

『ワープ　ヲ　オワリマス』

　合成音声がワープアウトの時間を告げ、シャーリーの目の前に憎たらしい――だがこれから彼女の『理想の世界』となる惑星エスタシオンの姿が現れた。

「やっぱり軍艦がいるわね。無む駄だだけど」

　シャーリーは〝増幅装置〟を作動させ、自身の指に嵌めた指輪――〝マスターチップ〟から軍艦に向けて指令を送る、『どけ』と。

　その直後、こちらへ砲塔を向けていた軍艦は動きをピタリと止め、十数秒ほどの間を置いてシャーリーたちに道を開ける。

「感度良好ね」

〝増幅装置〟の成果に満足して、シャーリーは続けて入国管理ゲートを開けさせる。彼女の船は防シ護エ壁ルの内部に入り、まっすぐにエスタシオンの中央集積施設を目指した。

　さすがにこの段になると政府も自軍の様子がおかしいことに気づいたらしく、遠距きよ離りからこちらを撃墜しようとしてくる。それらは先程従えた軍艦を盾たてとして防いだ。

　行軍はまったくもって順調――だが、もう中央集積施設が視認できるほどの距離まで地上が近づいた時、シャーリーの目に奇妙な物が映った。

「……貨物艦？　何であんな中ちゆう途と半はん端ぱなところに……？」

（こっちの狙いが中央集積施設だと気づいたの？　いえ、だとしてもこちらを撃墜できない貨物艦を配置する意味が……）

　それともあの貨物艦に爆薬でも積んでいるのだろうか？　こっちが攻こう撃げきすれば大爆ばく発はつを起こす罠として、あるいは中央集積施設そのものを破は壊かいするために。

　シャーリーは素す早ばやく思考を回転させたが、その必要はなかった。なぜならその貨物艦は彼女の船と従えた軍艦の群れが接近すると、ねずみのように逃げ去ったからだ。

「何だったのかしら……？」

　たまたま中央集積施設に用のあった貨物艦が上空に停泊していただけ？

　その真意は謎なぞのままだったが、ともあれ邪魔な物はこれでなくなった。

　シャーリーは当初の予定通り船を進め、船底を中央集積施設にドッキングさせる。そこから先は海賊に任せられない作業だ。彼女はメインブリッジのディスプレイ上に浮かんだコマンドを操作し、各地から中央集積施設に集められた電力の行き先を〝マスターチップ増幅装置〟へと切り替かえる。

「これで、おしまい――」

　ディスプレイに浮かんだ『実行』コマンドにシャーリーは触ふれる。

　それで終わりのはずだった。

「――……？」

　電力が流れてこない。

　シャーリーはすぐにディスプレイを操作して原因を調べる。

（……各発電施設からの送電が物理的に途切れてる？）

　ほんの少しだけ彼女は感心した。一部とはいえ施設を壊すということは、少なからず損失を出すということだ。そして大人というのは自分が損することをヒドく嫌う。たとえそれが必要なことと分かっていても「私は損をしたくない。もっと別の方法があるんじゃないか？　別の誰だれかが損をしろ」と無駄な時間をかけるものだ。少なくとも彼女の知るエスタシオン政府の体質とはそういうものだった。

「仕方ないわね。来なさい、スクアーロ」

「グゥゥゥゥ……」

　シャーリーは白衣の裾すそを翻し、スクアーロを従えて船底へと向かうために歩き出す。

　可能性は低いとはいえ、こういう事態を彼女がまったく想定していなかったわけではない。そもそも『バーサーカー細さい胞ぼう』はこういう時のために用意していた物だ。まさか竜りゆう宮ぐう御ご殿てん街で偶ぐう然ぜん出会い、想定外に事態に介入してきた烈火たちを倒たおすために持っていたわけではない。

（烈火……）

　ふと頭をよぎってしまった名前が、シャーリーの心に引っかかりを残す。

　なぜ彼は自分のことを助けに現れたのか？　あれほどの危険を冒してまで。仮に危険を冒すとしても、助けるのはテトラだけでよかったのではないか？　出会って数時間の自分やレインまで救出しようとするメリットが、彼にはない。

　烈火の行動は何から何までシャーリーにとって不可解だった。

　この世で信しん頼らいに値あたいするのは自分と、自分が造った物だけ――ほかに信じられる物など、シャーリーは持っていない。

　だから、造るのだ。自分の手で、自分を絶対に裏切らない、信頼に値する世界を――




　――そのためになら、いくら他人が傷つこうが構わない。




　　　　　▽




　中央集積施設のメインコンピュータールームで、イリスたちはひとまず安堵していた。

「ドッキングした瞬間、あっという間にこっちのコンピューターとネットワークを乗っ取られたわね……ほら、アタシの言った通りケーブル切っておいてよかったでしょ？」

「あのケーブル一本いくらすると思ってんのよ！　物を壊さないって言ったから連れてきたのに！　私の責任になっちゃうじゃない！」

「まー確かにブッといケーブルだったわねぇ～、おまけに硬かたかったし。送電時のエネルギーロスも極小なんでしょ？　今度の技術交こう換かん会かいでアレ出したらいいんじゃない？」

　中央集積施設の地下で自分たちが引きちぎったケーブルを頭に思い浮かべながら、イリスは誤魔化すように笑う。

「話を逸そらすんじゃないわよ！」

　イリスたちをここまで連れてきたプリーツは本気で泣きながら抗議する。

　本当は連れてきたくなどなかったのだろうが、個人の秘密から漏洩できない国家機密まであらゆる脅迫材料（森羅の大魔法調べ）を駆使された結果、こちらの要求を呑むしかなかったようだ。
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　まぁ少しは気の毒だったかもとイリスも思う。しかし、緊きん急きゆう時だったのだ。星が滅びかねないような危機を救ったのだから、エスタシオン政府も不問にするとは思うが……もしプリーツが路頭に迷うようなことがあったら、パパに紹介してあげようとイリスは胸に留とめておいた。

　その時――突とつ然ぜん、ガクンッと大きく中央集積施設が振動する。

「何？　攻撃してきたの？」と皐月。

「かもしれないが、なぜだ？」と響。

　シャーリーの目的は中央集積施設の奪取だ。破壊ではない。

　だが、大きな振動は何度も続く。

「キャッ！」

「ハリッサちゃんっ！」

　転びそうになったハリッサの手をつみきが掴むが、

「って、きゃあ！」

　再び床が揺れ、彼女もバランスを崩してしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そのふたりをスズランは支え、ゆっくりと座すわるように促うながした。

「あ、ありがと」

「ありがとうございます」

「いえ。ですが、相手の意図が見えませんね。いったい……」

　そう言って、スズランが天てん井じようを見上げた時だった。

　メインコンピュータールームの天井がいきなり音を立てて破砕した。

「危ない！」

　イリスが叫さけび、とっさに手近な誰かを破片から守ろうとした――が。

「……？」

　破片が、降ってこない。

　何でかと思ってイリスが天井を見上げると、

「……何あれ……生き物？」

「天井を……いや、施設そのものと融合してる？」

　血管の浮いた青い色の肉が、割れた天井と一体化していた。

　その光景はまるで捕食だ。肉は貪欲に施設の天井、機械のモニタ、操作盤ばん、あらゆる物を喰らい大きくなっていく。

　だがその謎の肉塊はイリスたちのことを素通りしていった。食うのは施設ばかりで、うっかり肉の触手に触れてしまったハリッサが悲鳴を上げても見向きもしない。

「融合……一体化……施設……マズいッ！」

　何かに気づいた響が即座に部屋を飛び出そうとするが、扉とびらもすでに乗っ取られており開けることができない。

「クソッ！　イリス、この扉を壊すのを手伝ってくれ！」

「え？　え？　響、何なの？　何か分かったの？」

「おそらくだが、こいつはこの建物そのものと一体化しようとしてる。さっきはコンピューターをハッキングされただけだから、物理的にケーブルを遮しや断だんした以上相手は電力を吸い上げられなかった。だが、もしこいつが地下のケーブルのところまで辿り着き、切断面をつなげたらッ!!」

　切羽詰つまった響の声は最後まで続かなかった。




　――ガリ




　全身が総毛立つような音が、プリーツの首から聞こえてきた。

「アギッ……！」

　プリーツのつけ爪をした指が、彼かの女じよ自身の首に何度も食い込み、引っ掻く。

「ア、ギイ、ヒギッ！」

「ちょっ！」

　慌あわててイリスはプリーツの両手首を押おさえつけ、自傷行こう為いをやめさせる。

　だが今度は急に頭を壁や床ゆかに叩たたきつけ始め、血の飛沫しぶきが飛んだ。

「何なの？　何なのよ!?」

「クッ！」

　上着を脱ぬいだ響はそれの一部を破いてプリーツの口へ、舌を噛まないように突っ込み、残りの布で彼女の両腕うでを縛り上げる。

「〝増幅装置〟だ……」

「え？」

「烈火が言っていただろ。シャーリーは〝マスターチップ〟で脳に〝チップ〟を入れている人間を好きに操れる……。彼女はこうやってこの星の大人たちに復讐するつもりなんだ」

　しかもプリーツを見る限り、首の傷も、頭のぶつけ方も若じやつ干かんの手加減が見られる。

　苦しみができるだけ長く続くようにいたぶっているのだ。

「そんなっ！　どうにかできないの!?」

「……」

　響は黙り込む。

　プリーツのケガは皐月とハリッサが治している。だが、さっきのと同じ光景が、今エスタシオンのそこら中で起こっているのだ。

「～～～ッ」

　イリスはケータイを取り出した。宇宙のどこでも烈火につながる特注品だ。

　だが、番号をダイヤルしてもつながらない。

「何で……」

　何で――そんなの理由は分かってる。まだワープアウトしていないのだ。

　つまりそれは烈火がまだエスタシオンに到着していないということで……。

　イリスはもう一度ケータイをかけ直す。

　つながらない。

「出てよ……」

　もう一度。

　無意味な雑音が聞こえる。

「出て……烈火」

　もう一度。

　やはりつながらない。

　それでも、もう一度……。

「出て……つながってよ……お願い…………烈火ァーーーッ！」




　――ピッ




『おう。待たせた』

「れっ、か……」

　涙なみだ混じりの声で、イリスはついに通じた電話の向こうの彼かれの名を呼ぶ。

「れっ、か…烈火……ッ！　烈火！　助けて！」

『任せろ！』

　イリスの助けを求める叫びに、彼は力強い声で答えた。







第五章　世界はひとりでは変えられない







「全速前進だ野や郎ろうどもォ!!」

　海賊たちの雄叫びがメインブリッジにこだまする。その声に応えるように海かい賊ぞく艦かんは防シ護エ壁ルの開け放たれたゲートを最速でくぐり抜け、エスタシオンの中央集積施し設せつを目指す。

「じゃあ、今施設を青い肉の塊に乗っ取られてるんだな？」

　俺おれはケータイの向こうにいるイリスに尋ねる。

『そうよ！　何なのこれ？　気持ち悪いわ！』

「……」

　その光景は、やがて俺たちの乗る海賊艦のカメラでも確かく認にんすることができた。

　新造艦かんの船底と中央集積施設が青い肉塊によって結合している。肉は時折りボコボコと膨れ上がり、表面には血管らしき物が走っていた。

　たぶん……あれはスクアーロだ。『バーサーカー細胞』は体を自在に変化させる。シャーリーは〝マスターチップ〟で命令して、彼の体と機械を融合させているんだろう。歪なサイボーグを造る要領で。

「いくら技師としての知識があるって言っても……ありゃー無茶苦茶だ」

「ああ……そうだな」

　ラウールの呟つぶやきに、俺は眉まゆをひそめて同意する。

　正直、見るに堪えがたい……それでも、進まないと。

「それにしても、なぜ周りの軍ぐん艦かんはこちらを攻撃せんのかのう？　同じ海かい賊ぞくの船じゃ、仲間と思われても仕方ないと思うが」

「おそらく今シャーリーは船底にいます。中央集積施設の乗っ取りに〝マスターチップ増幅装置〟の調整。それらは海賊たちに任せられることではありませんから」

「じゃが、奴やつの手下どもからはワシらが見えておるであろ？」

「今の海賊やエスタシオン人は自意識の全すべてを奪うばわれています。ですがそれは、彼らに見えている物がシャーリーに見えるということではありません。指示を出さない限り、彼らは人形と同じですから」

「……人形、のう」

　ロザリンドはつまらなさそうに吐き捨てる。俺も口には出さなかったが、彼女と同じ気持ちだ。

　こんなもんがお前の欲ほしい世界なのかよ、シャーリー。

「だけどまぁ今はチャンスじゃねーの。このまま一気に接舷と行こうぜ、ファムちゃん」

「そんなの分かってるよ！」

　ファムは怒ど鳴なり返しながらも、その目はまっすぐ前へ――変わり果てた姿のスクアーロへと注がれている。

　彼女と海賊たちが操る船は雲を割り、空を駆かけ、やがて新造艦の真上へ辿たどり着つく。

「こっからどうするんだ？」

「向こうの船の頭を押さえつけるように接舷するんだ。あとは突入用のアンカーレールをぶち込んで、そっから突入する！」

　やがて轟音を立て、俺たちの乗る船はシャーリーたちの船の上にのしかかるようにして着地した。

「野郎ども！　行くぞぉお！」

　海賊たちが雄叫びを上げてメインブリッジに設置された転送装置へと向かう。ベラノで駐船場から海岸までショートワープしたように、あれでここから船底のアンカーレールのある場所まで一いつ瞬しゆんで移動するらしい。

「イリス！　俺たちは今からシャーリーたちのいる船に突入する。そっちは中央集積施設から脱出して、エスタシオンの人たちをできるだけ助けてくれ！」

『分かったわ！』

「頼たのむぜ！」

　俺は通話を切り、みんなを振ふり返かえる。

「よしっ！　準備はいいか？」

「うむ」

「はいっ！」

「……ッ！」

　ロザリンド、テトラ、レインはそれぞれ表情を引ひき締しめる。

「おう！　……でもちょっとこれ動きづらいな」

　ファムも力強く返事をしてくれたが少し息苦しそうだった。彼女に頼んだ役割のために必要だったので着き替がえてもらったのだが、あまりお気に召さないようだ。

「ラウールとガーネットも頼むぜ」

「ハイ」

「まっ、上う手まくやるさ」

　このふたりにも大事な仕事を頼んだ。ワープ中に修理してもらったガーネットは何とかギリギリ走れる程度だが、頑がん張ばってもらうしかない。

「じゃあ、行くぞ！」

　俺たちは転送装置の中に入り、一瞬で船底へと移動した。

「何だこの滑り台みたいなの？」

「アンカーレールだよ。こいつで敵の船に乗り込むんだ」

　ファムの手短な説明によると、中が空くう洞どうになっている巨きよ大だいな銛を敵船へ向けて発射し、その中を通って相手の船に乗り移るようだ。

　俺たちは順々にそのほとんど垂直に近い滑り台の中へ入る。

「のわあああああああああああ！　っと、おおう？」

　そういや着地をどうするんだと途と中ちゆうで気づいて悲鳴を上げたが、滑り台を終わる直前、奇妙な膜を突つき抜ぬけるような感かん触しよくがあり、クッションで受け止められたみたいにほとんど衝しよう撃げきもなく床に着地できた。

「相変わらず宇宙の科学ってスゲェな……ドォフッ!!」

「降りたらさっさとどけ鈍臭男！」

　続けてアンカーレールを降りてきたファムに足蹴にされつつ、俺たちは新造艦に侵しん入にゆうするのに成功した。

「よし、シャーリーたちのいる船底を目指すぞ！」

　船内の構造はガーネットと、建造に関かかわっていた海賊たちが熟知している。ガーネットは速く走れない状態なので、海賊たちに先頭を任せて走り出だす――が、

「「「「「「―――」」」」」」

　行く手を、シャーリーに操あやつられた海賊たちに阻まれた。

「ちぇっ。さすがにさっき接舷した時の振しん動どうでバレたみたいだな」

　ラウールが舌打ちする。

　味方の海賊たちもブレードの刃やいばやレーザー銃じゆうの出力を非殺傷設定にして迎むかえ撃うつ。

「みんな手加減忘れちゃダメだかんな！　あたしらが叔お父じ貴きを助けるまで粘って！」

　そこで俺たちとファムは数人の海賊たちとともに道を分かれ、階段を下りていく。こちらはスクアーロ救出組だ。

「そこの部屋に入ってください。船底へ行ける転送装置があります」

「分かった」

　ガーネットの言う通り部屋に入ると、隅すみっこに転送装置が設置してあった。

　俺たちは一度止まり、息を整えるために深呼吸した。これに乗れば、いよいよシャーリーとスクアーロの許もとに辿り着く。

「テトラ、レイン……大丈夫か？」

　体力的に厳しいふたりに俺は念のため声をかける。

「はいです……大丈夫です」

「早く参りましょう」

　決して余裕という風には見えなかったが、ふたりは力強く頷うなずいた。

「まぁ安心しろって。女の子のケツなら僕ぼくが喜んで持つからよぉ、あっ、いやらしい意味じゃなくてな」

「そのフォローは入れない方がよかったんじゃないか？　……まぁ、頼むぜラウール。この作戦はお前にかかってるからな」

「はいよ。まっ、軽くもう一回だけ打ち合わせしとく？」

　もう一度俺おれたちは作戦の概要を確認し合い、事前の準備を終えた。

「うしっ！　じゃあ、行くぞ」

　気合いを入れるために自分で頬ほおを張ってから、俺は転送装置に入った。




　　　　　▽




　船底は全体を照明で照らされているものの、あまり明るいという印象を受けない場所だった。狭くはないが広すぎてもいない――その中心に変わり果てたスクアーロとシャーリーがいた。

「グゥゥゥゥ……」

　スクアーロはパッと見、先さき程ほどよりもさらに巨大化していた。だがしかしよく見ると、その体は上半身しかない。正確には、下半身が船底の床を突き抜けて、どこかへ行ってしまっていた……おそらく下の中央集積施設と融合しているのだろう。

　彼の背後には、やや離れて小さな塔のような機械があり、どうやら現在進行形で稼働中のようだった。あれが〝マスターチップ〟の増幅装置か？

「叔父貴」

「船長」

「スクアーロ船長……ッ！」

　ファムと海賊たちが口々に変貌した彼の名を呼ぶ。ある者は半ば呆ぼう然ぜんと、ある者は歯軋りをしながら。

　そして、次に全員の視線は彼をそんな風にした元凶へと向けられる――白衣を着て髪かみを下ろし、冷徹な眼まな差ざしをこちらへ向けるシャーリーへと。

「烈れつ火か……生きてたのね」

　わずかな驚おどろきを滲にじませた声音で彼女は呟く。

「運よく、な」

「助けたのはそっちのラウールさんかしら？　死なないぐらいしか取り柄のない人かと思ったけど、そうじゃないのね。ロザリンドちゃんに至っては『完全停止薬タイムストツプ』を撃ち込んだはずだけど？」

「……」

　シャーリーの問いかけには誰だれも答えなかった。

「……ふぅん。まぁいいわ。それで？　死の淵から甦ってきたあなたたちの目的は何？　私の邪じや魔ま？」

「お前の『物語』を救いに来た」

「『物語』？　烈火は変な言い回しをするのね。ちょっとメルヘンかも」

　クスクスと笑われる。

「でもね烈火。もしそれが私を助けるって意味なら、今すぐこの星を出て行ってよ。それともやっぱり私のモノになる？」

「それはお前の『理想の世界』の住人になれってことか？　そりゃ断っただろ」

「だから、もう一回訊きいてるのよ」

「何度訊かれようがお断りだ」

「―――」

　彼女の目がスゥと細まり、俺を睨にらんだ。

「だったら……」

「シャーリーさん！　もうやめてです！」

　テトラが一歩前へ出て叫ぶ。

　だがそれは、余計にシャーリーをイラ立たせる結果となった。

「テトラもどうせ断るんでしょ……せっかく『理想の世界』に連れていってあげようと思ったのに。やっぱり自分以外に信用できる人間なんていないわ。全員、消えなさい」

「グゥゥゥゥゥ……」

　スクアーロが動き出す。

「ラウール。テトラとレインを頼んだぞ！」

　非戦せん闘とうメンバーを下げ、残りの面子はバラけながらシャーリーめがけて走り出す。

「スクアーロ。まずはあのグレムリンを狙ねらいなさい」

「……ッ！」

　やっぱりシャーリーはファムを狙おうとするか！

　何しろファムは惑わく星せいゲイルで――力の暴走だったとはいえ――〝マスターチップ〟を一度破は壊かいしているのだ。当然、警けい戒かいしているだろう。

　だけどそんなのは俺たちだって予想してる。

「フンっ、やはりそう来るか」

　額当てをした少女めがけて伸のびたスクアーロの腕をロザリンドが正面から防ぐ。狙いが分かってるんだから、そこに護衛をつけるのは当たり前の対処だ。

　そして、それが分かっているからこそ――

「シャーリー！」

「「「「ウォォォオォオ!!」」」」

　――俺と海賊たちはロザリンドたちから距きよ離りを置き、大きく広がって展開しながらシャーリーめがけて突とつ撃げきする。

〝マスターチップ〟の破は壊かいだけが、この事態を止める方法じゃない。命令をくだすシャーリー自身が気絶してしまえばスクアーロも止まるし、増幅装置も破壊できる。一番彼女が警戒するファムを囮にした作戦だ。

「甘いわね」
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　だが、その単純な囮作戦は読まれていた。

「グゥゥゥゥゥ……」

「!?」

　突とつ然ぜん、スクアーロの腹から生えた機械仕掛けのロボットアームが、俺たちを薙ぎ払った。

「グアッ！」

　吹ふき飛ばされ、宙を舞まう。

「烈火さん！」

「……ギリギリ大だい丈じよう夫ぶだ！」

　こちらへ駆け寄りそうになったテトラに大声で返事をして止め、俺は急いで立ち上がる。反射的にガードできたが、スタン銃が壊れてしまった。腕も激しく痛む。銃身が間に入ったおかげで骨は折れていないようだが……。

「……ッ！」

　一いつ緒しよに吹き飛ばされた海賊たちも立ち上がろうとしているが、半分はダウンしている。中でも小柄な人ひと影かげは弱々しく肩かたで息をしていた。

「ヤベェ奴は無理すんな！　大丈夫な奴らだけで行くぞ！」

「「「「……ッ！」」」」

　気遣いでかけた声だったが、逆に全員が歯を食い縛って立ち上がった。

　根こん性じようありすぎだろ……！

「グゥゥゥゥゥ……」

　元の腕……と言っていいのかもはや分からないほど変形してしまっているが、肩から生えている腕の二本に加え、腹から三本、胸から一本、計六本の腕が生えたスクアーロの姿は歪な阿修羅のようだった。

　体を好き勝手に変えられるってのは、こういう奇襲にも使えるのか……厄やつ介かいだな。

　実際、攻こう撃げき予測がほとんど立てられないに等しい。ロザリンドですら自由自在すぎる腕の攻撃に苦戦していた。関節は好き勝手に折れ曲がり、それどころか関節の数そのものが増え、挙句の果てに肘や手の平から新しい腕が生える……。

　喩えはアレだが、子供の頃ころに遊びながら好き勝手に改造したプラモデルを思い出す。脚あしの代わりに腕とか生やしてたな……。

「どうするの烈火？　私が操ってるエスタシオン軍もドンドンこの船に乗り移ってるわよ。上にいるあなたの仲間たちを突とつ破ぱしたら、すぐにここにやってくる。そうしたら、完全に詰みね」

「生あい憎にくと将棋やらチェスは苦手だ。何十手先も読み切るなんて人間技じゃねーだろアレ……でも、勝負は決着が着くまで分からねーってのは知ってるぜ」

「そう――じゃあ、こうしたらどうする？」

　シャーリーは指をクイッと――何かを下から突き上げるようなジェスチャーをする。

「キャアアアァ！」

「……ッ！」

　直後、俺の背後でテトラたちの悲鳴が上がった。

　振り返ると、新しい七本目のスクアーロの腕うで――いや、もう触手と言った方が正確かもしれない――が床ゆかを突き破やぶって、ふたりの少女とその護衛役を拘束していた。

「テトラ！　ッ……レイン！　ラウール！」

　スクアーロの体はすでに新造艦の船底と中央集積施設と融合してる……！　なら、今俺たちが立っている床も彼の一部ってことか！

　テトラたちを捕つかまえた腕はさらに伸び続け、彼かの女じよたちをシャーリーとスクアーロの傍そばへと連れていく。

「人ひと質じち。あんまりスマートじゃないけど、烈火には有効そうよね。まぁそっちの海賊たちはどうか知らないけど」

「……ッ！」

　そうは言われても、海賊たちだって迂闊に動けない。シャーリーがその気になれば、床を剣山のように変えて俺たち全員を串刺しにだってできるのだ。

「フンっ。ファム、こっちへ来い」

　ロザリンドもまた警戒を強め、護衛相手を傍らに呼ぶ。

　戦闘の一時的な休止。だが優位は完全にあちらにある。

「さて、人質なんて取ってみたけど、このあとどうしようかしら？　じゃんけんで負けた人から死んでみる？」

　ふざけているのかどうでもいいのか、シャーリーは気だるげに尋たずねてくる。

　まるで全てに対して投げやりになっているみたいだった。

「シャーリー。もうこんなことやめろ。本当は自分でもむなしいと思ってんだろ……？」

「そんなことないわ。『理想の世界』ができれば、全部変わるもの。ようやく全部手に入る……もう何も失わない」

「……」

　大人たちの裏切りが彼女をこんな風にしたのか？

　試験管の中で造られ、両親の愛情も知らず、自由もなく、能力だけを求められた。全ての不自由を、与あたえられた仕事に没頭することで忘れようとして――結果、それすらも裏切られ、何もかも失って……失うことを極端に恐れるようになったのか？

　その結果が、誰も彼かれもが彼女に従う『理想の世界』――絶対に彼女を裏切らない世界。

「……そうだな。シャーリーの言う『理想の世界』でなら、お前はもう二度と何も失わずに済むかもしれない――」

「……そうでしょ？　そう思うなら、あなたも」

「――でも、シャーリーはそんな『世界』の中でいったい〝何を〟手に入れようとしてるんだ？」

「……何ですって？」

　俺とシャーリーの視線がぶつかり合う。

「シャーリーは言ってたよな。お前の創りたい『理想の世界』には三つの要素があるって。『いつでも春みたいな陽気』は『人にん魚ぎよ姫ひめの涙なみだ』があれば叶うだろ……『誰も傷つけ合わない世界』ってのも〝マスターチップ増幅装置〟で造れなくはないだろ……でも」

　彼女が求めた『理想の世界』にはもうひとつ大事な要素がある。

「――『友達』はどうするんだ、シャーリー。『友達といつも一緒に』って、お前は言った」

「ええ、言ったわね」

「『春の陽気』も『傷つけ合わない世界』も、所詮はただの環かん境きようだ。シャーリー、お前の『欲しいモノ』は本当はたったひとつなんじゃないのか？」

「……何を言ってるのよ。〝マスターチップ〟があれば、誰だって私の友達になってくれるわ。絶対に私を裏切ったり傷つけたりしない完璧な友達が」

「そんなもんは友達じゃねーよ。そんなのただの人形だ」

　俺おれはシャーリーの言葉を遮さえぎる。

「シャーリー。自分の力で幸せを掴もうとするのは悪いことじゃないさ。それは結構なことだ。でも、他ひ人とからしか与えてもらえないモノもある」

「……知らないわよ、そんなの。他人が私に与えてくれたモノなんて、裏切りしかないもの」

　シャーリーは小さく首を横に振り、俺を睨む。

　その顔は、俺には泣きそうな子供に見えた。

「こうやってでしか、私は友達が作れないの」

「ンなはずねぇ」

「ンなはずあるのよ」

　頑なにシャーリーは首を横に振る。

「ンなはずねぇ」

　だけど、俺だって頑なだ。

　なぜなら、確信がある。確証がある。だって、彼女はもう――

「――俺はもうシャーリーの友達のはずだぞ。竜りゆう宮ぐう城じようのあの窓際で、そう言ったはずだ」

「……ッ！　そんなの！」

「俺だけじゃねぇ。テトラだって、レインだって、あの時一緒に遊んだみんなだって、お前のことを友達だって思ってる」

「当然です！」

　スクアーロに捕まったままテトラは叫さけぶ。

　その力強い声に、シャーリーの表情がグシャリと崩れる……そして、次に彼女が浮うかべたのは………………激しい怒いかりだった。

「……さい。うるさい！　何が友達よ！　言葉だけなら何だって言える！　信用なんてできるわけないでしょ！　私を裏切った大人たちだって、私が役に立つ内は笑え顔がおで接してきて……最後は神妙くさったマジメ顔で裏切ったのよ！」

　癇癪を起こした子供のようにシャーリーは頭を横に振る。

「友達だって言うんなら、私のすることの邪魔をしないでよ！　いいじゃない『理想の世界』を創つくったって！　私が創る『世界』では急な雨に降られることも誰かが誰かを傷つけることもないのよ？　友達になるって言うんなら、その『世界』で私の隣となりにいてくれればいいじゃない！」

「それはできねぇよ。そのためにいったいどれだけの人を不幸にする気だ」

　俺は即答すると、ますます彼女の表情が歪む。

「……私の邪魔をするような奴やつが、友達なんかのはずがない。いつか私を裏切るに決まってる！　もう……裏切られるのは嫌いや！　私のことを……救う……？　そんなの信じられない！　ウソつき！　お前ら全員私の前から消えろォ！」

「消えもしねぇよ。友達が間ま違ちがえた時にそれをブン殴ってでも止められねぇで、何が友達だ！」

　足元の床が隆起したのを察知して、俺は横へ飛ぶ。一いつ瞬しゆん前まで立っていた床から巨大なブレードが生え、危あやうく真っ二つになるところだった。

「ロザリンド！」

　俺は次々と生えるブレードから逃げながら叫ぶ。

「任せよ！」

　ロザリンドは傍らの少女のマントを引っ掴み、

「やれぇ、小こ娘むすめ！」

　ボールでも投げるみたいに、思いっきり投擲した。

「何それ？　そんなので〝マスターチップ〟を壊すつもり？　スクアーロ！」

「グゥゥゥゥゥ……」

　スクアーロのロボットアームが伸び、飛来する少女を叩たたき落とす。

　その様を見て、シャーリーは冷笑を浮かべ――




　――その彼女の頭上で、ラウールの変装術でレインに化けていた本物のファムが、隠かくし持っていたナイフで触手を切断した。




　猫ねこのように身を捻らせたファムの着地音で、ようやくシャーリーは彼女の接近と――化粧と前髪で隠していた小さな角を見て――その正体に気づく。

「そんなっ!?　何で!?」

　悲鳴に近い声を上げて彼女はチラリと先さき程ほど叩たたき落とした偽にせ者もの――骨格をイジり声帯模写で声までファムに似せたラウールを見やる。

「いい加減、叔父貴を返せ！」

　変装していたファムは当然額当てをしていない。

　彼女の角からパチリと火花が散る。電磁波の射程まで、あと数歩。

「クッ！　こいつを止めて！」

　状じよう況きようを完全に把握したわけでもないだろうが、目の前の障害を排除するためにシャーリーはスクアーロに命令を下す。

〝マスターチップ〟からの指示に従い、スクアーロはファムに一番近い腹のロボットアームを横薙ぎに振ふるって、彼女を止めようとするが、

「――オーバーロード」

　テトラやファムと一緒に捕まっていたラウール――に変装していたガーネットが触手を引きちぎり、死力を振り絞ってロボットアームを受け止めた。

「その声っ、ガーネット!?」

　シャーリーが驚きよう愕がくの声を上げる。きっと今の今まで彼女はガーネットがここへ来ていたことにすら気づいていなかっただろう。

　ファムがレインに、ラウールがファムに、ラウールと背格好が似ていたガーネットは彼のフリをし、ひと言も喋しやべらずにシャーリーのことを騙した。ラウールの変装術は竜宮城でシャーリーも見ているから、彼が「変装をしていない」と彼女に錯さつ覚かくさせるために。

　単純な囮作戦が利きかないなら、囮の囮の囮作戦で不意を突く。

　全員の手で作り出だした確かなチャンス。

「うあああああああ！」

　そのチャンスで得た数歩を踏破し、ファムは〝マスターチップ〟に向かって頭ず突つきを加えるように、精密機械を狂くるわせる電磁波を叩き込んだ。

　……バキンッ！

　スクアーロを取り戻したいという彼女の強い感情が、電磁波対策のコーティングを突き破って〝マスターチップ〟を破壊した。

「グゥゥゥオォ、ォ……」

　床から生え続けていたブレードが止まり、スクアーロが動かなくなる。

「……」

　砕くだけ散ちって床に落ちた指輪を、シャーリーは呆然と、砕けた欠片かけらの数まで数えているのではないかと思うほど見つめていた。

　やがてシャーリーは自じ嘲ちようするように口くちの端はしを吊つり上あげる。

「変装、か……さすが大怪盗さん、他人の姿を変える術まで完璧ね。本物のレインはどこに隠れたのかしら？」

「――ここですわ」

　先程スクアーロの腕に吹き飛ばされた小柄な海かい賊ぞくがカツラと化け粧しようを取り、その下の美しい素す顔がおをさらす。

「もうおやめになってくださいませ、シャーリーさん」

　そう言って、レインは握にぎっていた手の平を広げて、その上に載のせている物をシャーリーに見せる。

「それは……『人魚姫の涙』？」

「ええ、こちらが本物ですわ。シャーリーさんが盗ませたのはラウールさんが入れ替かえておいた偽にせ物もの。エスタシオンに着いてから、私はずっとこの石の力を使っていました」

　そう。それがレインに頼んだ彼女の役割。

　そのためにワープ中、わざわざ手術してまで俺の腹から本物の『人魚姫の涙』を取り出しておいたのだ……麻酔がなくて死ぬかと思った。ラウールがいてくれたから一瞬で切開した傷は元に戻もどったけど、あとちょっと手術が長引いてたら気絶してたかもしれない。

「雷雲、霧、磁気嵐あらし……無線の通信障害を起こす気象はたくさんあります。あなたがこの石を使ってこの星に『安定した気候』を創ろうとしたのは、そのためでしょう？　完全に上う手まく行ったかまでは分かりませんが、あなたがエスタシオンの方々にさせようとした自傷行こう為いをある程度妨害できたはずですわ」

「……そう」

　シャーリーは俯く。

「また……全部なくしちゃった」

「そんなことねーだろ」

　俺は彼女に歩み寄り、手を差し出す。

「今でも俺はシャーリーを友達だと思ってる」

「……」

　俺が差し出した手を見つめながら、シャーリーは無言を貫く。

「それにお前の友達は俺だけじゃないだろ。みんなだって、ガーネットだっている」

「ガーネット……」

　シャーリーは目を細め、ボロボロになったアンドロイドに視線を向ける。

「あなただけは私を裏切らないと思ったのに……そう造ったのに。何でなの？」

「……」

　主の責めるような声にガーネットは口を閉ざす。

「……まさか自分で造っておいて忘れたのか？」

「え？」

「ガーネットは記き憶おく蓄ちく積せき型がたのＡＩを積んでるんだろ？　経験を積むことで考える力を養っていく……。彼女はお前に造られたから従ってたんじゃない。自分で考えて、お前の味方をしたいと思ったからずっと一緒にいたんじゃねぇか」

　メガネの奥おくの瞳ひとみが動揺に揺ゆれる。

「……そうなの？」

「……ハイ。シャーリー」

「…………」

　シャーリーはまた黙り込む。

　そして、彼女は俺の差し出した手に手を伸ばして……




「――騙されないわ」




　パシンッと振り払はらった。

　直後、シャーリーは身を翻して走り出す。

「シャーリー!?」

「……」

　こちらの声になど耳を貸さず、シャーリーは部屋の奥へと――〝マスターチップ〟の増幅装置へと向かっていった。

　機械の前に辿たどり着ついた彼女は一瞬で何かを操作パネルに打ち込んだ。




「グゥゥゥゥルルルオオオッォォォォガァァアァ!!」




　直後に、スクアーロが咆哮を上げた。

「な、何だ？」

〝マスターチップ〟を破壊して、スクアーロは動きを止めたんじゃないのか？

「アハハハ！　増幅装置の方にも補助程度だけど〝チップ〟への命令機構があるのよ！」

　大笑いをしながらシャーリーは天てん井じようを見上げる。

「小娘！　あれを破は壊かいするぞ！」

「わかっ!?」

　ロザリンドとファムが同時に増幅装置へ向かおうとした時、

「無む駄だよ」

「グオオオオオオオオオオ!!」

　スクアーロのロボットアームが複数伸のび、増幅装置を掴む。そして、そのまま増幅装置を床から引っこ抜ぬくと、まるで背中に背負うように自身の体に取り込んだ。

　さらに二重三重に肉と鉄塊が増幅装置を覆おおい尽つくす。

「これでもう簡単には手出しできないでしょう？」

　増幅装置を取り込んだあともなおスクアーロは周囲の壁かべや天井にまで手を伸ばし、ただの鉄塊や機械を喰くらっていく。機械を喰らえばそれを肉が覆い、肉が隆起すればその内側から機械が突つき破った。

「クッ！　ラウール！　お前の肉を食わせてスクアーロを元に戻せるか!?」

　それが元々立てていた今回の作戦の締めの部分だ。ファムのサイボーグ化した腕を元に戻したように、スクアーロのことも元に戻せるはず！

　しかし。

「どわっ！　どぉわっ！　ダメだって、近づけねぇ！」

　スクアーロの口――と言うより、胸や頭などの弱点となる箇所へ近づこうとすると、ロボットアームやブレードの動きが激しくなるようだ。

　そうこうしている間にもスクアーロの体はドンドン巨きよ大だい化していく。

「シャーリー！　お前、いったいスクアーロに何の命令をしたんだ!?」

「……この星の破壊」

「何だって!?」

　シャーリーは不安定な足場をフラフラと歩きながら、クスクスと笑う。

「『バーサーカー細さい胞ぼう』は被験者の求めに応じて体を最も適した形に作り変える……。いずれ命令の実行に充じゆう分ぶんな大きさになったら、スクアーロはこの星を壊すために暴れ始めるわ」

「何言ってんだ！　そんなことしたらお前だって!?」

「……いいのよ、もう何もかも。最後にあいつらを道連れにできるなら……それで……」

「バカ野や郎ろう！」

　俺はシャーリーに駆かけ寄よって、彼女をこの場から連れていこうとした。

　だが。

「グルゥアアアアアアアアア!!」

　スクアーロの胸から生えた数本の触手が、シャーリーに襲おそいかかる。

「……」

　ボンヤリと立たち尽くしたシャーリーは、自分へと襲いくる触手を避よけようともせず見上げていた。

　この距きよ離りじゃッ、間に合わッ!?

「シャーリーさん！」

　その時、横合いからシャーリーに駆け寄ったテトラが、彼女の体を突き飛ばした。

「えっ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたシャーリーの体を受け止めつつ、俺は片手をテトラへと伸ばす。

「クッ!?」

　だが……届かないっ！　伸ばした指先はテトラの服を掠めて空を切った。シャーリーの代わりに触手に絡め取られた彼女はそのまま体を持ち上げられ、スクアーロの胸に縫い止められてしまった。

「テトラッ！」

「烈火さっ……あグッ！」

　テトラはとっさに飛び降りようとしたが、捕まえた獲物は逃にがさないとばかりに巻きついた触手と機械のケーブルが彼かの女じよの手足に絡まり、固定する。

「どうして……テトラ……」

　呆然と、シャーリーが腕うでの中で呟く。

「逃……げて、です」

　テトラは苦しそうに呻きながら、俺の目を見る。

「烈火、さ……テトラの…………目を……見つけ……」

「グルゥアアアアアアアアア!!」

　その時、スクアーロがさらなる咆哮を上げた。すると、彼の上半身が床ごと持ち上がり、天井に吸い込まれるようにして船底から姿を消してしまった。テトラを、連れて。

「テトラァ！」

「レッカ！　こっちへ来い！」

　連れ去られた少女の名前を叫ぶ俺をロザリンドが強ごう引いんに引き留める。彼女はそのまま俺とシャーリーの体を小脇わきに抱え、転送装置の方へと向かった。吸きゆう血けつ鬼きの腕力相手では抗いようもない。

「ロザリンド！」

「黙だまっておれ。ここは奴の胃の中じゃ。いくらワシでも全員を守り続けることはできぬ！」

　ロザリンドは決して立ち止まらなかった。彼女は全員に撤退の指示を出しながら、ドンドン形を変えては襲ってくる床や天井から俺たちを守った。最終的には〝マスターチップ〟から解放された海賊や軍人たちもまとめてアンカーレールの方へと導き、全員を新造艦かん内から海かい賊ぞく艦かんへと脱出させた。

「小娘！　すぐにこの船を出せ！」

「分かってるっての！　みんな！」

　海賊艦はアンカーレールを切り離はなすと、中央集積施し設せつと新造艦から離れて上昇する。

　ズガァァン!!

　その時船に衝撃が走り、床が振動する。

「攻撃されてる！　回避回避！」

　海賊たちの悲鳴と怒声が行き交い、海賊艦が激しく揺れる。

「クッ……！」

　せめて状況を知ろうと俺は窓に駆け寄って外を覗く。

　眼下では、スクアーロに取り込まれた中央集積施設と新造艦がメキメキと轟音を立てながら形を変え――鉄クズと肉塊が混ざり合った巨人へと変貌していた。

　巨人はまだ上半身しかなかったが、その巨大な腕を歪に伸ばし、海賊艦を攻撃してくる。

　再び轟音！

　このままじゃ本当に船を墜とされる……ッ！

「クッソ！　いったん射程圏外に出るぞ！　出力を上げろ！」

「グルゥアアアアアアアアア!!」

　巨人が雄叫びを上げて最後に伸ばした手をギリギリで回避し、海賊艦はさらにスピードを上げる。

「グルウウウ!!」

　まるでこちらを追い駆けるように、巨人は地面から脚を引き抜いて立ち上がった。すでに下半身も地中で造り終えたらしい。

　その巨大な人影が遠ざかる直前、俺は見た――巨人の額の肉を突き破って、スクアーロの本体と、その胸に磔にされたテトラが現れるのを。

「テトラァ！」

　上昇を続ける海賊艦から地上まで声が届くはずもなく……俺たちは巨人の射程圏内から離脱した。




　　　　　▽




　海賊艦はレインが呼んだ雷雲の残骸の上を旋回しながら、地上で暴れ続ける巨人の様子を窺っていた。

　何度か接近を試みようとしたが、射程圏内に近づくとすぐさま巨人が攻撃してくるため、その度に雲の上まで逃げ戻るしかなかった。あの巨人がとんでもなく素早いわけではないが、俺たちの乗る海賊艦もまた小回りが利かないため攻撃を回避し切れないのだ。

　メインブリッジのモニターに映る巨人は中央集積施設の周りにあった都市を片っ端から破壊して回っていた。まるで怪獣映画の中から出てきたかのようだ。

「……」

　俺は海賊艦の窓から、その光景を見下ろしていた。カメラで拡大したモニターの映像と違い、ここからでは巨人も豆粒のようにしか見えない。

　わざわざ肉眼で見る意味なんてなかったが、それでも直接見ていたかった。

　あそこに……テトラとスクアーロがいる。

　ふたりを助け出すにはどうすればいい？

　それに、さっきのテトラのセリフ……。

『テトラの…………目を……見つけ……』

　あれはいったいどういう意味だったんだ？

　その時、俺の隣に、かつんっ、と小さな音を立ててシャーリーが並んだ。

　憑き物の落ちたようなやや呆けた表情で、窓の下に視線を向けていた。彼女も巨人を……いや、ここからではとても見えないが、奴の額の上にいるはずのテトラを見ようとしているのかもしれない。

「……テトラは……何で私なんかをかばったのかしら……？」

　無意識なのか思わずなのか、シャーリーはそんな呟きを漏もらす。

　いくら言葉を重ねても届かなかったモノが、ついに届いたのかもしれない――テトラのおかげで。

　この場にいない彼女の代わりに、俺がシャーリーに答えを教えることにした。

「そんなの、友達だからに決まってんじゃねーか」

「……ッ」

　シャーリーの顔がくしゃりと歪む。

　彼女は全身の力が抜けたみたいに崩れ落ち、大きく肩かたを震ふるわせた。

「もう、やだ……。何なの、私って……？　死んじゃいたい」

　漏れる嗚咽に合わせて、彼女の後頭部が揺れる。

　その背中は道に迷って自分の居場所を見失った子供のように弱々しかった。

「死にたいなんて、そんなこと言うな」

「じゃあ、どうしろって言うのよ……？　過去に戻って自分のことを寸刻みにしたい。いっそ、生まれてなんて来なければよかった。どうせ、造り物の命なんだから」

　大粒の涙なみだが、ポロポロ、ポロポロと彼女の目め尻じりからこぼれた。

「シャーリー……」

　主人が泣いていることに気づいたガーネットがこちらへ来て、その涙を指先で拭ぬぐう。シャーリーは縋るように彼女の手を握って、自分の頬ほおに当てた。

「……生まれたことを愚痴っても仕方ねーだろ」

　俺おれは脳を再起動させるみたいに、自分の側頭部を軽く拳こぶしで叩く。

「それは単なる思考停止だ。生きてる限り、人は考えなきゃなんねー。今日のこと、明日のこと、幸せになるためにはどうすりゃいいか、失敗を挽回するにはどうすりゃいいか」

「……どうすればいいのよ？」

「お前はどうしたいんだよ？」

　俺はおうむ返しに尋たずねる。

「でも……私にそんなこと言う資格なんて……」

　シャーリーはわずかに答えることを逡巡した。

「……友達なんだろ？」

「……ッ！」

「資格はそれで充分じゃねーか」

「……」

　シャーリーはギュっと目を閉じて……涙を白衣の袖そでで拭うと、立ち上がった。

「私は……テトラを助けたい」

「そうか。俺も同じ気持ちだ」

　そう俺が答えると……なぜか彼女はクスリと笑った。

「テトラの言ってた通りね。本当に、あなたは『絶対助けにいく』んだ」

「？　そんなの当たり前だろ」

「テトラもそう信じてるみたいだったわ。海賊に捕まった時も、烈火が来ることを疑いもしてなかった」

　むぅ、そう言われると妙に照れ臭……い？

　……テトラは俺が必ず助けにくると思ってる…………じゃぁ、あのセリフの意味は……。

「そうか……」

　あれはヒントだ。「俺がテトラを助けにいく時」に、ほんの少しでもその助けになればと彼女が残してくれた手がかり。

　いや、けど……。

　それはあまりにもか細い糸だ。テトラ自身、「もしかしたら」「万が一」のつもりで俺に伝えたに違いない。場合によっては活かされることもなく終わる小さな小さな希望の光。

　だいいち、まずはあの巨人の攻撃をかいくぐらなければ……。

　その時、俺はふと窓の外を見下ろして――きれぎれに空に浮かぶ黒雲が目に留まった。

「―――ッ」

　先程は思いつかなかったことが、急に俺の頭の中で嵌まった。

　元々、スクアーロを助け出す作戦はあと一歩のところまで行っていたんだ。あくまでその手段が失われたわけじゃない。問題はどうやってスクアーロとテトラのいる巨人の額にまで辿り着くかってことだ。

　そして、そこへ到るための道筋が見えた。シャーリー、レイン、ファム――いくつものピースが結びついた、テトラが残してくれた糸によって。

「――聞いてくれ」

　全員の視線が、声を上げた俺へと向けられていた。

「今度こそ全すべての『物語』を助けたい。だから、みんなの力を俺に貸してくれ！」




　　　　　▽




　巨人は都市部で暴れ続けている。

　これ以上被害が広がる前に止めなくてはならない。

「レイン。頼む」

　メインブリッジのマイクを通して、俺は甲板上にいるレインへと通信を送った。

『はい！』

　モニターの向こうでレインは力強く頷くと、まぶたを閉じて祈るように両手を握り合わせた。その手の中には『人魚姫の涙』が握られている。

『…………』

　レインの無言の祈りとともに、複数あるモニターの内のひとつ――海賊艦の真下を映していた画面に変化が起こる。

　元々空には彼女が呼んだ雷雲の残骸が散らばっていた。今、その残骸たちが再び膨れ上がり、巨大な黒雲へと育ち始める。

　雲はドンドン分厚く、大きく広がっていく。地上にいる巨人と都市などすでに見えない。黒雲ははるか先の空までも覆い尽くし、さらにその密度を高めている。

『はぁ……はぁ……』

　モニターの中で、レインの呼吸が苦しそうになっていった。

「レイン。もう……」

『……まだ、です。まだ、やれます……』

　止めようとした俺の声を遮り、レインはさらに『人魚姫の涙』の力を使う。さっき新造艦の中に突入した時よりもはるかに短い時間で、前以上の雲を呼ぶ。

「船底と雷雲が接触しそうだ。微速上昇」

　海賊のひとりがそう報告し、船の高度を上げる。

　そうして、分厚い分厚い黒雲が生まれた。自然には絶対にできないような、地上へ届く太陽光すらも遮ってしまいそうなほど巨大な雲が。

『はぁ……ッ――』

「レイン！」

　力を使い果たしたレインが甲板の上で倒れ、つき添いをしていた海賊に肩を支えられた。

「……ありがとう。ゆっくり休んでくれ」

『……』

　レインは返事もできないほど疲れ切っていたが、小さくひとつ頷き、海賊に肩を借りながら船内へと戻っていく。

　彼女は最大限の力を貸してくれた。

「シャーリー。どうだ？」

　俺は空を覆う黒い雲海を指差し、シャーリーに尋ねる。

「……ええ、大丈夫。この雲の厚さなら、太陽光の九十九パーセントは地上に届かない。下は真っ暗なはずよ」

　彼女はメインブリッジのコンピューターを見つめながら言った。

　現在、エスタシオンの都市は中央集積施設を破壊され、完全に停電しているはず。つまり、地上は極めて濃い暗闇に包まれているということだ。

　これで作戦の第一段階は達成できた。

　次は……。

「よし。じゃあ、こっちが合図したら雲を突き抜けて地上を強襲してくれ」

「ああ、分かった」

　暫定リーダーを務める海賊は頷き、俺の胸を拳で軽く叩いた。

「ファムを頼むぞ。そして、スクアーロ船長を救ってくれ」

　俺は首を縦に振る。

「任された……じゃあ、行くぞ。ファム、シャーリー」

「おう！」

「ええ」

　ファムとシャーリーとともに、俺は海賊艦の船底へショートワープする。

　船底に着いた俺たちはまずモニターをつけてメインブリッジとの回線をつなぐ。通信に問題がないことを確認すると、俺はシャーリーに向かって右腕を差し出した。

「頼む」

「分かったわ……」

　俺の声に応えてシャーリーが取り出したのは――『バーサーカー細胞』がシリンジに込められた治療銃メデイカルガンだった。

「……前にも少し話したと思うけど、『バーサーカー細胞』による肉体操作は激痛を伴うわ。訓練した兵士でも数分で発狂するほどに」

「……要は、気合いってことだろ？」

　あえて俺は軽い口調で答えてみせるが、シャーリーは笑わなかった。

「やっぱり、私が……」

「ンなキツいこと女の子にやらせられっかよ。俺がやる」

「……ダメそうなら、すぐにラウールさんにもらった不死の肉を食べて」

　そう言うとシャーリーは治療銃メデイカルガンの針を俺の腕に当てる。

「いい？　あまり複雑なことは考えないで、自分が何をしたいのか強くシンプルにイメージするの。痛みに気を取られて雑念が混じれば、それだけ肉体操作はおぼつかなくなるわ」

「了解」

「……っ！」

　シャーリーが治療銃メデイカルガンのトリガーを引き、『バーサーカー細胞』が俺の体内に注入される。

「――ウッ……グアアアアアッ……！」

　まず感じたのは、脳が、というか意識が、全身の隅々にまで行き渡っていく感覚だ。血管の中を流れる血の動きまで把握できる。

　その代償に、全身が激しく痛んだ。特に頭が、割れるように痛い。

「烈火ッ！　烈火っ！」

「軟弱ヤロー！　おいっ！」

「……大丈夫、だ。降下してくれ」

　シャーリーとファムの心配する声で頭がガンガンしたが、俺は構わずメインブリッジに合図を送るよう頼んだ。ほんの少しして、船底の床が揺れて、海賊艦が黒雲の中に突入したのを知る。

　分厚い雲の中は雷が荒れ狂ってる……ここばっかりはさすがに『バーサーカー細胞』で肉体を作り変えても、生身で突破することはできない。

　だが、いくら分厚かろうが海賊艦が雲を突き抜けるのにそう時間はかからないだろう。痛い痛いと泣き言を言ってる暇なんてない。

　俺は試しに自分の目を、フクロウのように夜目が利くように変えてみる。

「……グッ……ゥヌ……」

　確かにこりゃ……意識がそう長く持ちそうにない。本当に時間との勝負だ。

　夜目を強くした分、船底がまぶしく感じるようになった俺は目を細め、まずファムの方を見る。

「ファム……額当て、もうはずしといていいぞ」

「大丈夫かよ？」

「今更頭痛の原因がひとつやふたつ増えたって変わらねーよ。それよりもいざって時に額当てをはずす暇すらなかったら困るしな。それなら先にはずしておいた方がいい」

「……分かった」

　ファムが額当てをはずし、その影響がない（というか、あるのかないのかすら分からない）ことを確認すると、俺は次にシャーリーの方を振り向いた。

「シャーリーはメインブリッジに戻ってくれ。あとは打ち合わせ通りに……」

「……ええ。無事に帰ってきてよ」

　最後にそう言い残すと、シャーリーは転送装置でメインブリッジへと戻っていった。

「……ングッ……！」

　続けて俺は聴力を上げる。いくら夜目を強くしたからといって、暗闇の中で得られる情報はたくさんあった方がいい。

「グッ………………ガァッ！」

　そして、肝心の翼。背中を突き破る感触があり、意識するとバサリと羽ばたく音がした。

「おい……大丈夫かよ？」

「大丈夫だっ、て。それより、早く搬入口のところへ……」

　この船底には、積んだ荷物を上げ下ろしするための搬入口がある。

　海賊艦が雲を抜けると同時に、俺たちはそこから飛ぶ……ッ！

『雲を出るぞ！』

　海賊の声。

「開けるぞ！」

　耳元でファムの声。

　同時に、轟々と強風が頬を撫でる。

「……ッ！」

　俺は細めていた目を大きく開け、地上を見下ろし、素早くあるモノを探した。

　街は停電し、太陽は雲に遮られ、今地上で唯一灯る小さな光――テトラの両目を！

「見つけた！　飛ぶぞ！」

「ッ！」

　ファムがギュッと腰に両腕を回したのを確認し、俺は「あそこまで飛びたい」と強くイメージする。

　グンッ――と体が持ち上がったかと思うと、凄まじい勢いで地上へ向けて滑空を開始した。

　当然、俺に飛行に関する知識などない。だが、俺の望み通りに体を変化させた『バーサーカー細胞』は、同じく俺の望み通りに翼を動かす補助もしてくれる。

　だが――

「グッ……！　ガアァアアアアアアアアアアアアア！」

　全身が軋む！

　神経が悲鳴を上げる！

　体のあちこちがアイスピックでブスブスと刺され、肉をハンマーですり潰されているみたいだ。肉体操作の負担が、激痛を生み、意識を呑のみ込もうとする。

「……ガンバレよ！　軟なん弱じやくヤロー！」

「―――ッ！」

　ファムの声が、正気を失いかけた俺の意識に活を入れた。

　錐揉み飛行になっていた体勢を安定させ、目をしっかりと見開く。

　激痛のせいで視界がブレる……もっと歯を食い縛って痛みに耐えろ！

「掴まってろ！」

　俺はファムに向かって叫び、もっと……もっと速くと『バーサーカー細胞』に呼びかける。直後に再び激痛が走り――飛ぶスピードがグンッと上がった。

「グルゥアアアアアアアアア!!」

　その時、地上から咆哮。続けて、巨人の腕が俺めがけて槍のように突き出された。かろうじてそれを回避する。

　やはり……巨人も俺と同じように『バーサーカー細胞』で目を造り変えている。この暗闇の中で動き回るには、むしろ当然の発想……！

　それこそが――俺たちの狙い！

『今！』
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　海賊艦から、拡声器を通したシャーリーの合図が届く。

　それと同時に俺は目を閉じ、直後轟音が上空で炸裂した。

　その正体はあらかじめ知っている。海賊艦がプラズマ砲を俺とスクアーロに当てないようにあさっての方角へ向けて撃ったのだ。

　そして。

「グギャアアアアアアアア!!」

　巨人の絶叫が響き渡る。

　夜目――というのは、弱い光に敏感な細胞が網膜に集まっており、そのため夜でも物がよく見えるそうだ。そんな便利な夜目だが、逆に昼間は強い光がまぶしすぎて目を細めているしかないらしい。

　その夜目でフラッシュのような強い光を直視してしまえば、網膜が焼かれて一時的に視力を失うか、完全に失明する。

　さっきのプラズマ砲はそのフラッシュだ。砲撃とともに発生した強烈な光を、俺は目を閉じて下を向いてやり過ごしたが、俺を迎撃しようとした巨人は上空を見上げていたため、モロに見た。

　フツーのやり方では接近さえできなかった巨人が、今無防備な姿をさらしている。

「ウォオオォオオ!!」

　俺はさらにスピードを上げ、巨人めがけて飛ぶ。

　必死に作り上げたこの一瞬の隙以外に、近づくチャンスはない！

「グルゥアアアアアアアアア!!」

「!?」

　あとほんのわずかというところで、巨人が雄叫びを上げて復活する。

　巨人の額から生えたスクアーロがその顔を上げ、俺を見据えた。

　スクアーロの左腕が途端に形を組み替える……あれは、竜宮城で見たプラズマ砲!?

「ッ！」

　目を開けていればプラズマで目を焼かれ、目標を見失う。

　かといって目を閉じてしまえば回避ができない。

　究極の二者択一を突きつけられ、俺は判断に迷う。

　その時――小さな手の平が俺の両目を覆った。

「あたしの言う通りに避けろ！」

　俺の腰に両脚を回し、両手で目を守ってくれたファムが耳元で叫ぶ。

　夜目は持たずとも、光を発するプラズマ砲の発射の瞬間なら見える。

「右ィ！」

「―――ッ!!」

　俺は必死に右へと体をひねった。

　体のすぐ傍を熱風が駆け抜けていく。

「ダッ……ァアアアアアラッ！」

　攻撃を回避した俺は再び錐揉みしかけた体勢を立て直し、巨人の額――スクアーロとテトラのすぐ傍に強引に着地する。

「テトラッ！」

　俺は一歩でスクアーロの間近へと飛び込むと、触手と金属のケーブルを底上げした腕力で引きちぎり、磔にされていたテトラを救出した。

「グルゥアアアアアアアアア!!」

　スクアーロの本体が咆哮を上げる。巨人の額から数百本の肉の槍が生え、全ての矛先を俺たちへと向けた。

「ファムッ！」

　俺は一緒にここへ辿り着いた少女の名を叫ぶ。

「叔父貴ィ！　目を、覚ませぇええええ！」

　ファムの絶叫とともに、彼女の額の角から最大級の電磁波が迸った。

　彼女の強い想いを乗せて、精密機械を破壊する電磁波がスクアーロと、彼の背中部分に匿われた〝マスターチップ増幅装置〟を直撃した。

「グオォォォォォ……」

　激しい痛みにスクアーロが悲鳴を上げ、俺たちを襲おうとした触手やブレードの動きが止まる。

　スクアーロは今〝マスターチップ増幅装置〟に残された命令に従って動いている。機械の方に不具合が出れば、当然彼も止まる。

　その隙に、俺はスクアーロの口にラウールから譲り受けた不死の肉をねじ込んだ。

　増殖し、機械を喰らいまくった肉の部分では意味がない――必ず「スクアーロ自身」と言える部分に取り込ませなければ、不死の肉が持つ『肉体を元の健全な状態に戻す力』もその効力を発揮できない――だからこそ、俺たちはここまで来たのだ。

「グゥゥ……ゥゥウオオオオオオオオオオ！」

　スクアーロが再び絶叫を上げ……やがてそれは段々と鎮静化していった。

　呻き声までやむと、彼がしていたマスクがズルッと落ちた。その下からは、傷ひとつない彼の顔が出てくる。同時に、バキンッ、と音がして、左腕のプラズマ砲がバラバラになり、青い肌をした生身の腕が現れた。

　最後に不死の肉で『元の健全な状態に戻った』スクアーロの肉体が、ズズズッと巨人の額から分離する。

「叔父、貴ッ！　うぅぅぅ～お、重い！」

「って！　大丈夫かファム！」

　ファムは倒れ込んできたスクアーロを支えようとして潰されそうになり、俺はそんな彼女と彼を助けるために傍へ駆け寄った。
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　肉と機械で造り上げられていた巨人は核であるスクアーロ本体を失ったことで崩壊し始めた。

　俺たちはバラバラに崩れていく巨人の額から脱出し、無事だったビルの屋上に着地する。

「んっ、ぐ」

　もうひとつ用意していたラウールの不死の細さい胞ぼうを呑み込み、俺も元の姿に戻った。

　シャーリーの言っていた通り激痛で正気を失いかけたが……まぁ、何とかやり遂げることができてよかった。

「グ……」

　不死の細胞で俺と同じように元の姿に――それこそサイボーグ化する前の素のマーマンに――戻ったスクアーロは、やがて目を覚ました。

「叔お父じ貴き！」

　意識を取り戻した彼にファムが抱き着く。彼はゆっくりと手を持ち上げ、彼女の頭をやさしく撫なでた。

「……心配をかけたな」

「そんなのいいよ！」

　ファムはわんわんと泣き続けた。

「……」

　泣いてる姿なんて人には見せたくないだろうから、俺はふたりに背を向け、海賊艦がこちらへ飛んでくるのを眺ながめながら、その到とう着ちやくを待った。

　その後イリスからも連れん絡らくが入って、彼女たちもこちらに合流する。彼女たちには街の人の救助を頼んでいたが、中央集積施設の異変を察知して途中から人々を避ひ難なんさせる方針に切り替かえていたらしい。

　それでもフツーなら避難なんて間に合わなさそうなものだが、どうもそんなのは個人だと地上を走る車ぐらいしか移動手段のない地球人基準の考え方らしい。空飛ぶ車はもちろんのこと、以前イリスに借りたことのあるワープウォッチを持つ家庭も少なくないそうだ。

「そもそも軍隊の出動や海かい賊ぞくの襲来で、みんな異変自体は察知してたしね。事前に避難してた人たちも多かったし、何とかなったわ」

「そっか。そりゃよかった。ありがとよ、イリス」

　シャーリーが〝マスターチップ増幅装置〟を使って起こした自傷騒さわぎも……彼かの女じよがゆっくりと大人たちを痛めつけようとしたことと、予想外の俺たちの乱入とレインの働きによって死者は出なかったようだ。

　だけど……。

　スクアーロの両隣どなりにファムとレインが、少し離れたところにシャーリーとガーネットが立っている。

「「「「「……」」」」」

　ここにいる全員が『シャーリーの物語』を知ってる。

　彼女に同情の余地があることも知ってる。

　けれど。

「シャーリー……俺は別に正義の味方でも警察でもない。ただみんなを助けたかっただけだ……。でも」

　それはあくまで俺の事情で、俺の意思だ。俺個人の価値観を、母を殺されたレインや、操あやつられた末にミューズを殺させられたスクアーロに押おしつけることはできない。

　彼ら彼女らがシャーリーをどうしたいと思うかは別問題だ。

「……」

「烈れつ火か。そんな顔しないで」

　シャーリーの細い指が俺の頬を撫でる。

「こんな私を友達だって言ってくれるんでしょ？　それだけで、充じゆう分ぶんよ」

「シャーリーさん……あの」

「テトラもありがと。あと……ごめんね」

　そう言って、シャーリーは海賊たちとレインの許もとへ近づく。

　ファムに背中を支えられたスクアーロがシャーリーのことを見据えた。

「……ごめんなさい。私にできる償いなら何でもするわ。煮るなり焼くなり好きにしていい」

　シャーリーはスクアーロの視線を受け止め、謝罪の言葉を述べてから裁きを待つように頭を垂れた。

「……俺が海賊団を組織した時、いくつかの掟を作った。その中のひとつに『故郷への復讐を禁ずる』という物がある」

　だが、スクアーロが口から出たのは、シャーリーに対する怒りや罵倒ではなかった。

「俺たちの多くは元難民や貧困者の集まりだ。みな、少なからず故郷の星でツラい目を見てる。海賊となり、武器の扱あつかいと暴力の振ふるい方を覚えると、一度は自分たちを蔑んだ奴やつらの顔を切り裂きたい衝動に駆られるもんだ……。だが、それを俺は禁じた」

　スクアーロの語る内容は、シャーリーにも多く当て嵌まる部分があった。

「復讐は己おのれの魂たましいを穢けがす。穢れた魂は、死後に還る海までも濁らせる。子供を食わせるため、仲間を守るために血を流すのならば祖先も許してくれるだろうが……復讐は結局のところ、自分の心の閊えを取るため、度し難い怒いかりを晴らす爽快感を得るため、許せない人間を苦しめるため、そういった『悦びのために人を殺す行こう為い』に過ぎん」

「……ッ」

　スクアーロの重く厳しい言葉に、シャーリーは後悔に顔を歪めて俯く。

「もしミューズのためにお前に復讐をすれば、父も、祖父も、曾祖父も、決して俺のことを許してはくれないだろう。ゆえに、俺はお前を許す」

「私も……スクアーロ様の仰る通りだと思います」

　レインが毅然とした口調でシャーリーに告げる。

「確かにシャーリーさんには償いをしていただきたいですが――それは復讐のためにではありません。あくまで、いつか私があなたを許すためです。よろしいですか？」

「…………はいっ！」

　俯うつむいたまま肩かたを震ふるわせるシャーリーをガーネットがやさしく抱き寄よせる。

　これが完全なハッピーエンドだったかは……俺には分からない。少なくとも俺は、あの時もっと早く決断をして竜りゆう宮ぐう城じようの最上階に辿り着いていれば、ミューズをスクアーロに殺させずに済ませることができたかもしれないと、そう考えてしまう。

「あー……悪いんだけどもよ、何でこんな辛気臭くさいの？　全部終わったんだよな」

　その時、まるっっっきり空気の読めてない男の声が場の空気に水を差した。

「ラウール……お前ちょっと黙だまってろ」

「いや、あのよー少年。せっかくの大団円を迎えたのにどうしてこんな空気が流れてるのか、僕にはさっぱり意味が分からんのだけども」

「だからなぁ……」

　俺おれはレインたちに気をつかいながら言葉を選んで、このＫＹ男に竜宮城で起こった出来事について教えてやった。

　すると、ラウールはなぜかさっきよりも困ったような表情を浮うかべて、

「ああーー…………そういや、言ってなかったっけ？」

「は？」

「実は――」

　彼は非常にトンデモナイ事実を、俺たちに告げた。




　　　　　▽




　一週間後。自宅にて、俺はソファに座すわりながらぼんやりと天てん井じようを眺めていた。

「にしても……先週の宇宙旅行は大変だったな」

「いつも通りじゃないですか」

　アールの容よう赦しやないツッコミに俺はガクリと項垂れる。まったく反論できない。

　海で遊び倒たおした上に、計三つの星を駆かけ巡めぐったからなぁ。おかげで未いまだにちょっと疲つかれが残ってる。

　それでも何とかなった……最終的には、ラウールのおかげで。

　とは、いえ。

「……ったく。しっかし今思い出しても微び妙みように腹立つな」

「腹が立つとは？」

「決まってんだろ、ラウールのことだよ。あんにゃろメチャクチャ大事なことをうっかりで話し忘れやがって……」

「ああ。実はスクアーロさんに斬り殺されたのは変装したラウールさんで、本物のミューズさんは眠らされて部屋の衣装ダンスの中に隠されていたことですか」

「そうだよ」

　海賊たちが竜宮城を襲撃した時、俺たちの許を離はなれたラウールは屋根を駆け登り、最上階でミューズと入れ替わりを果たしたのだ。

　あの野郎、見ただけでロザリンドやスズランの実力を大体把握していたらしい。だからレインの守りは俺たちに任せて、自分は一番危険なミューズを守りにいったのだ。

　どこの戦せん闘とうマンガの達人だよって言いたいが、その辺は年の功って奴なのか。あとで聞いたら泥どろ棒ぼう稼業――つまり大怪盗バロンを名乗り始めたのは五百年前だけど、実年ねん齢れいはその数十倍とか答えやがった。人類より長生きなんじゃねーのか？

　なんて、俺が今頃また宇宙を流浪してるであろう男のことをつらつら考えていると、玄関のチャイムがピンポーンと鳴った。

「レッカ様。お客さんですよ」

「はぁ……イ!?」

　ハリッサが案内してリビングに連れてきた「お客さん」を見て、俺は度肝を抜ぬかれた。

　現れたのが、レイン、ファム、それにシャーリーの三人だったからだ。

「引っ越こしのあいさつに参りましたわ」

「お、おう……」

　とりあえずソファの上に正座する。あれ？　何で正座した俺。動揺してる？

「えーと……ちょっと待っててくれ」

　俺はソファから降り、三人に座るよう勧める。代わりに俺はダイニングから椅い子すを持ってきて対面に座った。

「うん……その、引っ越しの……あいさつ？」

「はい。その通りですわ」

　主に話を進めるのは中央に座っているレイン。ファムはハリッサが出したお茶菓子を食べるのに夢中で、シャーリーは黙って微ほほ笑えんでいる。

「えっと……ファム、俺の記き憶おくが確かだったら、確か惑わく星せいベラノは惑星ゲイルに住んでた難民たちの受け入れをして、シーガイストは解散になったんだよな？」

「ああ、そうだよ」

　ファムがお菓子のカスを飛ばしながらあっさりと答える。

「それで宇宙中に散らばってたマーマン族も呼び戻して元通りベラノに住むことになって、元シーガイストの海賊たちは人魚狙ねらいの人身売買組織から星を守る警備軍になったと」

「警備軍って言ってもあの星はリゾート地だから、叔父貴は裏方に徹してるみたいだけどな。まぁ、怯おびえてる住人もいるけど、そこは叔父貴と女王が上う手まくやってるよ」

　人魚族は長寿の一族だ。年長の人魚の中にはマーマン族の王だったスクアーロのことを知っている者もいる。彼と女王のミューズが手を取り合って、これからの惑星ベラノを盛り立てていくのだろう。

　うん。ここまでで記憶の齟そ齬ごはない。

　さて問題は……。

「で、確かレインはその手伝いをするって言ってなかったか？」

「はい。お母様とスクアーロ様をもう一度会わせることは叶いましたので、次は女王の娘むすめとして成したいことを成そうかと」

　レインは何の澱みもなく笑え顔がおで俺の疑問を肯こう定ていする。

　今度は黙っているシャーリーに目を向けた。

「シャーリーはやったことを償うために、ベラノの復興と発展に尽つくすって……？」

「ええ、そうね。烈火たちが帰る時、確かにそう言ったわ」

「うん……」

　どうやら俺が何かを勘違いしていたということもないようだ。

　じゃあもうズバリ訊こうか。
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「それなら何で三人は俺ン家にいるんだよ!?」

「この度の騒そう動どうでベラノがエスタシオンに作った貸しと、多大な被ひ害がいを被ったエスタシオンの復興に手を貸しているフィネリタ星の取り成しのおかげで、惑星ベラノの立場はだいぶよい物になりましたわ。ですが、これからの宇宙時代に対応していくためにはまだまだ未熟でございます」

　レインはスラスラと言葉を紡つむぐ。

「ですので、次代の女王となる私はベラノに閉じこもるのではなく、より広い世界を見て多くの経験を積み、それを将来に活かしていきたいと思っておりますの。地球留学はその一環ですわ」

「あ、ああ、そうなのか……？」

　それってもっとほかに適任地があるんじゃなかろうか？　なぜイリス曰く「田舎星」と呼ばれるような辺境の星に留学に……。

「じゃ、じゃあファムは？」

「あたしは叔父貴の手伝い。叔父貴、ベラノに学校を建てたいんだってさ」

　人魚たちは親が直接かあるいは家庭教師などを雇い、各家庭で子供に勉強を教えていたため、収入などによって知識格差が起きやすかったらしい。元々スクアーロはシーガイストの子供たちのために学校を建てようとしていたのもあり、惑星ベラノでそれを実現させようとしているそうだ。

「地球には学校とか教育制度が充実してるらしーし、レインねーちゃんが行くならついでにってことで、あたしも学校に通ってみて実際にどんなもんなのか叔父貴に教えてやるんだ」

「なるほどな……」

　ファムにもちゃんとした目的があって来たのか。お菓子ばっか食ってるからもしかして遊びに来ただけなんじゃないかと思ってしまったが。

　最後にシャーリーに視線を向けると、彼女はイタズラっぽく笑う。

「まぁ、私は女王と王様の頼みでふたりの付き添いって感じね。あとベラノにいるとエスタシオン政府に見つかり兼ねないし、それだとベラノにも迷惑がかかるわ。ちなみに家で留守番してるけどガーネットもいるわよ」

　ひとまず三人が地球へ来た理由は分かった。

　レインとファムは来週から近くの中学校に通うそうだ。シャーリーはベラノ発展のための研究に忙いそがしいので自宅でガーネットと一いつ緒しよにいることが多くなるらしい。

「ちなみに家ってどこ？」

「はす向かいですわ」

「近ッ!?」

　そういえば売り家だったなあそこ。

「というわけですので、これからはご近所さんとしてよろしくお願いいたしますわ」

「よろしく」

「……ん？　ああ、よろしくな」

　レインとシャーリーが深々と頭を下げ、ファムはお菓子を呑のみ込んでからおざなりにあいさつを済ませた。

「えーと……こちらこそよろしく」

「よっ、よろしくお願いします」

　俺とハリッサもぺこりと頭を下げる。

　まぁ、最初はメチャクチャ驚おどろいたけど、せっかくまた会えたんだ。彼女たちの言う通り、これからはご近所さんとして仲よく……。

「ところで烈火さん」

「ん？」

　不意にレインがソファから身を乗り出し、気の抜けていた俺の両手をそっと握にぎる。

「旅館経営には興味ありません？」

「……は？」

「もしくは王様になりたくありませんこと？」

　いきなり何を言ってるんだレインは？

「実は私……地球に来た理由がもうひとつございますの」

「へ、へぇ～……」

「王族の務めのひとつとして、私は丈夫な世継ぎを産まなければなりませんの。そのためには、一生を添い遂げる理想の伴侶が必要ですわ」

　ああ、うん。あるある。マンガとかでそんなの読んだことある気がする。

　まったくもって大変な責任だと思うけど、「世継ぎを産む」とか「一生を添い遂げる」とか、そんな刺激的なセリフを思春期真っ盛りの高校生男子に、面と向かってしかも両手を握りながら言うのはいろいろとヤバいと思う。自分でも分かるぐらい頬ほおが熱い。

「レイン。そういうことをいきなり烈火に言うのはやめなさい」

　横からシャーリーがナイスフォローを入れてくれる。

「あら、なぜですの？　お母様にも、ちゃんと許可はいただいておりますわ」

「その女王から『慎みを持って殿方には接しなさい』とも言われているでしょ？　そういう監かん視しも私の仕事なんだから……ああ、烈火。ちなみに私はそういう縛りとかないから、いつでもフリーよ」

「むぅ。シャーリーさん。あなたも急に何を仰るの？」

「いえいえ。何しろぼっち歴が長いので、当然のように清い体のままですよと宣言しておこうかと」

「ですから、なぜそのようなことが今必要なのかと」

　喧々諤々。レインが問いただし、シャーリーがスルリと躱す。そのくり返し。

「むむむ」

　横でハリッサも急に難しい顔になって何かをうなっている。

　何なんだこの空気……。ただの引っ越しのあいさつが、なぜこんなことに？

「あっ、そうだ」

　その時、ひとりお茶菓子を食い続けていたファムが声を上げる。その子供っぽさがなぜかこの場においては一種の清涼剤のように思えた。

「な、何だ？　どうかしたのか、ファム？」

「ああ、うん。あのな」

　ファムは少しもじもじすると、テーブルを回り込んで俺の傍そばまで来て――




　――ちゅっ




　……おう？　何か今、頬っぺたにやわらかい感かん触しよくが。

「ファ、ファファファファムさん!?　いったい何するだべ!?」

　おそらく間近で彼女の行為を見ていたであろうハリッサが、物っ凄すごい動揺した声を上げる。レインとシャーリーも口論をやめ、こちらを凝ぎよう視ししていた。

「えっと……なんかこの前からずっと胸の辺りがモヤモヤしてて、叔お父じ貴に相談したらこうしたらいいって教えてもらったんだ」

　スクアアアアアロォォォオ！　子供に何教えとんじゃい！

　いや、待て。俺はあくまで何かやわらかい物が頬に当たったと認識しただけだ。それがキスであると認識したわけではない。つまり違ちがう可能性も充分にあり得る。ていうかなんかこの状じよう況きようつい最近もなかったか!?

「その、いちおー叔父貴を助けてもらったこと、これでも感謝してるんだかんな。もう軟なん弱じやくヤローとか呼ばない。これからは烈火にーちゃんって呼ぶから」

　何その年下の女の子に呼ばれたい呼び方ナンバーワン。

　じゃなくて！　誰だれかこの部屋の空気を何とかしてくれ！　あと俺に向けられる視線のトゲトゲもついでに抜いて欲ほしい！

「烈火。実はベラノで起こる観光客の水の事故を減らすために、水中でも呼吸できるようにする新薬を作ったの。ちょっと実験させて？　この薬を注射したあと、水を張った風ふ呂ろ桶に顔を十分浸けるだけでいいから」

「あら素敵。シャーリーさんの発明はいつも凄いですね。早さつ速そく試ためしましょう」

「え？　いや、あの、ふたりとも？」

　いつの間にか俺はふたりに肩と両足を拘束され、怪しげな薬液の入った治療銃メデイカルガンを撃うたれそうになっている。

「それじゃあウチは風呂桶を持ってきますね」

「おおぃハリッサ!?」

　何でハリッサまでノリノリ!?　ファムは「？」な顔で成り行きを見てるし。シャーリーは「フッフッフッ」とか笑い声がまるでマッドサイエンティストじゃねーか！　レインに至っては笑顔がとんでもなく怖こわい！

「ホント、いつも通りですね」

　アールもたまには見てるだけじゃなくて助け……あの、ちょっ、みなさん本気ですか？

どう考えてもその薬、ドドメ色とか絶対アウトなんだけど!?　いえ、あの、何が悪かったのか分かんないけど許し、ギャアアアア!!




―了―







あとがき







『愛さえあれば何でもできる！　修黙羅示場録だって乗り越えられる！』が合言葉のラブコメの第五巻になります。四巻から続なめこの方はお久しぶりです。五冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　まさかの水着回＆お泊まり回となりました。主人公パーティーの男女比率がとんでもないことになりつつあります。もっとすし詰め状態になればいいさ！

　さて、そんな第五巻でしたが今回はいつも以上にみなさまのお力をお借りしました。押し続けるスケジュールの中、素敵なイラストを仕上げてくださった和わ狸たぬきナオ様、原稿を直す度に何度もチェックしてくださった担当の南部様、コミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部のみなさま、この本を棚に並べてくださる書店様方、第五巻を書くに辺り様々なアドバイスをしてくださった方々、本当にありがとうございました。

　また本作を読んでくださる読者のみなさまのおかげで当シリーズも一周年を越すことができました。これからもリトル黙示録シリーズをどうかよろしくお願いいたします。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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